
わたしの聖
せいしょ

書が一
いちばん

番！ 3巻
かん

神
かみさま

様の特
とくべつ

別な日
ひ

を覚
おぼ

える～ギベオン人
じん

～出
しゅつ

エジプト記
き

20 章
しょう

- ヨシュア記
き

9 章
しょう

～
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

の十
じっかい

戒
は、 す べ

てが愛
あい

について教
おし

えています。最
さいしょ

初
の四

よっ
つの戒

いまし
めは、

神
かみさま

様をどのように
愛
あい

するかを教
おし

えて
います。残

のこ
りの六

むっ

つの戒
いまし

めは、人
ひと

と
人
ひと

とが互
たが

いに愛
あい

し
合
あ

う方
ほうほう

法を教
おし

えて
います。 今

こんしゅう
週 は、

第
だいよん

四の戒
いまし

めについ
て学

まな
びます。十

じっかい
戒の中

ちゅうしん
心にある戒

いまし
めです。そ

こを読
よ

んで、覚
おぼ

えはじめましょう。出
しゅつ
エジプ

ト20：８－11。

もういちど、11 節
せつ

を読
よ

んでください。ここ
を読

よ

むと、そのはるか昔
むかし

、神
かみさま

様が私
わたし

たちの
世
せ か い

界をつくられたときについて書
か

かれてい
る聖

せ い く

句を、思
おも

い出
だ

しませんか？創
そうせいき

世記２章
しょう

の２節
せつ

と３節
せつ

を読
よ

んでください。創
そうぞう

造のとき

以
い ら い

来、神
かみさま

様の律
りっぽう

法は変
か

わりましたか？

だれかを愛
あい

するとき、
その人

ひと

と一
いっしょ

緒にいたい
と思

おも

うようになります。
アダムとエバをはじめ、
創
そうぞうしゅ

造主を愛
あい

したすべての人
ひと

たちは、安
あんそくにち

息日
が大

だ い す

好きでした。その日
ひ

は、神
かみさま

様といっしょ
に過

す

ごせる特
とくべつ

別な日
ひ

だったからです。カイン
の子

こ ど も

供たちをはじめ、サタンに従
したが

ったすべて
の人

ひと

たちは、創
そうぞうしゅ

造主を憎
にく

み、安
あんそくにち

息日に神
かみさま

様
とともに過

す

ごすことを拒
こば

みました。安
あんそくにち

息日を
守
まも

るというのは、自
じ ぶ ん

分たちが神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

し、神
かみさま

様が世
せ か い

界をおつくりになったことを喜
よろこ

んでいることを示
しめ

す、特
とくべつ

別なしるしなのです。
エゼキエル書

しょ

20 章
しょう

12 節
せつ

と20 節
せつ

に、この
しるしのことが書

か

かれています。

イスラエルの人
ひと

たちが最
さいしょ

初にエジプトへ
行
い

ったころ、神
かみさま

様の律
りっぽう

法を守
まも

ることは、それ
ほど大

たいへん

変ではありませんでした。そのころは、
ヨセフがエジプトの総

そ う り だ い じ ん

理大臣で、パロは、ヨ
セフの家

か ぞ く

族に対
たい

してとても親
しんせつ

切でした。

ところが、ヨセフと親
しんせつ

切なパロが死
し

んだあ
とで、すべてが変

か

わってしまいました。エ

神
かみさま

様の特
とくべつ

別な日
ひ

を覚
おぼ

える

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたがたは必
かなら

ずわたしの安
あんそくにち

息日を守
まも

らなければならない。

これはわたしとあなたがたとの間
あいだ

の、代
よ よ

々にわたるしるしであっ

て、わたしがあなたがたを聖
せいべつ

別する主
しゅ

であることを、知
し

らせる

ためのものである」。―出
しゅつ

エジプト記
き

31：13

暗
あんしょうせいく

唱聖句

I 

あなたはわたしのほかに、

なにものをも神としてはならない。

II 

あなたは自分のために、刻んだ像を造ってはならな

い。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地

の下の水のなかにあるものの、どんな形をも造って

はならない。それにひれ伏してはならない。それ

に仕えてはならない。あなたの神、主であるわたし

は、ねたむ神であるから、わたしを憎むものは、父

の罪を子に報いて、三、四代に及ぼし、わたしを愛

し、わたしの戒めを守るものには、恵みを施して、

千代に至るであろう。

III 

あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えて

はならない。主は、み名をみだりに唱えるものを、

罰しないでは置かないであろう。

IV 

安息日を覚えて、これを聖とせよ。 

六日のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。 

七日目はあなたの神、主の安息であるから、なんの

わざをもしてはならない。あなたもあなたのむす

こ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなたの門

のうちにいる他国の人もそうである。主は六日のう

ちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造っ

て、七日目に休まれたからである。それで主は安息

日を祝福して聖とされた。

十 戒

Little Folk Visuals
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ジプト人
じん

たちは、 イ
スラエル人

じん

を奴
ど れ い

隷に
してしま い、とても
意
い じ わ る

地悪になりました。
イスラエル人

じん

たちは、
安
あんそくにち

息日も休
やす

むことな
く、毎

ま い に ち し ご と

日仕事をしないと、とてもひどい目
め

にあいました。多
おお

くの人
ひと

たちは怖
こわ

くなって、
安
あんそくにち

息日を守
まも

らないことにしました。そして、
神
かみさま

様に従
したが

い続
つづ

ける人
ひと

たちは、ほんの少
すこ

し
だけになってしまったのです。

あのような苦
くる

しい中
なか

でも、みんなで神
かみさま

様
に信

しんらい

頼し、神
かみさま

様とともに過
す

ごす日
ひ

として、
安
あんそくにち

息日を守
まも

り続
つづ

けるべきでした。神
かみさま

様は
ご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

を愛
あい

しておられ、彼
かれ

らがふた
たび自

じ ゆ う

由で幸
こうふく

福になることを願
ねが

っておられ
ました。神

かみさま

様はモーセをエジプトに戻
もど

して、
彼
かれ

らが神
かみさま

様に信
しんらい

頼するなら、彼
かれ

らを救
すく

い
出
だ

し、安
あんそくにち

息日やその他
ほか

の律
りっぽう

法を守
まも

れるよ
うにしてあげると、伝

つた

えさせられました。

彼
かれ

らがふたたび、安
あんそくにち

息日を神
かみさま

様といっ
しょに過

す

ごすようになったので、パロはひ
じょうに怒

おこ

りました。彼
かれ

らは仕
し ご と

事をなまけ
るために、安

あんそくにち

息日を守
まも

っているのだと言
い

っ
て、パロは力

ちから

ずくで、彼
かれ

らがこれまでより
ももっと働

はたら

くようにさせたのでした。出
しゅつ

エ

ジプト５：４－９。しかし
その後

のち

、彼
かれ

らは自
じ ゆ う

由の身
み

と
なって、シナイに来

き

ていま
した。神

かみさま

様が、彼
かれ

らを自
じ ゆ う

由
の身

み

にしてくださったので
す。彼

かれ

らが神
かみさま

様を愛
あい

して信
しんらい

頼し、従
したが

うこと
を学

まな

ぶにつれて、安
あんそくにち

息日のたびに、彼
かれ

らは、
神
かみさま

様から与
あた

えられた自
じ ゆ う

由について思
おも

い出
だ

すはずでした。

考
かんが

えてみよう：安
あんそくにち

息日を守
まも

るあなたにとっ
て、それは今

いま

でも、あなたが神
かみさま

様を愛
あい

し
信
しんらい

頼していることの、特
とくべつ

別なしるしとなっ
ていますか？

月
げ つ よ う び

曜日

あなたは、第
だいよん

四の戒
いまし

めを、全
ぜ ん ぶ い

部言
うことができますか？その戒

いまし
め

の、最
さいしょ

初の言
こ と ば

葉は何
なに

ですか？「安
あんそくにち

息日を
覚
おぼ

え」なさいというのは、「忘
わす

れてはいけま
せん」ということですよね。今

きょう
日は、なぜ

神
かみさま

様は、私
わたし

たちに安
あんそくにち

息日を覚
おぼ

えてほしい
のか、なぜサタンは、私

わたし
たちに安

あんそくにち
息日のこ

とを忘
わす

れてほしいのか、考
かんが

えてみましょう。

はじめに、神
かみさま

様が私
わたし

たちに覚
おぼ

えてほし
いことがらを、数

かぞ

えてみましょう。出
しゅつ

エジ

プト記
き

20 章
しょう

の８節
せつ

に、二
ふた

つのことが記
しる

されています。ここで神
かみさま

様は、どの日
ひ

につ
いて述

の

べておられますか？私
わたし

たちはその日
ひ

を、どのようにして守
まも

るのですか？

次
つぎ

に、９節
せつ

を読
よ

んでください。働
はたら

く日
ひ

は
何
なんにち

日ありますか？これらの日
ひ

に、どれだけ
の仕

し ご と

事をすることになっていますか？

10 節
せつ

を 読
よ

んでくだ さい。ど の 日
ひ

が
安
あんそくにち

息日ですか？カレンダー
を見

み

てください。七
な の か め

日目は、
土
ど よ う び

曜日になっていますか？
この日

ひ

の何
なに

が、そんなに
特
とくべつ

別なのでしょう？私
わたし

たち
は、他

ほか

の日
ひ

に一
いっしょう

生けんめい働
はたら

かなくては
いけません。けれども安

あんそくにち

息日には、仕
し ご と

事
をしてはいけません、とあります。神

かみさま

様は、
私
わたし

たちに休
やす

んでほしいのでしょうか？この
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日
ひ

は、人
にんげん

間だけが休
やす

めばよいのでしょう
か？家

か ち く

畜、つまり人
にんげん

間が仕
し ご と

事に使
つか

う動
どうぶつ

物も
休
やす

ませなさい、とありますね。

次
つぎ

に、11 節
せつ

を読
よ

んでください。神
かみさま

様は
何
なんにち

日かけて、この世
せ か い

界をつくられましたか？
七
な の か め

日目に、神
かみさま

様はどうなさいましたか？そ
の日

ひ

を特
とくべつ

別な日
ひ

とするために、神
かみさま

様がな
さった二

ふた

つのことは何
なに

ですか？

イエス様
さま

がこの世
せ か い

界をおつくりになっ
た こと を、 サ タン は
私
わたし

たち に 知
し

って ほし
いと思

おも

っていますか？
この世

せ か い

界はたまたま、
何
なんおくねん

億年もかかって今
いま

の
ようになったのだと、

彼
かれ

は私
わたし

たちに信
しん

じ込
こ

ませようとしていま
す。

サタン は 私
わたし

たちに、 神
かみさま

様 で は なく、
神
かみさま

様によってつくられた、さまざまな物
もの

を
拝
おが

ませようとしています。人
ひとびと

々が神
かみさま

様と過
す

ごす時
とき

をもつことを、彼
かれ

はとてもいやがる
のです。

考
かんが

えてみよう：人
ひとびと

々がこの戒
いまし

めに従
したが

うこ
とを選

えら

ぶのを、サタンはなぜいやがるの
でしょうか？多

おお

くの人
ひと

たちが、神
かみさま

様の特
とくべつ

別
な安

あんそくにち

息日について知
し

らないというのは、と
ても悲

かな

しいことですね。

火
か よ う び

曜日

イエス様
さま

も、安
あんそくにち

息日を聖
せい

なる日
ひ

とし
て守

まも
られたことを、あなたは知

し
っ

ていましたか？ルカによる福
ふくいんしょ
音書４章

しょう
の

16 節
せつ

を読
よ

んで、イエス様
さま

が安
あんそくにち

息日のたび

に何
なに

をなさったか調
しら

べ
てください。一

いっしょう
生の間

あいだ
、

イエス様
さま

は、安
あんそくにち

息日が
人
ひと

のための特
とくべつ

別なおく
りものとしてつくられた
ことを、人

ひとびと
々に示

しめ
しま

した。マルコによる福
ふくいんしょ
音書２章

しょう
の27 節

せつ
を

読
よ

んでください。イエス様
さま

は、安
あんそくにち

息日に、
人
ひとびと

々を助
たす

けて幸
しあわ

せにしたいと思
おも

っていま
した。弟

で し
子たちも、イエス様

さま
のおかげで、

安
あんそくにち

息日が好
す

きになりました。ルカによる
福
ふくいんしょ
音書 23章

しょう
の56節

せつ
を読

よ
んでください。

サタンは、イエス様
さま

のしていることがき
らいでした。パロのように、人

ひとびと

々を奴
ど れ い

隷に
したかったのです。

イエス様
さま

は、サタンのみじめな奴
ど れ い

隷に
なっている私

わたし

たちを自
じ ゆ う

由の身
み

にするため、
けんめいに働

はたら

かれました。十
じっかい

戒のひとつ
を、いちどでもイエス様

さま

に破
やぶ

らせることが
できたら、私

わたし

たちみんなが滅
ほろ

びてしまうこ
とを、サタンは知

し

っていました。しかしイ
エス様

さま

は、ただのいちども、サタンに負
ま

けることはありませんでした。

私
わたし

たちをサタンから守
まも

るために、イエ
ス様

さま

がどれほど働
はたら

き、また苦
くる

しまれたか、
私
わたし

たちには決
けっ

して分
わ

からないでしょう。い
ちどサタンが、イエス様

さま

をはげしく誘
ゆうわく

惑し
たことがありました。あまりにはげしかっ
たので、汗

あせ

といっしょに血
ち

がふき出
だ

してき
たほどでした。

イエス様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分から進
すす

んで、私
わたし

た
ちのために死

し

んでくださいました。私
わたし

たち
みんなの罪

つみ

を、自
じ ぶ ん

分の罪
つみ

であるかのよう
に背

せ お

負ったために、彼
かれ

は死
し

んでしまったの



4

です。彼
かれ

の死
し

は、他
ほか

に
どんなことをしてくれ
たのでしょう？ローマ
人
ひと

への手
てが み

紙６章
しょう

23節
せつ

を読
よ

んでください。彼
かれ

が死
し

なれたのは、私
わたし

たちが、創
そうぞう

造されたときのアダムとエバの
ようにつくり変

か

えられるためでした。

イエス様
さま

は、金
き ん よ う び

曜日の午
ご ご

後、日
ひ

が沈
しず

む
前
まえ

に死
し

なれました。十
じ ゅ う じ か

字架の上
うえ

で、彼
かれ

は
最
さ い ご

後の力
ちから

をふりしぼって、「終
お

わった」と
叫
さけ

びました。この地
ちじょう

上での働
はたら

きを、終
お

え
られたのでした。ヨハネ17：４。

日
ひ

が沈
しず

む前
まえ

に、彼
かれ

のなきがら〔死
し

んだ
からだ〕は、墓

はか

に入
い

れられました。働
はたら

き
を終

お

えられたイエス様
さま

は、創
そうぞう

造のわざを
終
お

えられたときのよ
うに、 安

あんそくにち

息日に休
やす

ま
れました。それ から
日
に ち よ う び

曜日に、よみがえら
れて、次

つぎ

の働
はたら

きを始
はじ

められたのです。 彼
かれ

は最
さ い ご

後まで、神
かみさま

様の律
りっぽう

法を完
かんぜん

全に守
まも

りま
した。サタンの負

ま

けです。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がしてくださった
ことを思

おも

うとき、彼
かれ

とその戒
いまし

めを、これま
でよりももっと愛

あい

するようになるのではな
いでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

アダムとエバが、子
こひつじ

羊を犠
ぎ せ い

牲にささ
げるようになってから、神

かみ
の民

たみ
は、

メシヤ〔救
すく

い主
ぬし

〕がこられるのを待
ま

ってい

ました。彼
かれ

らをサタンから救
すく

うためにこら
れ、死

し
んでくださると、神

かみさま
様が約

やくそく
束してお

られたお方
かた

がメシヤでした。

メシヤであられたイエス様
さま

は、すべての
人
ひと

を幸
しあわ

せにしたいと思
おも

っていました。彼
かれ

ら
が幸

こうふく

福になるただひとつの道
みち

は、十
じっかい

戒に
従
したが

うことであることを、彼
かれ

はごぞんじでし
た。しかし、ほとんどの場

ば あ い

合、民
たみ

は律
りっぽう

法
に従

したが

わなかったために、不
ふ こ う

幸な目
め

にばか
りあっていました。

神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

を祝
しゅくふく

福したかった
のですが、彼

かれ

らがそれをさせませんでし
た。来

く

る日
ひ

もくる日
ひ

も、子
こひつじ

羊をささげてい
たのに、神

かみ

の子
こひつじ

羊であられるイエス様
さま

が、
彼
かれ

らを罪
つみ

とサタンから自
じ ゆ う

由の身
み

にするため
に死

し

んでくださるという大
たいせつ

切な教
きょうくん

訓を、忘
わす

れてしまっていたのです。彼
かれ

らはただ、メ
シヤが強

つよ

い軍
ぐんたい

隊を引
ひ

きつれて来
き

て、敵
てき

を
やっつけてくれるとばかり思

おも

っていました。

イエス様
さま

がおいでになったころ、イス
ラエルの人

ひと

たちは、ユダヤ人
じん

（ユダ族
ぞく

の
人
ひと

たち）と呼
よ

ばれていました。イエス様
さま

の母
ははおや

親のマリヤはユダヤ人
じん

であったので、
イエス様

さま

もユダヤ人
じん

として生
う

まれました。
ところがイエス様

さま

は、ユダヤ人
じん

が期
き た い

待し
ていたようなメシヤではなかったので、ほ
とんどの人

ひと

が、彼
かれ

を信
しん

じようとしませんで
した。

イエス様
さま

が死
し

んで、よみがえられた後
あと

で、多
おお

くの人
ひと

が彼
かれ

を信
しん

じるようになりまし
た。最

さいしょ

初に彼
かれ

を信
しん

じたのは、ユダヤ人
じん

で
したが、いつしか、ユダヤ人

じん

もそうでな
い人

ひと

も、キリストを信
しん

じるすべての人
ひと

は、
クリスチャンと呼

よ

ばれるようになりました。
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彼
かれ

らはみな、安
あんそくにち

息日をきよく守
まも

っていまし
た。

今
こんにち

日、 ほとんど のクリス チャン は、
安
あんそくにち

息日（土
ど よ う び

曜日）をきよく守
まも

っています
か？今

こんにち

日、多
おお

くのクリスチャンは、日
に ち よ う び

曜日
が礼

れいはい

拝の日
ひ

であると言
い

っています。イエ
ス様

さま

が、日
に ち よ う び

曜日に墓
はか

からよみがえられた
からだと言

い

うのです。けれどもイエス様
さま

は、安
あんそくにち

息日に墓
はか

の中
なか

で休
やす

まれ、日
に ち よ う び

曜日に
よみがえられて、ふたたび働

はたら

きを開
か い し

始さ
れたのでした。また彼

かれ

に従
したが

った人
ひと

たちは、
復
ふっかつ

活の後
のち

も、安
あんそくにち

息日を守
まも

り続
つづ

けました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様が、十
じっかい

戒を変
か

えた
ことがありましたか？ただの一

い ち ど

度もありま
せん。ほとんどのクリスチャンが日

に ち よ う び

曜日を
守
まも

っている、ほんとうの理
り ゆ う

由は何
なに

ですか？
そのことについては、明

あ す

日のところで勉
べんきょう

強
しましょう。

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

が私
わたし

たちの世
せ か い

界に来
こ

られ
たころ、ユダヤ人

じん
は、ローマとい

うよその国
くに

に支
し は い

配されていました。ローマ
人
じん

をきらっていたユダヤ人
じん

は、よく彼
かれ

らと
さわぎを起

お
こしたので、ローマ人

じん

もユダヤ
人
じん

がきらいでした。ローマ人
じん

たちは、クリ
スチャンのことを、ユダヤ人

じん

と同
おな

じに考
かんが

え
ていたので、クリスチャンの人

ひと
たちにもひ

どいことをしました。

ローマ人
じん

は異
い き ょ う と

教徒〔偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をする
人
ひと

〕で、多
おお

くの神
かみがみ

々を拝
おが

んでいました。イ
エス様

さま

のよみがえりから 240 年
ねん

くらいたっ
たころ、太

たいようしん

陽神〔太
たいよう

陽を神
かみ

としたもの〕

がいちばん大
たいせつ

切な神
かみ

と
して、拝

おが

まれるように
なりました。それから、
太
たいよう

陽の日
ひ

である日
にちようび

曜日
が、この太

たいよう

陽の神
かみ

を
礼
れいはい

拝する特
とくべつ

別な日
ひ

となったのでした。

あるとき、ローマの支
し は い し ゃ

配者であったコン
スタンティヌスという人

ひと

が、自
じ ぶ ん

分はクリス
チャンになったと宣

せんげん

言しました。しかし彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分はクリスチャンであると言
い

いなが
ら、なおも太

たいよう

陽を拝
おが

んでいたのです。

ついに彼
かれ

は、クリスチャンは安
あんそくにち

息日に
礼
れいはい

拝をしてもよいという法
ほうりつ

律〔国
くに

の規
き そ く

則〕
を作

つく

りましたが、その日
ひ

は悲
かな

しみと断
だんじき

食
〔何

なに

も食
た

べないこと〕の日
ひ

であるとしまし
た。反

はんたい

対に日
に ち よ う び

曜日を、クリスチャンにとっ
ても異

い き ょ う と

教徒にとっても、楽
たの

しい祝
いわ

いの日
ひ

に
してしまいました。

それから、何
なに

が起
お

こったと思
おも

いますか？
少
すこ

しずつ、多
おお

くのクリスチャンが、神
かみさま

様の
安
あんそくにち

息日を忘
わす

れるようになり、異
いきょう

教の祝
しゅくじつ

日で
ある日

に ち よ う び

曜日を守
まも

るようになりました。ユダ
ヤ人

じん

のように見
み

られることを嫌
きら

っていた多
おお

くのクリスチャンは、礼
れ い は い び

拝日を変
か

えれば、
ユダヤ人

じん

呼
よ

ばわりされることもなくなるだ
ろうと考

かんが

えたのでした。

そ れ で も、 神
かみさま

様とそ の
律
りっぽう

法に従
したが

い続
つづ

けた、わずか
ばかりのクリスチャンもいま
した。神

かみさま

様は、そのような
忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たちを、どれほど
喜
よろこ

ばれたことでしょう。

考
かんが

えてみよう：いつの時
じ だ い

代にも、神
かみさま

様に
従
したが

い、安
あんそくにち

息日をきよく守
まも

ってきた人
ひと

たちが
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いました。あなたは、彼
かれ

らのようになるこ
とを選

えら

んでいますか？

金
き ん よ う び

曜日

だれか特
とくべつ

別な人
ひと

がたずねてくるとい
うのは、とても楽

たの
しみなことです

ね。そんなとき、あなたの家
か ぞ く

族は、準
じゅんび

備
のために何

なに
をしますか？いつもより、家

いえ
の

中
なか

と外
そと

をきれいにしますか？特
とくべつ

別な食
しょくじ

事
をつくる、お母

かあ
さんのお手

て つ だ
伝いをします

か？きっと、ふだんよりもいい服
ふく

を着
き

て、
その特

とくべつ
別な人

ひと
のために、何

なに
か特

とくべつ
別な計

けいかく
画

をたてるのではないでしょうか？

私
わたし

たちは、そのようにして安
あんそくにち

息日の備
そな

え
をし、その日

ひ

をむかえるべきです。イエ
ス様

さま

といっしょに過
す

ごす、特
とくべつ

別な日
ひ

なので
すから。

金
き ん よ う び

曜日の夕
ゆ う ひ

日が沈
しず

むそのときから、イエ
ス様

さま

は私
わたし

たちと特
とくべつ

別な時
じ か ん

間を過
す

ごしたいと
望
のぞ

んでおられます。私
わたし

たちも、アダムとエ
バのように、賛

さ ん び

美の歌
うた

をうたうことによって、
みことばを聞

き

いたり読
よ

んだりすることによっ
て、また祈

いの

りのうちに語
かた

ることによって、イ
エス様

さま

をむかえることができます。

安
あんそくにち

息日の朝
あさ

は、あなたが目
め

を覚
さ

ますずっ
と前

まえ

から、この日
ひ

を最
さいこう

高の日
ひ

とするために、
天
て ん し

使たちが、せっせと用
よ う い

意をしてくれてい
ます。あなたが早

はや

くから起
お

きて、遅
おく

れずに
教
きょうかい

会に行
い

ってほしいと思
おも

っているのです。

神
かみ

の家
いえ

である教
きょうかい

会に入
はい

るとき、あなたも
天
て ん し

使たちのように、うやうやしい態
た い ど

度をとっ
ていますか？

安
あんそくにち

息日の午
ご ご

後は、イエス様
さま

や家
か ぞ く

族の人
ひと

たちといっしょに、何
なに

か楽
たの

しいことをして
過
す

ごしていますか？安
あんそくにち

息日の午
ご ご

後にできる
特
とくべつ

別なことを、書
か

き出
だ

してみましょう。下
した

に、
その例

れい

をいくつかあげてみます：
■教

きょうかい

会の人
ひと

たちを、家
か ぞ く

族ごとに、食
しょくじ

事に
招
しょうたい

待する。

■自
し ぜ ん

然の中
なか

を散
さ ん ぽ

歩する。

■ひとり暮
ぐ

らしの人
ひと

や、病
びょうき

気の人
ひと

をたずねる。

■近
きんじょ

所の子
こ ど も

供たちに、聖
せいしょ

書のお話
はなし

を聞
き

かせる。

■絵
え

のついた、暗
あんしょうせいく

唱聖句のカードをつくる。

■安
あんそくにちがっこう

息日学校に来
き

ていなかったお友
とも

だち
に、手

て が み

紙を書
か

く。

考
かんが

えてみよう：安
あんそくにち

息日は、十
じっかい

戒のまん中
なか

〔中
ちゅうしん

心〕にある戒
いまし

めですが、エデンの園
その

の
まん中

なか

には何
なに

がありましたか？創
そうせいき

世記２章
しょう

の９節
せつ

を読
よ

んでください。イエス様
さま

がふた
たび来

こ

られる前
まえ

に、ちょうどアダムとエバ
が、園

その

にある二
に ほ ん

本の木
き

のどちらかを選
えら

ば
なければならなかったように、一

ひ と り

人ひとり
が、神

かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

うか従
したが

わないかを選
えら

ばなくてはいけなくなります。安
あんそくにち

息日をき
よく守

まも

ることは、天
てん

の神
かみさま

様に従
したが

うことを選
えら

んでいることの「しるし」となるでしょう。
エゼキエル20：20。

もっと学
まな

ぼう！
★出

しゅつ

エジプト記
き

20：8-11；

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.358-359

★あがないの歴
れ き し

史 p.174-175

★各
かくじだい

時代の大
だいそうとう

争闘 p.151-185

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 p.360-373

★あがないの歴
れ き し

史 p.102-105
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ポールとお母
かあ

さんは古
ふる

い長
な が や

屋に住
す

ん
でいて、そこは、他

ほか
にもたくさん

の人
ひと

がいました。ポールのお父
とう

さんは亡
な

くなってしまい、お母
かあ

さんは、毎
まいにち

日けんめ
いに働

はたら
いて、食

た
べ物

もの
を買

か
い、家

や ち ん
賃〔部

へ や
屋

の借
か

り賃
ちん

〕を払
はら

うためのお金
かね

をかせいでいました。ポールも、
何
なに

か仕
しごと

事をして、お母
かあ

さんを助
たす

けたいと思
おも

っていましたが、彼
かれ

は、足
あし

が不
ふ じ ゆ う

自由だったのです。
生
う

まれてから、いちども歩
ある

いた
ことがありませんでした。

ある寒
さむ

い、雨
あめ

のふる日
ひ

、ポー
ルはいすにすわって、部

へ や

屋にひ
とつしかない窓

まど

から外
そと

をながめていまし
た。窓

まど

から見
み

えるのは、となりにある高
たか

い
建
たてもの

物の壁
かべ

だけです。ポールの住
す

んでいた
長
な が や

屋とその建
たてもの

物の間
あいだ

には、緑
みどり

の草
くさ

も、木
き

も、
花
はな

もありませんでした。そこには、ゴミと
古
ふる

い箱
はこ

がつまれた、せまい裏
うらどお

通りがありま
した。

とつぜん、風
かぜ

が強
つよ

くなり、雨
あめ

が窓
まど

をは
げしく打

う

ちつけたので、ポールは外
そと

を見
み

る
ことができなくなりました。窓

まど

のそばの壁
かべ

は、しっくいがはがれ落
お

ちて、その下
した

に
ある板

いた

が見
み

えていました。その板
いた

は雨
あめ

で
ぬれてくるし、まどのすき間

ま

からも、水
みず

が
入
はい

ってきました。

ポールはとてもさびしく、みじめな気
き も ち

持

になりました。目
め

には涙
なみだ

があふれてきまし
た。「ぼくはだめな人

にんげん

間だ」と、ひとりご
とを言

い

いました。「ぼくみたいな役
や く た

立たず
は、他

ほか

にいないはずだ。ぼくなんか、生
う

まれてこなければよかったのではないだ
ろうか」。でもすぐに、お母

かあ

さ
んのことが頭

あたま

にうかび、そのよ
うに考

かんが

えるのはやめました。お
母
かあ

さんは、仕
し ご と

事から帰
かえ

ってきて
ポールの顔

かお

を見
み

ると、いつで
も喜

よろこ

びの笑
え が お

顔を浮
う

かべ、彼
かれ

を強
つよ

くだきしめてくれるので
す。

強
つよ

い風
かぜ

で、窓
まど

がガタガタ鳴
な

り、となりの部
へ や

屋では、ブラ
インドもカタカタ音

おと

を立
た

ててい
ます。しばらく嵐

あらし

を見
み

ていたポールは怖
こわ

くなり、目
め

をそらそうとしました。しかし
すぐに、また彼

かれ

の目
め

は、外
そと

の何
なに

かにくぎ
づけになりました。窓

まどだい

台のはしに、何
なに

か
がいます。小

ちい

さな鳥
とり

のように見
み

えます。そ
う、それはまぎれもなく、一

い ち わ

羽の鳥
とり

でした。
窓
まど

のたなに、しがみついていたのです。

ポールは、「まあ、かわいそうな小
こ と り

鳥さ
ん、ぼくが助

たす

けてあげるからね」と話
はな

しか
けました。それから窓

まど

をあけ、そっと手
て

を
伸
の

ばしました。つっかい棒
ぼう

がないと、窓
まど

はすぐに落
お

ちてきて、閉
と

じてしまいます。
その窓

まど

が、彼
かれ

の肩
かた

に重
おも

くのしかかります。

お話しひろば

ポールのカナリア　―パート１
エイミー・シェラード
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ポールは肩
かた

の痛
いた

みをこらえながら、夢
むちゅう

中
で小

こ と り

鳥を救
きゅうしゅつ

出しようとしました。

はじめ、小
こ と り

鳥は吹
ふ

き飛
と

ばされそうになっ
ていましたが、風

か ざ む

向きが変
か

わり、風
かぜ

に押
お

されて、家
いえ

の中
なか

に飛
と

びこんできました。窓
まど

を閉
し

めるとすぐに、ポールはずぶぬれに
なった小

こ と り

鳥をひろいあげ、その羽
はね

を優
やさ

し
くふいてあげました。小

こ と り

鳥は、しばらく手
て

の中
なか

でじっと横
よこ

たわっていました。息
いき

もし
ていないように見

み

えました。それからゆっ
くりと起

お

きあがりましたが、寒
さむ

さでぶるぶ
る震

ふる

えていました。そこでポールは、まず
毛
も う ふ

布で自
じ ぶ ん じ し ん

分自身をくるみ、小
こ と り

鳥を毛
も う ふ

布の
中
なか

で抱
だ

いてあげました。暖
あたた

かい腕
うで

と毛
も う ふ

布
の中

なか

で、小
こ と り

鳥はすぐに眠
ねむ

ってしまいまし
た。すやすや眠

ねむ

っている小
こ と り

鳥を見
み

ている
と、ポールはとても幸

しあわ

せな気
き も

持ちになりま
した。そしてしばらくすると、彼

かれ

も眠
ねむ

って
しまったのでした。

（続
つづ

く）
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

のすばらしい十
じっかい

戒の最
さ い ご

後の六
むっ

つは、どのようにして、自
じぶん

分を愛
あい

するように他
ほか

の人
ひと

たちを愛
あい

するかが、述
の

べ
られています。

出
しゅつ

エジプト記
き

20 章
しょう

12 節
せつ

の、第
だいごじょう

五条
から始

はじ

めましょう。何
なん

と書
か

かれていますか？

両
りょうしん

親〔父
ちち

と母
はは

〕を敬
うやま

うとは、どういう
意
い み

味だと思
おも

いますか？お父
とう

さんとお母
かあ

さん
に「愛

あい

しています」と
言
い

ったり、贈
おく

り物
もの

をあげ
たりするよりも、もっと
深
ふか

い意
い み

味がありますか？
あなたはどう思

おも

います
か？

両
りょうしん

親を敬
うやま

うとは、彼
かれ

ら
を愛

あい

し、彼
かれ

らに従
したが

うこと
を意

い み

味します。両
りょうしん

親を愛
あい

し、彼
かれ

らに従
したが

うこ
とを学

まな

ぶにつれて、神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に
従
したが

うことを、私
わたし

たちは学
まな

ぶのです。ならば、
それはとても大

たいせつ

切なことではないでしょう

か？もちろん大
たいせつ

切です。愛
あい

の神
かみさま

様とその
律
りっぽう

法に従
したが

うことを学
まな

ばなければ、私
わたし

たち
は、サタンの言

い

いなりになるしかありませ
んよね。

あなたは、すぐに従
したが

うことを学
まな

んでいる
でしょうか？あなたは思

おも

いやりがあって、
役
やく

に立
た

つ子
こ ど も

供でしょうか？もしそうであれ
ば、あなたは両

りょうしん

親を敬
うやま

っています。

おじいさんとおばあさんに対
たい

しては、ど
うでしょうか？彼

かれ

らを敬
うやま

うことも、この戒
いまし

め
を守

まも

ることになります。私
わたし

たちがおじいさ
んとおばあさんを愛

あい

し、思
おも

いやり
を示

しめ

すなら、彼
かれ

らはとても喜
よろこ

んで
くれるはずです。おじいさんとお
ばあさんを敬

うやま

う方
ほうほう

法に、どのよう
なものがありますか？

天
てん

の神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分の父
ちち

であるこ
とを知

し

ったとき、イエス様
さま

はま
だ 12 歳

さい

でした。その時
とき

、もうヨ
セフとマリヤに従

したが

う必
ひつよう

要はないと決
き

めたの
でしょうか？いいえ。

30 歳
さい

になったとき、イエス様
さま

は両
りょうしん

親の
家
いえ

を去
さ

り、ある特
とくべつ

別な働
はたら

きを始
はじ

められまし
た。そもそも彼

かれ

は、その働
はたら

きをするために、

自
じ ぶ ん い が い

分以外の人
ひと

をどうやって愛
あい

するか

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

がこのようにわたしたちを愛
あい

して下
くだ

さったのであるから、

わたしたちも互
たがい

に愛
あい

し合
あ

うべきである」。―Ⅰヨハネ４：11

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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この 世
せ か い

界 に
来
こ

られたので
した。しかし
その時

とき

まで、
イエス様

さま

はど
こで、何

なに

をし
ておられたの
でしょうか？
ルカによる

福
ふくいんしょ

音書２章
しょう

の51 節
せつ

を読
よ

んでください。

十
じ ゅ う じ か

字架の上
うえ

で今
いま

にも死
し

のうとしておられ
た時

とき

でも、イエス様
さま

は、お母
かあ

さんのこと
を考

かんが

えておられました。ヨハネ19：26，
27。両

りょうしん

親を敬
うやま

いなさいとの戒
いまし

めに、イエ
ス様

さま

は最
さ い ご

後まで従
したが

ったのでした。私
わたし

たち
のために、すばらしい模

も は ん

範を残
のこ

されました
ね。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様もサタンも、両
りょうしん

親に
従
したが

えば、私
わたし

たちも彼
かれ

らも幸
しあわ

せになることを
知
し

っています。私
わたし

たちがめそめそしたり、
いじけたり、ぶつぶつ言

い

ったりするのは、
父
ちち

と母
はは

を敬
うやま

うことになるでしょうか？口
くち

ごた
えをしたり、すぐに言

い

うことを聞
き

かなかっ
たりするのはどうでしょう？この大

だ い じ

事な戒
いまし

めに、もっとよく従
したが

えるようになるために、
あなたができることを考

かんが

えてみましょう。

月
げ つ よ う び

曜日

第
だ い

六
ろく

の戒
いまし

めに従
したが

わないとはどういう
ことか、想

そうぞう
像することができます

か？出
しゅつ
エジプト20：３。他

ほか
の人

ひと
を殺

ころ
す人

ひと

たちが、本
ほんとう

当にいるのでしょうか？残
ざんねん

念な
がら、私

わたし
たちの世

せ か い
界には、人

ひとごろ
殺しをする

人
ひと

たちが多
おお

くいて、それはとても悲
かな

しいこ
とですね。ニュースで、戦

せんそう
争や殺

さつじん
人のこと

が取
と

りあげられない日
ひ

はありません。

中
なか

には、自
じ ぶ ん

分で自
じ ぶ ん

分を殺
ころ

す人
ひと

たちもい
ます。自

じ さ つ

殺といいますが、それは、銃
じゅう

や
毒
どくぶつ

物を使
つか

って行
おこ

なうものだけではありま
せん。お酒

さけ

を飲
の

んだり、たばこを吸
す

った
り、あるいは体

からだ

によくない物
もの

をこのんで食
た

べるといった悪
わる

い習
しゅうかん

慣によって、ゆっくり
自
じ ぶ ん じ し ん

分自身を殺
ころ

すこともできるのです。人
ひとびと

々
にこの戒

いまし

めを破
やぶ

らせようと、サタンはでき
るかぎりのことをしています。

たたかいや殺
ころ

し合
あ

いのビデオゲームや
おもちゃ、またはまんがの本

ほん

などはどうで
しょう？このようなものでイエス様

さま

が遊
あそ

ん
でいるのを、想

そうぞう

像することができますか？
イエス様

さま

だったら、おもちゃの銃
じゅう

をつくっ
たり、それで遊

あそ

んだりすると思
おも

いますか？
おもちゃの銃

じゅう

や、あるいは自
じ ぶ ん

分の人
ひと

さし指
ゆび

を人
ひと

に向
む

けて、うつまねをすると思
おも

います
か？

カインとアベルの物
ものがたり

語を覚
おぼ

えています
か？カインは、どんな気

き も

持ちになったので
しょう？創

そうせいき

世記４：５。憎
にく

しみや怒
いか

りは、
殺
さつじん

人となにか関
かんけい

係がありますか？ヨハネ
第
だいいち

一の手
て が み

紙３章
しょう

の15 節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。

つまり、私
わたし

たち が 誰
だれ

か
を お こっ た
り嫌

きら

ったりし
ているとした
ら、 そ れ は
第
だいろく

六 の 戒
いまし

め

憎
にく

しみ

怒
いか

り
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を破
やぶ

っていることになるのでしょうか？だと
したら、それは大

たいへん

変なことですね。自
じ ぶ ん

分
はいい人

にんげん

間だと言
い

いながら、イエス様
さま

を
憎
にく

み、彼
かれ

を殺
ころ

そうとたくらんでいる人
ひと

たち
に向

む

かって、彼
かれ

らは誰
だれ

の子
こ ど も

供であるとイ
エス様

さま

は言
い

われましたか？ヨハネによる
福
ふくいんしょ

音書８章
しょう

の37 節
せつ

と44 節
せつ

を読
よ

んでくだ
さい。

考
かんが

えてみよう：第
だいろく

六の戒
いまし

めは、思
おも

ってい
たよりも深

ふか

い意
い み

味がありますか？あなたは
それに従

したが

いたいですか？あなたは、他
ほか

の
子
こ ど も

供たちの模
も は ん

範〔見
み な ら

習うべき手
て ほ ん

本〕にな
れますか？そのようになろうと努

どりょく

力するな
ら、イエス様

さま

が喜
よろこ

んで助
たす

けてくださいます。

火
か よ う び

曜日

出
し ゅ つ

エ ジ プ ト

記
き
20 章

しょう
の

14 節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。この戒

いまし
めは、お

父
とう

さんとお母
かあ

さんが、
幸
しあわ

せな家
か て い

庭をつくる
手
て だ す

助けをしてくれます。この戒
いまし

めは、子
こ ど も

供
たちが幸

しあわ
せになる手

てだす
助けもしてくれます。

この戒
いまし

めを破
やぶ

らせることができれば、私
わたし

たちが不
ふ こ う

幸になることを、サタンはよく
知
し

っていて、彼
かれ

は私
わたし

たちを誘
ゆうわく

惑する機
き か い

会
をうかがっています。

男
おとこ

の子
こ

と女
おんな

の子
こ

をかってにくっつけて、
恋
こいびと

人どうしにしてしまい、その人
ひと

たちをか
らかうといういたずらを、見

み

たり聞
き

いたり
したことがありますか？そのようないたず
らは、とてもばかげていて、よくないもの

です。それは、私
わたし

たちが大
おお

きくなって、ちょ
うどいい時

とき

に、神
かみさま

様が与
あた

えようとしておら
れる幸

こうふく

福な家
か て い

庭を、だいなしにする危
き け ん

険
があるのです。

サタンは、私
わたし

たちにこの戒
いまし

めを破
やぶ

らせ
ようとして、いろんな悪

わる

いことを見
み

たり聞
き

いたりさせようとしています。しかしイエ
ス様

さま

は、心
こころ

をきれいに保
たも

つために必
ひつよう

要な
勇
ゆ う き

気と力
ちから

を、私
わたし

たちに与
あた

えようとしておら
れるのです。

考
かんが

えてみよう：つつしみ深
ぶか

い服
ふくそう

装や行
こうどう

動
は、私

わたし

たちがこの大
だ い じ

事な戒
いまし

めを守
まも

る手
て だ す

助
けをしてくれると思

おも

いますか？ならば、男
おとこ

の子
こ

と女
おんな

の子
こ

をかってにカップルにして、
からかうのはやめよう、または自

じ ぶ ん

分がから
かわれても、気

き

にするのはやめようと、今
いま

すぐ決
けっしん

心してはどうでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

ある戒
いまし

めはとても短
みじか

くても、
じっさいは多

おお
くを語

かた
って

いることが、分
わ

かってきましたね。
八
はちばんめ

番目の戒
いまし

めは何
なん

ですか。出
しゅつ
エジプト

20：15。

もちろん、どろぼうや強
ごうとう

盗がどういう人
ひと

たちかは、だれでも知
し

っていますね。ふ
だん私

わたし

たちは、彼
かれ

らがやるようなことを、
自
じ ぶ ん

分は絶
ぜったい

対にやらないと考
かんが

えています。
かえって私

わたし

たちは、そのような悪
わる

い人
ひと

たち
をとりしまる法

ほうりつ

律があり、警
けいさつかん

察官がいるこ
とを感

かんしゃ

謝していますよね。

盗
ぬす

むとは、どういうことですか？自
じ ぶ ん

分の
ではない何

なに

かを、勝
か っ て

手にとることではな
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いでしょうか？

ふだん私
わたし

たちが
考
かんが

えていることと
は違

ちが

う種
しゅるい

類の、盗
ぬす

みというものがありますか？クッキーをつ
まみ食

く

いするのは、盗
ぬす

みでしょうか？何
なに

か
を借

か

りて、返
かえ

さないのも、盗
ぬす

むのと同
おな

じで
はないでしょうか？

多
おお

くの忙
いそが

しい人
ひと

にとって、時
じ か ん

間というの
は、とても大

たいせつ

切なものです。いつも時
じ か ん

間
に遅

おく

れて、きちんと時
じ か ん

間を守
まも

る人
ひと

たちを
待
ま

たせるのは、彼
かれ

らの時
じ か ん

間を盗
ぬす

んでい
ることにならないでしょうか？
安
あんそくにち

息日はどうでしょ
う？安

あんそくにち

息日は、 神
かみさま

様
の 特

とくべつ

別 な 時
じ か ん

間 で す。
神
かみさま

様の時
じ か ん

間のまちがっ
た過

す

ごし方
かた

も、盗
ぬす

みでは
ないでしょうか？

サタンは、 神
かみさま

様 から
この世

せ か い

界を盗
ぬす

もうとしま
したが、 そ れでも、こ
の世

せ か い

界とその中
なか

のすべて
は、神

かみさま

様のものです。詩
しへん

篇

50：10－12。私
わたし

たちがもうけるお金
かね

や
物
もの

のうち、十
じゅうぶん

分の一
いち

はご自
じ ぶ ん

分のものである
と、神

かみさま

様は言
い

われました。私
わたし

たちがもうけ
るお金

かね

や物
もの

は、すべて神
かみさま

様が与
あた

えてくだ
さるのですが、そのうちの十

じゅうぶん

分の一
いち

までも
自
じ ぶ ん

分のために使
つか

うならば、それは何
なに

をして
いることであると、神

かみさま

様は言
い

われますか？
マラキ書

しょ

３章
しょう

の８節
せつ

を読
よ

んでください。

ほとんどの人
ひと

は、神
かみさま

様から盗
ぬす

んでも、
そのことに気

き

づいていません。またそうす

ることによって、ど
れほどの祝

しゅくふく

福をの
がしているかも分

わ

か って い ま せ ん。
９節

せつ

と10 節
せつ

を読
よ

んで
ください。

考
かんが

えてみよう：これからは、ずっと正
しょうじき

直に、
また誠

せいじつ

実〔正
ただ

しく真
しんじつ

実であること〕に生
い

き
ることを決

けっしん

心するなら、あなたの人
じんせい

生はど
のように変

か

わると思
おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

まず、９番
ばんめ

目の戒
いまし

めを読
よ

んでくださ
い。出

しゅつ
エジプト20：16。

偽
ぎしょう

証するというのは、うそをつくのと
同
おな

じことです。しかし、「隣
りんじん

人について」
とは、どういう意

い み

味でしょう？私
わたし

たちの
隣
りんじん

人とは、だれのことでしょう？となり
近
きんじょ

所に住
す

んでいる人
ひと

たちだけが、私
わたし

たちの隣
りんじん

人なのでしょうか？ある日
ひ

、
ひとりの律

りっぽうがくしゃ

法学者が、わたしの隣
りんじん

人とは
誰
だれ

のことですか、とイエス様
さま

に尋
たず

ねました。
ルカ10：25－29。

その時
とき

、イエス様
さま

は、世
せかいじゅう

界中のすべて
の人

ひと

が、ひとつの大
おお

きな家
か ぞ く

族であること
を教

おし

えてくれる、ある物
ものがたり

語をお話
はな

しになり
ました。30 節

せつ

から37 節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。私

わたし

たちは、だれもがお互
たが

いを必
ひつよう

要と
していて、助

たす

けを必
ひつよう

要としている人
ひと

はだれ
でも、私

わたし

たちの隣
りんじん

人なのです。ですから
私
わたし

たちは、お互
たが

いに、相
あ い て

手のことを気
き

に
かける必

ひつよう

要があります。そうすれば、私
わたし

た
ちみんなが、親

しんせつ

切で頼
たよ

りになる人
ひと

になる
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はずです。人
ひと

に
対
たい

して、うそを
つかなくなりま
す。どんなごま
かしも、決

けっ

して
しなくなります。
イエス様

さま

のお話
はなし

の 中
なか

で、 神
かみさま

様
の律

りっぽう

法を守
まも

って
いるふりをしてい
た人

ひと

たちは、他
ほか

の人
ひと

を自
じ ぶ ん

分のように愛
あい

し
ていませんでした。ふりをするというのも、
うそをつくようなものです。

うそをつくのにも、いろいろな方
ほうほう

法があ
りますね。では、大

おお

きな
うそとか、小

ちい

さなうそと
かは、あるのでしょうか？
小
ちい

さいうそなら、神
かみさま

様は
気
き

になさならないでしょ
うか？これらの質

しつもん

問の正
ただ

しい答
こた

えは何
なに

か、イエ
ス様

さま

に尋
たず

ねてみてくださ
い。右

みぎ

のわくの中
なか

に、考
かんが

えるべき質
しつもん

問を、

いくつかのせました。

考
かんが

えてみよう：サタンが、天
てんごく

国とこの
世
せ か い

界で、あらゆる問
もんだい

題や不
ふ こ う

幸をひき起
おこ

し
たとき、すべてはうそから始

はじ

まりました。
イエス様

さま

が私
わたし

たちを天
てんごく

国へ連
つ

れていって、
この世

せ か い

界を新
あたら

しくつくり変
か

えるとき、そこ
にはうそをつく人

ひと

がひとりでもいますか？
イエス様

さま

が私
わたし

たちに、いつでも本
ほんとう

当のこ
とを言

い

うように学
まな

ばせようとしておられる
理
り ゆ う

由が、この質
しつもん

問の答
こた

えに隠
かく

されていま
す。

金
き ん よ う び

曜日

十
じ ゅ う

番
ばんめ

目の戒
いまし

めを読
よ

んでみましょう？
出
しゅつ
エジプト20：17。

十
じっかい

戒の第
だい

９条
じょう

下
した

のあいているところに、「はい」

か「いいえ」かを書
か

きなさい：

小
ちい

さなうそは、この戒
いまし

めを破
やぶ

っ

ていることになりますか？

何
なに

も言
い

わなくても、うそをつくこ

とはできますか？

どうやって？いくつかの方
ほうほう

法を考
かんが

えてみましょう。

テストでカンニングをすることは、

うそをつくことと同
おな

じですか？

なぜ？

いつも本
ほんとう

当のことを言
い

わない人
ひと

を、信
しんらい

頼することができますか？

いつも本
ほんとう

当のことを言
い

う人
ひと

を、あ

なたは好
す

きになれますか？　　　

あなたは、いつも本
ほんとう

当のことを言
い

う人
ひと

になりたいですか？
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むさぼるとは、どういう意
い み

味ですか？そ
れは、自

じ ぶ ん

分のものではない何
なに

かを、また
は私

わたし

たちにとってよくない何
なに

かを、かって
にほしがることです。そして、他

ほか

の戒
いまし

めに
ついても言

い

えることですが、むさぼりは、
心
こころ

の中
なか

で始
はじ

まります。

サタンが初
はじ

めて、神
かみさま

様についてうそを
つく前

まえ

に、彼
かれ

は神
かみさま

様の栄
えいこう

光と権
けんりょく

力につい
て考

かんが

え、それらのもの―特
とく

にイエス様
さま

の
栄
えいこう

光と権
けんりょく

力をほしがったのでした。彼
かれ

は、
イエス様

さま

と同
おな

じくらい偉
えら

くなりたかったの
です。そのことばかり考

かんが

えているうちに、
いろいろなうそを考

かんが

えついたのでした。

これは、心
こころ

の中
なか

で行
おこな

われるものなので、
むさぼる癖

くせ

をつけるのは、とても簡
かんたん

単なこ
とです。そのような癖

くせ

がつくと、持
も

ってい
ないものをいつも欲

ほ

しがるようになり、そ
ういった願

ねが

いがかなえば、自
じ ぶ ん

分は幸
しあわ

せに
なれると考

かんが

えてしまうのです。そうなると、
いつも他

た に ん

人をねたみ、うらやむようになり、
かえって不

ふしあわ

幸せになってしまいます。なぜ
なら、たとえ欲

ほ

しいものが手
て

に入
はい

ったとし
ても、決

けっ

して満
まんぞく

足はしないからです。もっ
とほかの何

なに

かが欲
ほ

しくなります。

ピリピ人
びと

への手
て が み

紙４章
しょう

11 節
せつ

とテモテ
第
だいいち

一の手
てが み

紙６章
しょう

８節
せつ

に、本
ほんとう

当に幸
しあわ

せにな
る秘

ひ け つ

訣〔とっておきの方
ほうほう

法〕が書
か

かれて
います。いつも満

まんぞく

足し、幸
しあわ

せでいられると
いうのは、すばらしいことではないでしょ
うか？

考
かんが

えてみよう：むさぼったことは、あり
ますか？友

とも

だちのようになりたくて、洋
ようふく

服
や、何

なに

か他
ほか

のものをねだったりしたことが
ありますか？他

ほか

の誰
だれ

かさんのように、もっ

と人
に ん き も の

気者に、もっ
と き れ い な 人

ひと

に、またはもっと
才
さいのう

能のある人
ひと

に
な れ たら、もっ
と幸

しあわ

せになれる
と、考

かんが

えたことが
ありますか？イエス様

さま

にすべてを任
まか

せて、
満
まんぞく

足してみてはどうでしょう？

もっと学
まな

ぼう！

★出エジプト記 20:12-17

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.359-361
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その日
ひ

、お母
かあ

さんが仕
しごと

事から帰
かえ

っ
てくると、ポールが毛

もうふ
布にくるまっ

て寝
ね

ていたので、びっくりしてしまいまし
た。お母

かあ
さんは、「ポール、気

き ぶ ん
分でも悪

わる

いの？」と心
しんぱい

配そうな声
こえ

でたずねながら、
彼
かれ

のところにかけよりました。

ポールは目
め

を覚
さ

まし、お母
かあ

さ
んを見

み

てにっこりしました。す
ぐに嵐

あらし

のときの出
で き ご と

来事を思
おも

い
出
だ

したのです。「気
き ぶ ん

分は悪
わる

く
ないよ。嵐

あらし

が吹
ふ

き荒
あ

れている
ときに、窓

まど

からこんなものが
部
へ や

屋に飛
と

びこんできたんだ」。

ポールが毛
も う ふ

布を広
ひろ

げると、
かわいい小

こ と り

鳥があらわれたの
で、お母

かあ

さんもにっこりしました。ポール
は、起

お

こったことを全
ぜ ん ぶ

部、お母
かあ

さんに話
はな

し
ました。「ペットと呼

よ

ぶことにしたんだ。か
わいいでしょ？」と彼

かれ

は言
い

いました。

確
たし

かに、とてもかわいい小
こ と り

鳥だと、お
母
かあ

さんは思
おも

いましたが、羽
はね

のひとつが傷
きず

ついて、少
すこ

したれさがっていました。よく
見
み

ると、小
ちい

さな足
あし

の指
ゆび

も、二
に ほ ん

本なくなっ
ていました。ペットは、お母

かあ

さんを見
み

て、
チュッチュッと鳴

な

きました。小
こ と り

鳥は、暖
あたた

か
くてかわいたところが好

す

きでした。ポール
とお母

かあ

さんが話
はな

している間
あいだ

、ペットは、や
わらかくて黄

き い ろ

色い羽
う も う

毛をふくらませて、て
いねいに毛

け

づくろいをしていました。

「きっと、お腹
なか

をすかせているでしょう
ね」とお母

かあ

さんが言
い

いました。「近
きんじょ

所に、
小
こ と り

鳥を飼
か

っている人
ひと

がいるから、エサを
少
すこ

し分
わ

けてもらえるか、聞
き

いてくるわ」。

すぐにお母
かあ

さんは、小
こ と り

鳥のエサをもっ
て戻

もど

ってきました。ペットが夢
むちゅう

中でそれを
食
た

べるのを見
み

て、二
ふ た り

人
は 笑

わら

ってしまいまし
た。ペットのために、
小
ちい

さいコップに水
みず

も入
い

れてあげました。

寝
ね

る時
じ か ん

間になって、
ポールは、棒

ぼう

を二
にきゃく

脚
の い す に 引

ひ

っか け、
ペットがその棒

ぼう

の上
うえ

で
眠
ねむ

れるようにしてあげました。小
こ と り

鳥は頭
あたま

を
羽
はね

の下
した

にうずめて、すぐにぐっすり眠
ねむ

って
しまいました。

その日
ひ

から、ポールは寂
さび

しくなくなりま
した。でも、ペットを飼

か

うには、もっとエ
サが必

ひつよう

要です。お母
かあ

さんには、エサを買
か

お話
はな

しひろば 

ポールのカナリア―パート２
エイミー・シェラード

ポールは足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な少
しょうねん

年で、お
母
かあ

さんと二
ふ た り

人で貧
まず

しい長
な が や

屋に住
す

んで
いました。ある嵐

あらし

の日
ひ

、強
つよ

い風
かぜ

にあ
おられて、 一

い ち わ

羽の小
こ と り

鳥が、 窓
まど

から
部
へ や

屋の中
なか

に飛
と

び込
こ

んできました。
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うよぶんのお金
かね

はありません。ポールは、
「ペットのエサ代

だい

は、ぼくがどうにかして
稼
かせ

がなくては」と自
じ ぶ ん

分に言
い

い聞
き

かせまし
た。

それから彼
かれ

は、すぐ隣
となり

に住
す

んでいる、
ジェーンのことを考

かんが

えました。ジェーンの
部
へ や

屋は、建
たてもの

物から突
つ

き出
で

ていて、彼
かのじょ

女と
ポールは、窓

まど

ごしに顔
かお

をあ
わせて、よく話

はなし

をしました。
ジェーンは、 足

あし

の 不
ふ じ ゆ う

自由
な少

しょうねん

年のことを、気
き

の毒
どく

に
思
おも

っていました。彼
かのじょ

女はよく、
「こんにちは、ポール」と
声
こえ

をかけてくれます。ポール
は、彼

かのじょ

女が時
ときどき

々いすにすわって、手
て

で何
なに

かを作
つく

っていたのを思
おも

い出
だ

しました。何
なに

か、内
ないしょく

職〔家
いえ

でお金
かね

をかせぐためにする、
ちょっとした仕

し ご と

事〕をしていたのだろうと
思
おも

いました。もしかしたらジェーンは、何
なに

か手
て

を使
つか

ってやる仕
し ご と

事について知
し

ってい
て、自

じ ぶ ん

分にそのことを教
おし

えてくれるかもし
れない、と彼

かれ

は考
かんが

えたのです。

ポールは足
あし

が不
ふ じ ゆ う

自由で、体
からだ

も少
すこ

し曲
ま

がっ
ていましたが、手

て

はふつうの人
ひと

のように使
つか

うことができました。指
ゆび

もまっすぐで、足
あし

が不
ふ じ ゆ う

自由な分
ぶん

、ふつうの子
こ ど も

供よりも力
ちから

が
ありました。

ポールは、窓
まど

のところまで体
からだ

をひきずっ
ていきました。となりの窓

まど

の近
ちか

くには、ちょ
うどジェーンがいます。そして思

おも

った通
とお

り、
彼
かのじょ

女は、忙
いそが

しそうに手
て

で何
なに

かを作
つく

ってい
ました。

ポールがジェーンを呼
よ

ぶと、彼
かのじょ

女は顔
かお

をあげ、にっこりしました。

「何
なに

を作
つく

っているの、ジェーン？」とポー
ルが尋

たず

ねました。

「何
なに

か、レースのようなものを作
つく

ってい
るのよ」と彼

かのじょ

女は答
こた

えました。

「むずかしいの？」

「いいえ、かんたんよ！あなたでも、で
きるようになるわよ」。

「ペットのエサを買
か

えるくらい
のお金

かね

が稼
かせ

げるかな？」

「もちろんよ。私
わたし

が教
おし

えてあげ
ようか？」

「うん、頼
たの

むよ！」

「それじゃあ、今
き ょ う

日の夕
ゆうがた

方にで
も、お宅

たく

におじゃまするわ」とジェーンは
約
やくそく

束してくれました。ポールは、彼
かのじょ

女の
来
く

るのが、まちどおしくてたまりませんで
した。

（続
つづ

く）
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日
にちようび

曜日

神
か み

様
さま

の十
じっかい

戒を学
まな

ぶのは、楽
たの

しいで
すか？それらを、ぜんぶ覚

おぼ
えまし

たか？

神
かみさま

様は私
わたし

たちを愛
あい

しておられ、私
わたし

たち
が、世

せ か い

界で一
いちばんしあわ

番幸せな民
たみ

になることを
望
のぞ

んでおられます。神
かみさま

様は、そのために

十
じっかい

戒を与
あた

えてくださったのです。いつも
神
かみさま

様のそばにいて、信
しんらい

頼しているなら、
神
かみさま

様が、十
じっかい

戒を守
まも

る手
て だ す

助けをしてくださ
います。

神
かみさま

様がシナイ山
ざん

で十
じっかい

戒をお語
かた

りになり、
人
ひとびと

々がその驚
おどろ

くほど大
おお

きな力
ちから

を見
み

たとき、
彼
かれ

らは、とても怖
こわ

くなってしまいました。
彼
かれ

らはモーセに、あなたが神
かみさま

様と語
かた

って、
それから私

わたし

たちに、どうすべきかを話
はな

し
てくださいとお願

ねが

いしました。彼
かれ

らはま
だ、神

かみさま

様に信
しんらい

頼することと、神
かみさま

様の愛
あい

に
ついて、学

まな

んでいる途
とちゅう

中でした。彼
かれ

らは、
神
かみさま

様が言
い

われることはすべて行
おこな

いますと、
まじめに約

やくそく

束したばかりでした。

そこでモーセは、黒
くろ

い雲
くも

におおわれて
いる山

やま

に、ひとりで登
のぼ

っていきました。山
やま

からおりてくると、彼
かれ

は注
ちゅうい

意ぶかく、契
けいやく

約
の本

ほん

と呼
よ

ばれる巻
まきもの

物に、神
かみさま

様が語
かた

られた
ことを書

か

きました。それからみんなで、と
ても大

だ い じ

事な、特
とくべつ

別な集
しゅうかい

会をもちました。
その集

しゅうかい

会で、モーセは何
なに

をしましたか？
出
しゅつ

エジプト24：７。

民
たみ

はふたたび、従
したが

うことを約
やくそく

束しました。

破
やぶ

られた約
やくそく

束

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたはわたしのほかに、

なにものをも神
かみ

としてはならない」。

―出
しゅつ

エジプト記
き

20：３

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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彼
かれ

らは、本
ほんとう

当に従
したが

うつもりだったと思
おも

いま
すか？そう、彼

かれ

らは本
ほ ん き

気でした。それから
モーセは、ふたたび山

やま

に登
のぼ

り、神
かみさま

様とお
話
はな

ししました。この時
とき

には、だれがいっしょ
に行

い

きましたか？９節
せつ

。

モーセとアロン、そしてアロンの息
む す こ

子た
ちと七

ななじゅうにん

十人の長
ちょうろう

老たちがキャンプに戻
もど

って
きたとき、民

たみ

が自
じ ぶ ん

分たちの約
やくそく

束を覚
おぼ

えて
いられるように、ある特

とくべつ

別なものを与
あた

える
と、神

かみさま

様はモーセに言
い

われました。それ
は何

なに

でしたか？何
なに

に書
か

かれていましたか？
12 節

せつ

を読
よ

んでください。

こんどは、ヨシュアだけが、モーセと行
い

くことになりました。二
ふ た り

人がいない間
あいだ

は、
だれが民

たみ

の責
せきにんしゃ

任者でしたか？13，14節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

までに、イスラ
エル 人

ひと

たちが自
じ ゆ う

由の身
み

になってから、
何
なんしゅうかん

週間もたっていました。神
かみさま

様にとって
不
ふ か の う

可能〔できないこと〕はないということ
を、神

かみさま

様は証
しょうめい

明しておられましたか？彼
かれ

ら
のために行

おこな

われた、すばらしいふしぎな
出
で き ご と

来事を、あなたは五
いつ

つぐらい思
おも

い出
だ

す
ことができますか？

月
げつようび

曜日

どの 国
くに

にも、 民
たみ

〔 人
ひとびと

々〕 を 守
まも

り、
お互

たが
いの争

あらそ
いごとをうまく片

かた
づけ

るための、法
ほうりつ

律というものがあります。ま
た、法

ほうりつ
律に従

したが
わない人

ひと
を罰

ばっ
する決

き
まりも

あります。

イスラエルは大
おお

きな国
くに

になろうとしてい
たので、人

ひとびと

々を安
あんぜん

全で幸
こうふく

福にするための
法
ほうりつ

律〔または律
りっぽう

法〕が必
ひつよう

要でした。十
じっかい

戒

に従
したが

うという約
やくそく

束を、彼
かれ

らが守
まも

る手
て だ す

助け
をしたいと、神

かみさま

様は望
のぞ

んでおられました。
神
かみさま

様の助
たす

けを借
か

りるようになれば、彼
かれ

らは
神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

し、信
しんらい

頼し、従
したが

うはずでし
た。また人

ひとびと

々は、心
こころ

から愛
あい

し合
あ

うようにな
るはずでした。そうなっていたら、イスラ
エルは、どれほどすばらしい国

くに

になってい
たことでしょう。

さて、モーセとヨシュアは山
やま

の上
うえ

にいま
した。その時

とき

にもまた、すばらしいことが
起
お

こりました。出
しゅつ

エジプト記
き

24 章
しょう

16 節
せつ

から18節
せつ

を読
よ

んでください。

40 日
にち

にわたり、神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

がどのように律
りっぽう

法を守
まも

るべきかについて、
モーセに多

おお

くのことを語
かた

られました。また
モーセに、だれ
が 神

かみさま

様 を 愛
あい

し、
信
しんらい

頼し、従
したが

うこと
を選

えら

んでいるか
を示

しめ

す、特
とくべつ

別な
しるしにつ いて
も語

かた

られました。
出
しゅつ

エジプト31：

16－17。

それから神
かみさま

様は、モーセに十
じっかい

戒を与
あた

え
られたのでした。18 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：十
じっかい

戒は、だれがどのよう
に書

か

きましたか？何
なん

の上
うえ

に書
か

かれていまし
たか？とてもかたい石

いし

の上
うえ

に刻
きざ

まれたもの
は、かんたんに消

け

すことができますか？い
いえ。神

かみさま

様の律
りっぽう

法は決
けっ

して変
か

えられない
ことを、神

かみさま

様は私
わたし

たちに知
し

ってほしいと望
のぞ

んでおられると、あなたは思
おも

いますか？
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火
か よ う び

曜日

山
や ま

のふもとでは、人
ひとびと

々が、モーセと
ヨシュアの帰

かえ
りを待

ま
っていました。

何
なんにち

日もたちました。何
なんしゅうかん

週間もたちました。
人
ひとびと

々は、おちつかなくなってきました。も
しかしたら、モーセとヨシュアはもう戻

もど

っ
てこないかもしれない。

神
かみ

の民
たみ

といっしょにエジプトを出
で

てきた、
「入

い

り混
ま

じった群
ぐんしゅう

衆」を覚
おぼ

えていますか？
ほとんどの場

ば あ い

合、最
さいしょ

初に文
も ん く

句を言
い

いだす
のが、この「入

い

り混
ま

じった群
ぐんしゅう

衆」でした。
この時

とき

、彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちがいいと思
おも

っ
ていることを、イスラエルの人

ひとびと

々にすすめ
たのでした。出

しゅつ

エジプト32：１。

モーセがるすの間
あいだ

、アロンが代
か

わり
をまかされていました。今

いま

こそ、神
かみさま

様の
約
やくそく

束に信
しんらい

頼するよう、民
たみ

に教
おし

え、彼
かれ

らを
助
たす

ける、すばらしいチャンスでした。とこ
ろが、何

なに

が起
お

こりましたか？２－５節
せつ

。

モーセのお兄
にい

さんのアロンが、あのよう
なことをしてしまうなんて、信

しん

じられない
ですね。どうして、そんなにおくびょうに
なってしまったのでしょう？

あのようなことが起
お

ころうとは、モーセ
は思

おも

ってもみませ
んでした。でも、
神
かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知で
し た か？もち ろ
ん、ご存

ぞ ん じ

知でし
た。とうとう、山

やま

の上
うえ

で六
ろくしゅうかん

週間ち
かくもすごしたあ

と で、 神
かみさま

様 が、
ふもとの様

よ う す

子を
彼
かれ

に告
つ

げました。
それから、神

かみさま

様
はモーセをテス
トなさいました。
民
たみ

は神
かみさま

様に信
しんらい

頼
することを拒

こば

み
つづけるので、彼

かれ

らを滅
ほろ

ぼして、モーセ
の家

か ぞ く

族だけを救
すく

おう、とおっしゃったので
す。10 節

せつ

。

モーセは、すぐに断
ことわ

りました。神
かみさま

様が
ご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

を愛
あい

しておられることを、彼
かれ

は
知
し

っていました。もし神
かみさま

様がイスラエル人
びと

を滅
ほろ

ぼされたら、エジプト人
びと

はどう思
おも

うだ
ろうと考

かんが

えて、彼
かれ

はたまらない気
き も ち

持になっ
たのでした。12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしも指
し ど う し ゃ

導者が間
ま ち が

違った
ことをしていたら、自

じ ぶ ん

分も同
おな

じようにまち
がうのは簡

かんたん

単ですか？もしアロンが、神
かみさま

様
に信

しんらい

頼して従
したが

ったなら、神
かみさま

様は彼
かれ

をお助
たす

けになったでしょうか？怖
こわ

くなったからと
いって、神

かみさま

様の律
りっぽう

法に逆
さか

らうのは、言
い

い
訳
わけ

になるでしょうか？あなたはどう思
おも

いま
すか？

水
すいようび

曜日

すでに人
ひとびと

々は、神
かみさま

様とかわした聖
せい

なる契
けいやく

約、または約
やくそく

束を破
やぶ

ってし
まったと、神

かみさま
様はモーセに告

つ
げられました。

ヨシュアといっしょに山
やま

をおりるとき、モー
セは、何

なに
かを注

ちゅうい
意ぶかくたずさえていまし

た。それは何
なん

でしたか？出
しゅつ
エジプト32：
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15，16。

それから、奇
きみょう

妙な〔めずらしく、ふしぎ
な〕音

おと

が聞
き

こえてきました。ヨシュアは、
何
なに

の音
おと

だと思
おも

いましたか？17 節
せつ

。けれど
も、モーセには分

わ

かっていました。彼
かれ

は、
ヨシュアに何

なん

と言
い

いましたか？18 節
せつ

。

キャンプに近
ちか

づくと、人
ひとびと

々が偶
ぐうぞう

像のまわ
りを踊

おど

りながら、叫
さけ

んでいるのが見
み

えまし
た。モーセは、ぞっとしました。人

ひとびと

々は、
約
やくそく

束を完
かんぜん

全に破
やぶ

ってしまったのです。まっ
たく約

やくそく

束などしていないかのようでした。

彼
かれ

らのふるまいは、まるで偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む
異
い き ょ う と

教徒のようでした。

モーセの姿
すがた

を目
め

にしたとき、彼
かれ

らはすぐ
に、自

じ ぶ ん

分たちのしていることをやめました。
人
ひとびと

々は、モーセが何
なに

かを持
も

ち上
あ

げて、そ
れを力

ちから

いっぱい地
じ め ん

面にたたきつけるのを
見
み

ました。するとそれは、すさまじい音
おと

を
たてて砕

くだ

けました。次
つぎ

に、何
なに

が起
お

こりまし
たか？19－21節

せつ

を読
よ

んでください。

アロンの言
い

い訳
わけ

を聞
き

いているときに、
心
こころ

から神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実にしたがう人
ひと

は、ひとり
もいないのだろうかと、モーセは思

おも

いまし
た。そのような人

ひと

を、どうやって見
み

つけだ
すことができるでしょうか？神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実で、
モーセの味

み か た

方になったのは、どの部
ぶ ぞ く

族の
人
ひと

たちでしたか？26－28節
せつ

。

忠
ちゅうじつ

実であることを選
えら

んだ人
ひと

たちは、ほ
かの部

ぶ ぞ く

族にも多
おお

くいました。彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分
たちのしたことを、心

こころ

から悪
わる

かったと思
おも

っ
たのでした。

いつまでも逆
さか

らい続
つづ

けた人
ひと

たちは、す
ぐに罰

ばっ

しなければならないことを、神
かみさま

様は
ご存

ぞ ん じ

知でした。自
じ ぶ ん

分たちの罪
つみ

がどれほど

恐
おそ

ろしいものであるかを、みんなが知
し

らな
くてはいけませんでした。

考
かんが

えてみよう：人
ひとびと

々が破
やぶ

ったのは、十
じっかい

戒
のどの戒

いまし

めとどの戒
いまし

めでしたか？モーセは
激
はげ

しく怒
おこ

りましたが、それは間
ま ち が

違いでした
か？たとえ怒

おこ

っても、罪
つみ

にはならない場
ば あ い

合
があると、聖

せいしょ

書は言
い

っています。エペソ４：
26。神

かみ

は、罪
つみ

を憎
にく

まれます。私
わたし

たちは、
罪
つみ

を犯
おか

すと、かならず傷
きず

つきます。神
かみさま

様と
モーセは、イスラエルの人

ひとびと

々を愛
あい

してい
たので、彼

かれ

らの罪
つみ

を怒
おこ

ったのです。罪
つみ

は、
それと関

かか

わる人
ひと

をかならず傷
きず

つけるので、
そのことを知

し

っている人
ひと

は、怒
いか

りを覚
おぼ

える
のです。私

わたし

たちは、人
ひと

を愛
あい

して罪
つみ

を憎
にく

ま
なくてはいけません。そして、他

ほか

の人
ひと

たち
が神

かみさま

様に従
したが

う手
て だ す

助けをしてあげなくてはい
けません。

木
もくようび

曜日
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イスラエルの人
ひと

たちは、十
じっかい

戒を守
まも

る
ことを約

やくそく
束していましたが、自

じぶん
分

の力
ちから

で守
まも

ることができると、本
ほ ん き

気で思
おも

っ
ていました。神

かみさま
様にまったく信

しんらい
頼しない

かぎり、決
けっ

して従
したが

うことはできないことを、
神
かみさま

様は、何
なんど

度もなんども教
おし

えようとなさい
ましたが、彼

かれ
らは理

り か い
解しませんでした。

罪
つみ

が私
わたし

たちの世
せ か い

界に入
はい

ってきていらい、
すべての人

ひと

は、生
う

まれつき神
かみさま

様に逆
さか

らうよ
うになっています。だれもが、生

う

まれつき、
悪
わる

いことをしたいのです。なんど約
やくそく

束しよ
うとも、イエス様

さま

が私
わたし

たちを助
たす

けてくださ
らなければ、従

したが

うことは決
けっ

してできないの
です。イエス様

さま

は私
わたし

たちを助
たす

け、私
わたし

たち
を完

かんぜん

全に変
か

えたいと望
のぞ

んでおられます。そ
れを、ありがたいと感

かん

じていますか？

神
かみさま

様がお書
か

きになった石
いし

の板
いた

を、モー
セがこなごなにしたとき、人

ひとびと

々は、自
じ ぶ ん

分
たちが約

やくそく

束を破
やぶ

ったことを悟
さと

りました。彼
かれ

らは、律
りっぽう

法にそむいたのです。気
き

がつけ
ば、偶

ぐうぞう

像を拝
おが

んでいました。自
じ ぶ ん

分から進
すす

んで約
やくそく

束を破
やぶ

ったので、悪
わる

いのは自
じ ぶ ん

分た
ちであることを、人

ひとびと

々は知
し

っていました。
「神

かみさま

様は、私
わたし

たちに罰
ばつ

をお与
あた

えになるの
だろうか？ゆるしてくださらないのだろう
か？」と、彼

かれ

らは考
かんが

えました。

もちろん、神
かみさま

様は彼
かれ

らをゆるすつもりで
した。たとえ神

かみさま

様に逆
さか

らっても、そのこと
を心

こころ

から悪
わる

かったと思
おも

うならば、神
かみさま

様はい
つでもゆるしてくださいます。アダムとエ
バが最

さいしょ

初に罪
つみ

を犯
おか

したときから、神
かみさま

様は、
ゆるしを与

あた

えると約
やくそく

束しておられたのでし
た。この約

やくそく

束は、決
けっ

して変
か

わることはあり
ませんでした。

神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分がどれほど彼
かれ

らを愛
あい

し、
ゆるしたいと思

おも

っているかを、彼
かれ

らに分
わ

かってもらいたいと望
のぞ

んでおられ、そのた
めに、すばらしい計

けいかく

画をたてられたのでし
た。つまりそれは、彼

かれ

らが十
じっかい

戒を守
まも

るの
を助

たす

けるための計
けいかく

画でした。その計
けいかく

画を
モーセに伝

つた

えるために、神
かみさま

様は、彼
かれ

をも
ういちど山

やま

に呼
よ

ばれたのでした。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちが十
じっかい

戒を破
やぶ

ったか
らといって、その中

なか

のひとつの戒
いまし

めでも、
変
か

えられることがありますか？いいえ。こ
れまで、神

かみさま

様の完
かんぜん

全な律
りっぽう

法が変
か

えられた
ことはいちどもなく、これからも、変

か

えら
れることは決

けっ

してありません。神
かみさま

様に信
しんらい

頼
して従

したが

う人
ひと

たちが、最
さ い ご

後にどうなるかにつ
いて、聖

せいしょ

書が何
なん

と言
い

っているか読
よ

んでみ
ましょう。黙

もくしろく

示録 14：12；22：14。イエ
ス様

さま

を選
えら

んだことを、あなたは喜
よろこ

んでい
ますか？
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金
きんようび

曜日

ふたたび、モーセは 40 日
にちかん

間、山
やま

の
上
うえ

にいました。このときも、神
かみさま

様
といっしょに過

す
ごしていたのです。きっと、

すばらしい経
けいけん

験だったことでしょう。それ
は、学

がっこう
校で学

まな
んでいるようなものでした。

もちろん、神
かみさま

様が先
せんせい

生でした。

出
しゅつ

エジプト記
き

34 章
しょう

の１節
せつ

から４節
せつ

まで
を読

よ

んでください。神
かみさま

様はモーセに、何
なに

をもってくるようにと言
い

われましたか？

神
かみさま

様は、十
じっかい

戒について、ていねいに
説
せつめい

明なさいました。モーセが、イスラエ
ルの人

ひと

たちに、十
じっかい

戒をきちんと教
おし

えられる
ようになるためでした。もういちど、神

かみさま

様
は十

じっかい

戒をお書
か

きになりました。この時
とき

は、
モーセが山

やま

に運
はこ

んできた、二
に ま い

枚の石
いし

の板
いた

に書
か

かれました。

モーセが山
やま

にいた間
あいだじゅう

中、神
かみさま

様は、あ
る特

とくべつ

別な力
ちから

を彼
かれ

に与
あた

えられました。40
日
にちかん

間、モーセはまったく疲
つか

れなかったので、
眠
ねむ

る必
ひつよう

要がありませんでした。のどがかわ
くことも、お腹

なか

がすくこともなかったので、
飲
の

んだり食
た

べたりする必
ひつよう

要もありませんで
した。

モーセは、 神
かみさま

様 の 栄
えいこう

光を見
み

ました。
神
かみさま

様の愛
あい

とあわれみについて、さらに多
おお

く
のことを学

まな

びました。また、イスラエルの
人
ひと

たちに与
あた

えるための、さらに多
おお

くの指
し じ

示
も受

う

けました。

あなたもそこにいて、モーセと神
かみさま

様が
いっしょにいる様

よ う す

子を見
み

て、彼
かれ

らの話
はなし

を聞
き

いてみたかったと思
おも

いませんか？神
かみさま

様とお

話
はなし

するというのは、どのようなものなので
しょうね。モーセは、天

て ん し

使たちにも会
あ

った
と思

おも

いますか？天
て ん し

使たちの歌
うた

を聞
き

いたか
もしれませんね。彼

かれ

も、天
て ん し

使たちといっしょ
に、神

かみさま

様を賛
さ ん び

美したかもしれませんね。

出
しゅつ

エ ジ プト 記
き

、 レ ビ 記
き

、 民
み ん す う き

数 記、
申
し ん め い き

命 記 を 勉
べんきょう

強 す れ ば、40 日
にち

の 間
あいだ

に、
神
かみさま

様が山
やま

の上
うえ

で教
おし

えられたことについて、
多
おお

くのことを学
まな

べます。

二
に ど め

度目の 40 日
にちかん

間に、神
かみさま

様とモーセは
とても親

した

しく語
かた

り合
あ

ったので、モーセの顔
かお

は、神
かみさま

様の栄
えいこう

光で輝
かがや

いていました。イス
ラエルの人

ひと

たちは、モーセの帰
かえ

りを熱
ねっしん

心
に待

ま

ちわびていました。でも、山
やま

から戻
もど

っ
てきた彼

かれ

を見
み

て、人
ひとびと

々はどうしましたか？
29－35節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：モーセが山
やま

にいる間
あいだ

、
神
かみさま

様との契
けいやく

約について、人
ひとびと

々に分
わ

かりや
すく教

おし

えるための、あるすばらしい計
けいかく

画が
示
しめ

されました。それについては、来
らいしゅう

週か
ら学

まな

び始
はじ

めます。

もっと学
まな

ぼう！

★出
しゅつ

エジプト記
き

24、32、34 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.361-

   404

★あがないの歴
れ き し

史 p.175-185
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ジェーンは約
やくそく

束どおり、ポールに
編
あ

み物
もの

のやり方
かた

を教
おし

えてくれまし
た。習

なら
い始

はじ
めてすぐに、ポールは、自

じ ぶ ん
分

にもできる仕
しごと

事であることが分
わ

かりました。
ペットも、ポールのやることにたい
へん興

きょうみ
味を持

も
ったみたいで、彼

かれ

が使
つか

っていた糸
いと

をくちばしで引
ひ

っ
ぱったり、彼

かれ
の仕

しごと
事について、鳥

とり

の言
ことば

葉でああだこうだと言
い

ったりし
ていました。しかし、ペットのや
ることは仕

しごと
事のじゃまだったので、

ポールはペットをとまり木
き

に戻
もど

しま
した。しばらくすると、ついにポー
ルの編

あ
み物

もの
が完

かんせい
成しました。

ジェーンは、とても喜
よろこ

んでくれま
した。彼

かのじょ

女は、興
こうふん

奮している少
しょうねん

年
に向

む

かって、「あなたが作
つく

ったもの
は、私

わたし

が売
う

ってあげるわ」と言
い

ってくれま
した。「この仕

し ご と

事をがんばれば、きっとペッ
トのエサと、鳥

とり

かごが買
か

えるようになるわ
よ」。

ポールは笑
わら

いながら、ジェーンに、「ペッ
トには、鳥

とり

かごはいらないんだよ」と言
い

いました。「でも、お母
かあ

さんのために、オ
レンジかリンゴが買

か

えるようになるかも
ね」。

ペットはとても頭
あたま

のいい小
こ と り

鳥で、じき
に、ポールが教

おし

えたいろいろな芸
げい

を覚
おぼ

え
てしまいました。そのひとつが、死

し

んだふ
りをすることでした。死

し

んだふりをするよ
うにポールが言

い

うと、すぐにペットはあお
むけに寝

ね

っころがり、そのまま動
うご

かなくな
ります。またポールが、自

じ ぶ ん

分のくちびるの
間
あいだ

に種
たね

をはさむと、ペットはやさしく種
たね

を
くちばしでとってから、それを食

た

べ
てしまいます。

中
なか

には、 ペットが自
じ ぶ ん

分で考
かんが

え
出
だ

した芸
げい

もありました。ポールが
仕
し ご と

事に熱
ねっちゅう

中していて、自
じ ぶ ん

分と遊
あそ

ん
でくれないと、ペットは彼

かれ

の頭
あたま

の
上
うえ

に飛
と

んでいき、髪
かみ

の毛
け

を引
ひ

っ
ぱるのです。ときには、まゆ毛

げ

を
引
ひ

っぱることもあります。

お母
かあ

さんは、ポールの変
へ ん か

化にた
いへん驚

おどろ

きました。以
い ぜ ん

前は、静
しず

か
に、寂

さび

しそうにすわっていただけ
なのに、今

いま

では、指
ゆび

を忙
いそが

しく動
うご

かしなが
ら歌

うた

っているのです。ペットも、ポールと
いっしょに、よく歌

うた

いました。今
いま

では、ポー
ルのじゃまをすることもなく、彼

かれ

のひざの
上
うえ

にすわって、仕
し ご と

事をする彼
かれ

をじっと見
み

て
います。ポールは心

こころ

だけでなく、体
からだ

もどん

お話
はな

しひろば 

ポールのカナリア―パート 3
エイミー・シェラード

ポールの隣
となり

に住
す

んでいるジェーン
が、嵐

あらし

の日
ひ

に、ポールのへやに飛
と

び
こんできた、ペットというカナリアの
エサ代

だい

をかせぐ方
ほうほう

法を教
おし

えると約
やくそく

束
してくれました。
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どん成
せいちょう

長し、背
せ

も伸
の

びていることが、お
母
かあ

さんにはよく分
わ

かりました。いつの日
ひ

か、
彼
かれ

も大
お と な

人になって、自
じ ぶ ん

分のめんどうを見
み

て
くれるようになるだろうと、お母

かあ

さんは思
おも

いました。

ある朝
あさ

、まだ日
ひ

が昇
のぼ

らない前
まえ

の、とても
早
はや

い時
じ か ん

間に、とてもはらはらさせられるよ
うなことが起

お

こりました。ペットがけん命
めい

に髪
かみ

の毛
け

とまゆ毛
げ

を引
ひ

っぱるので、ポー
ルは目

め

を覚
さ

ましました。「もう少
すこ

し寝
ね

かせ
てくれよ。まだ起

お

きる時
じ か ん

間じゃ
ないんだから」と言

い

いながら、
小
こ と り

鳥をとまり木
き

に戻
もど

そうとしま
した。ところが、ペットは言

い

う
ことを聞

き

こうとしません。

ペットをつかもうと手
て

を伸
の

ば
したときに、壁

かべ

に手
て

がふれま
した。どういうわけか、壁

かべ

が
熱
あつ

くなっていました。

ポールは、「お母
かあ

さん、起
お

き
て！壁

かべ

が、ものすごく熱
あつ

いんだけど」と呼
よ

びかけました。お母
かあ

さんは、ろうかに走
はし

っ
ていって、近

きんじょ

所の人
ひと

たちを起
お

こしました。
間
ま

もなく、消
しょうぼうし

防士がかけつけてきて、す
ぐに隣

となり

のへやの火
ひ

を消
け

してくれました。で
も、ポールとお母

かあ

さんのへやも、かなり
焼
や

けてしまいました。隣
となり

のへやにあったス
トーブのすぐ近

ちか

くに服
ふく

がかけてあって、そ
の服

ふく

に火
ひ

がついてしまったのでした。

職
しょくにん

人さんたちがきて、ポールたちの
部
へ や

屋を直
なお

している間
あいだ

、ポールとペットは、
ジェーンの家

か ぞ く

族のところに泊
と

めてもらいま
した。長

な が や

屋の人
ひと

たちが、建
たてもの

物と、そこに
住
す

んでいる人
ひと

たちの命
いのち

を救
すく

ったカナリアを

見
み

にやってきました。長
な が や

屋の持
も

ち主
ぬし

もやっ
てきました。多

おお

くの人
ひと

の命
いのち

が助
たす

かり、もし
建
たてもの

物が焼
や

け落
お

ちていたら、たくさんのお
金
かね

も損
そん

することになったはずなので、彼
かれ

は
とても感

かんしゃ

謝していました。火
か じ

事が他
ほか

のへ
やに広

ひろ

がる前
まえ

に、ペットがポールを起
お

こし
たおかげで、被

ひ が い

害は少
すく

なくてすんだので
した。

火
か じ

事の被
ひ が い

害にあったへやの修
しゅうり

理が終
お

わったあとで、長
な が や

屋の持
も

ち主
ぬし

が、何
なに

かお
礼
れい

をさせてほしいとポールに頼
たの

み
ました。

そこでポールは、「外
そと

に出
で

られ
るようになるための、松

ま つ ば

葉づえ
が欲

ほ

しいんですけど」と遠
えんりょ

慮が
ちに答

こた

えました。

長
な が や

屋の持
も

ち主
ぬし

は、喜
よろこ

んで松
ま つ ば

葉
づえを買

か

ってくれました。ポール
のお母

かあ

さんのために、新
あたら

しいミ
シンも買

か

ってくれました。これで、
お母

かあ

さんも、外
そと

に出
で

て行
い

かないで、ポー
ルと家

いえ

の中
なか

で過
す

ごしながら、仕
し ご と

事をするこ
とができます。さらに彼

かれ

は、ペットの鳥
とり

か
ごと、一

いちねんぶん

年分のエサまで買
か

ってくれました。

迷
ま い ご

子の小
こ と り

鳥に出
で あ

会ってから、ポールの
人
じんせい

生は大
おお

きく変
か

わりました。ポールだけで
なく、お母

かあ

さんや、その他
ほか

おおぜいの人
ひと

たちも、ペットのおかげでとても幸
しあわ

せにな
りました。あの小

ちい

さなカナリアは、私
わたし

たち
のよき模

も は ん

範だとは思
おも

いませんか？
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

がテントに住
す

まわれるなんて、
考
かんが

えられますか？今
こんしゅう

週は、イス
ラエルの人

ひと
たちが荒

あ ら の
野をさまよっていたこ

ろ、神
かみさま

様が住
す

んでおられた特
とくべつ

別なテントに
ついて学

まな
びます。

イスラエルの人
ひと

たちは、テント〔天
てんまく

幕〕
に住

す

んでいましたよね。テントなら、砂
さ ば く

漠
を旅

たび

していても、場
ば し ょ

所から場
ば し ょ

所へと、か

んたんに移
うつ

すことができました。ちょうど
そのころ、神

かみさま

様の家
いえ

もテントであったとい
うのは、驚

おどろ

くべきことでしょうか？神
かみさま

様は、
ご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

と親
した

しくなって、敵
てき

であるサタ
ンから彼

かれ

らを救
すく

うための計
けいかく

画を分
わ

かっても
らいたいと、望

のぞ

んでおられました。

カナンの地
ち

で、イスラエル人
びと

が自
じ ぶ ん

分た
ちの家

いえ

を建
た

てて住
す

むようになった後
あと

でも、
神
かみさま

様はまだ、このテントに住
す

んでおられま
した。約

やくよんひゃくねん

四百年もの間
あいだ

、神
かみさま

様はテントの
家
いえ

にとどまられました。ただし、それはた

神
かみさま

様の住
す

まわれる場
ば し ょ

所

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「また、彼
かれ

らにわたしのために聖
せいじょ

所を造
つく

らせな

さい。わたしが彼
かれ

らのうちに住
す

むためである」。

―出
しゅつ

エジプト記
き

25：８

暗
あんしょうせいく

唱聖句

Sean Eichelberger
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だのテントではありませんでした。とても
特
とくべつ

別なテントだったのです。

あなたは、宝
たから

さがしは好
す

きですか？テン
トとはいえ、神

かみさま

様の家
いえ

は、美
うつく

しい宝
たからもの

物で
いっぱいでした。どんな泥

どろぼう

棒でも、それ
らの宝

たからもの

物を盗
ぬす

むことはできませんでした。
天
て ん し

使たちによって、守
まも

られていたからで
す。昼

ひ る ま

間は、雲
くも

の柱
はしら

がテントの上
うえ

にあって、
砂
さ ば く

漠の暑
あつ

い太
たいよう

陽をふせぐ、影
かげ

をつくって
いました。また夜

よる

の間
あいだ

は、それがやんわ
りと光

ひか

って、神
かみさま

様がそこにおられることと、
そこを守

まも

っておられることを示
しめ

していまし
た。

あなたは、物
ものがたり

語は好
す

きですか？神
かみさま

様の
テント〔天

てんまく

幕〕の中
なか

は、イエス様
さま

と、彼
かれ

が私
わたし

たちを救
すく

う計
けいかく

画についての物
ものがたり

語であ
ふれていました。そこには、イエス様

さま

がど
うやって私

わたし

たち一
ひ と り

人ひとりの罪
つみ

をおゆるし
になるかについての、物

ものがたり

語がありました。
イエス様

さま

が、サタンを完
かんぜん

全に打
う

ち負
ま

かす
物
ものがたり

語もありました。喜
よろこ

ばしい物
ものがたり

語もあれば、
悲
かな

しい物
ものがたり

語もありました。イエス様
さま

がこの
世
せ か い

界に来
こ

られて、人
ひと

の子
こ

として生
い

きるよう
になるというのは、実

じつ

に喜
よろこ

ばしい物
ものがたり

語でし
た。

しかし、イエス様
さま

が私
わたし

たちの罪
つみ

のため
に死

し

ぬことになるというのは、とても悲
かな

しい物
ものがたり

語でした。それでも、イエス様
さま

に
信
しんらい

頼するすべての人
ひと

は、サタンと罪
つみ

と死
し

から自
じ ゆ う

由になって、イエス様
さま

と共
とも

に永
えいえん

遠
に生

い

きるようになるというのが、すべての
物
ものがたり

語の結
けつまつ

末〔終
お

わりの部
ぶ ぶ ん

分〕なので、ど
の物

ものがたり

語もハッピーエンドなのです。

神
かみさま

様のテントの家
いえ

は、 聖
せいじょ

所、または

幕
ま く や

屋と呼
よ

ばれました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様のテントの家
いえ

につい
て学

まな

ぶのは、楽
たの

しみですか？ヨハネによ
る福

ふくいんしょ

音書３章
しょう

の16 節
せつ

と17 節
せつ

を読
よ

んでく
ださい。神

かみさま

様の聖
せいじょ

所は、この聖
せ い く

句を理
り か い

解
する手

て だ す

助けをしてくれます。神
かみさま

様のすばら
しい計

けいかく

画を、あなたは感
かんしゃ

謝していますか？
ならば、神

かみさま

様にそのことを伝
つた

えましょう。

月
げ つ よ う び

曜日

山
や ま

にいる間
あいだ

に、神
かみさま

様のテントの家
いえ

を
建
た

てるための指
し じ

示がモーセに与
あた

えられました。出
しゅつ
エジプト記

き
25 章
しょう
の８節

せつ

と９節
せつ

を読
よ

んでください。

もちろん、聖
せいじょ

所が造
つく

られる前
まえ

も、神
かみさま

様
はいつでも民

たみ

とともにおられました。けれ
ども聖

せいじょ

所は、神
かみさま

様にとって、さらに特
とくべつ

別
な場

ば し ょ

所だったのです。イスラエルのテント
〔天

てんまく

幕〕のまん中
なか

に、とても神
しんせい

聖なテント
が建

た

てられることになりました。

おもちゃの人
にんぎょう

形の家
いえ

や、プラモデル
〔模

も け い

型〕の飛
ひ こ う き

行機を見
み

たことがあります
か？とても小

ちい

さいものでも、本
ほんもの

物の家
いえ

や
飛
ひ こ う き

行機に似
に

せてつくられてありますね。
神
かみさま

様はモーセに、聖
せいじょ

所の図
ず あ ん

案〔デザイン〕
をお与

あた

えになりましたが、それは、天
てんごく

国
にある神

かみさま

様のごうかな宮
きゅうでん

殿の小
ちい

さな模
も け い

型
だったのです。

天
てんごく

国にある神
かみさま

様の宮
きゅうでん

殿は、私
わたし

たちが考
かんが

えるよりも、はるかに大
おお

きくて美
うつく

しいもの
です。そこには、本

ほんもの

物の神
かみさま

様の王
お う ざ

座があ
り、またそこは、私

わたし

たちを救
すく

うためのす
ばらしい計

けいかく

画が立
た

てられた場
ば し ょ

所でもあり
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ます。イエス様
さま

の弟
で し

子であったヨハネは、
天
てん

の聖
せいじょ

所の幻
まぼろし

を見
み

せられました。黙
もくしろく

示録

11章
しょう

の19 節
せつ

を読
よ

んでください。

イスラエルの人
ひと

たちや私
わたし

たちに、人
ひと

を
救
すく

うための神
かみさま

様のすばらしい計
けいかく

画をよりよ
く理

り か い

解させるために、神
かみさま

様は小
ちい

さな模
も け い

型
をつくらせたのでした。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは、教
きょうかい

会に行
い

くと
き、神

かみさま

様がそこで私
わたし

たちに会
あ

ってくださる
のだということを覚

おぼ

えていますか？イスラ
エル人

びと

が建
た

てようとしていた聖
せいじょ

所は、最
さいしょ

初
の教

きょうかいどう

会堂でした。そのころの牧
ぼ く し

師たちは、
祭
さ い し

司と呼
よ

ばれていました。

火
か よ う び

曜日

モーセが山
やま

から帰
かえ

ってきて、神
かみさま

様が
彼
かれ

に示
しめ

されたことを人
ひとびと

々に語
かた

った
とき、イスラエルのキャンプは喜

よろこ
びにわき

ました。神
かみさま

様の聖
せいじょ

所をつくるための計
けいかく

画
が、モーセに与

あた
えられていました。そして、

だれにでも、聖
せいじょ

所をつくるためのお手
て つ だ

伝
いをすることができました。

ところが、聖
せいじょ

所の計
けいかく

画について話
はな

す前
まえ

に、モーセは民
たみ

に何
なに

を思
おも

い出
で

させるように
と、神

かみさま

様から言
い

われていましたか？出
しゅつ

エジ

プト35：１－３。神
かみさま

様はもういちど、第
だいよん

四
の戒

いまし

めの中
なか

にある、特
とくべつ

別なしるしを思
おも

い
出
だ

させようとしておられました。

いよいよ、建
けんちく

築が始
はじ

まりました。聖
せいじょ

所
は、神

かみさま

様の雲
くも

が導
みちび

くところは、どこにでも
行
い

くことになっていたので、いつでも組
く

み
立
た

てたり、ばらしたりできるようになってい
て、持

も

ち運
はこ

びがしやすいものでした。し

かし、聖
せいじょ

所を建
た

てるのに必
ひつよう

要な、たくさん
の材

ざいりょう

料をすべて、砂
さ ば く

漠の中
なか

で、どうやっ
て手

て

に入
い

れたらよいのでしょうか？４節
せつ

と

５節
せつ

を読
よ

んでください。

民
たみ

は、どのような気
き も

持ちで、ささげ物
もの

を
することになっていましたか？「心

こころ

から喜
よろこ

んで」とありますね。いやいやながらささ
げられるものを、神

かみさま

様は受
う

けたくありませ
んでした。

聖
せいじょ

所を建
た

てるのに必
ひつよう

要な材
ざいりょう

料には、ど
のようなものがありましたか？５－９節

せつ

。

聖
せいじょ

所では、実
じつ

にたくさんの材
ざいりょう

料が使
つか

わ
れることになっていましたね。それらは、
家
か ぐ

具や幕
まく

〔カーテン〕、また祭
さ い し

司の着
き も の

物、
その他

ほか

たくさんのものをつくるのに使
つか

われ
ました。

モーセの話
はなし

が終
お

わったとき、人
ひとびと

々は、
それぞれのテントに帰

かえ

っていきました。何
なに

をささげたらよいだろう？十
じゅうぶん

分にささげるこ
とができるだろうか？奴

ど れ い

隷であった彼
かれ

らは、
とても貧

まず

しかったのですが、エジプトを去
さ
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る少
すこ

し前
まえ

に、エジプト人
びと

たちから、たくさ
んの金

きん

や銀
ぎん

、衣
い ふ く

服などをもらっていました。
出
しゅつ

エジプト12：35－36。

しかしイスラエルの人
ひとびと

々は、聖
せいじょ

所を建
た

てるために、これらの高
こ う か

価な物
もの

を喜
よろこ

んでさ
さげるでしょうか？どのようなことが起

お

こっ
たか、見

み

てみましょう。出
しゅつ

エジプト35：

20－21，29。

神
かみさま

様にゆるされたことを感
かんしゃ

謝していた彼
かれ

らは、その感
かんしゃ

謝の心
こころ

を、ささげ物
もの

で表
あらわ

しま
した。あまりにもささげものが多

おお

かったの
で、最

さ い ご

後は、もうささげなくてもよろしい
と言

い

わなくてはならなかったほどでした。
出
しゅつ

エジプト36：４－７。

考
かんが

えてみよう：牧
ぼ く し

師が、教
きょうかい

会の人
ひと

たちに、
もう献

けんきん

金をしなくてもいいと言
い

っているの
を聞

き

いたことがありますか？もしも神
かみ

の民
たみ

が、イスラエル人
びと

のようにささげたとした
ら、イエス様

さま

の福
ふくいん

音〔喜
よろこ

ばしい知
し

らせ〕は、
もっと早

はや

く伝
つた

わるだろうと思
おも

いませんか？
あなたは、神

かみさま

様のために、何
なに

でも喜
よろこ

んで
ささげる気

き も

持ちがありますか？あなたがど
んなに若

わか

かったとしても、イエス様
さま

は、あ
なたを用

もち

いることができるのです。

水
す い よ う び

曜日

聖
せ い

所
じょ

を建
た

てるには、いろいろなタラ
ント〔才

さいのう
能や能

のうりょく
力〕をもった人

ひと
が

必
ひつよう

要でした。働
はたら

きにふさわしい人
ひと

を、どう
やって見

み
つけたらよいのでしょう？だれが

働
はたら

きを助
たす

ける気
き も

持ちがあり、自
じぶん

分のタラン
トを喜

よろこ
んでささげるかを、神

かみさま
様はすでにご

存
ぞ ん じ

知でした。そのような人
ひと

たちに、神
かみさま

様
は、もっと多

おお
くのタラントをお与

あた
えになり

ました。そのような人
ひと

たちには、他
ほか

の人
ひと

た
ちに教

おし
える方

ほうほう
法も示

しめ
されました。

聖
せいじょ

所を建
た

てるために、たくさんの人
ひと

た
ちが多

おお

くのささげ物
もの

をもってきて、建
けんちく

築の
手
て つ だ

伝いをする人
ひと

たちも多
おお

く集
あつ

まったので、
神
かみさま

様はとてもお喜
よろこ

びになりました。モーセ
もたいへん喜

よろこ

びました。サタンはどれほ
ど怒

おこ

ったことでしょう。特
とくべつ

別な民
たみ

をおこす
という神

かみさま

様の計
けいかく

画を、だいなしにしたと、
彼
かれ

は思
おも

っていたのでした。

すでに何
な ん ど

度も言
い

いましたが、聖
せいじょ

所は、
天
てんごく

国にある神
かみさま

様の大
だいきゅうでん

宮殿の模
も け い

型となるの
でした。どうしてそれが分

わ

かりますか？ヘ
ブル８：１－２，５。

模
も け い

型は、それほど大
おお

きいものではありま
せんでした。長

なが

さは 16 メートルくらいで、
幅
はば

は５メートルくらいでした。しかしそれ
は、人

ひと

を救
すく

う神
かみさま

様の計
けいかく

画を、民
たみ

に思
おも

い出
だ

させるものでした。ですから、すべて神
かみさま

様
の指

し じ

示どおり、正
せいかく

確に、きっちり造
つく

られな
くてはいけませんでした。人

ひとびと

々は、神
かみさま

様
の図

ず あ ん

案〔デザイン〕に注
ちゅうい

意ぶかく従
したが

いま
したか？出

しゅつ

エジプト39：42－43。

聖
せいじょ

所または幕
ま く や

屋が完
かんせい

成したとき、これま
でずっと彼

かれ

らを導
みちび

いてきた雲
くも

が動
うご

くのを、
みんなが熱

ねっしん

心に見
み

ていました。神
かみさま

様は、
それをお喜

よろこ

びになりましたか？出
しゅつ

エジプト

40：34－38。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がお与
あた

えになったす
ばらしい十

じっかい

戒に従
したが

うためのお手
て ほ ん

本を、私
わたし

たちも持
も

っていますか？そう、持
も

っていま
すね。それは誰

だれ

ですか？イエス様
さま

ですね。
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イエス様
さま

というお手
て ほ ん

本を、あなたは喜
よろこ

ん
でいますか？

木
も く よ う び

曜日

聖
せ い

所
じょ

または幕
ま く や

屋を、想
そうぞうりょく

像力を働
はたら

か
せながら、訪

たず
ねてみましょう。ま

ず朝
あさはや

早く、日
ひ

が昇
のぼ

るころから始
はじ

めます。
白
しろ

い衣
ころも

を着
き

た祭
さ い し

司のひとりが、私
わたし

たちを
案
あんない

内してくれます。はじめに、案
あんないやく

内役の
祭
さ い し

司は、幕
ま く や

屋のまわりにあ
る白

しろ
いフェンスを見

み
せてく

れます。フェンスの高
たか

さは２
メートル 30 センチくらいで、
幕
まくや

屋の高
たか

さはその倍
ばい

くらいあ
るので、人

ひとびと
々は、自

じ ぶ ん
分たち

のテントから、幕
まくや

屋の上
うえ

のほ
うを見

み
ることができます。け

れどもフェンス自
じたい

体は、美
うつく

し
い銀

ぎん
の柱

はしら
の間

あいだ
にある、さお

にかかった白
しろ

い布
ぬの

でおおわれているので、
フェンスの内

うちがわ
側を直

ちょくせつ
接見

み
ることはできま

せん。「フェンスの布
ぬの

は、どうして白
しろ

いの
ですか？また、祭

さいし
司の服

ふく
も、どうして白

しろ
い

のですか？」と、案
あんないやく

内役の祭
さ い し

司に尋
たず

ねて
みました。「白

しろ
い布

ぬの
は、イエス様

さま
が完

かんぜん
全で

あることを、私
わたし

たちに思
おも

い出
で

させてくれま
す。彼

かれ
は私

わたし
たちの罪

つみ
をゆるし、彼

かれ
のきれ

いな生
しょうがい

涯〔一
いっしょう

生〕で、私
わたし

たちをおおってく
れるのです」という答

こた
えでした。祭

さいし
司の白

しろ

い衣
ころも

は、私
わたし

たちの模
も は ん

範〔お手
てほん

本〕である
イエス様

さま
のようになることを、思

おも
い出

だ

させ
てくれる、ということでした。

門
もん

のところにやってくると、「この入
いりぐち

口が

どの方
ほうがく

角を向
む

いているか分
わ

かりますか？」
と祭

さ い し

司が尋
たず

ねました。ちょうど、太
たいよう

陽が
昇
のぼ

ってくるところだったので、すぐに「東
ひがし

」
と答

こた

えることができました。祭
さ い し

司はさらに、
「どうしてだか分

わか

りますか？」と尋
たず

ねます。
少
すこ

し考
かんが

えてから、ある考
かんが

えがうかびました。
「異

い き ょ う と

教徒〔偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む人
ひと

〕たちは太
たいよう

陽を
拝
おが

むので、神
かみ

の民
たみ

は、太
たいよう

陽に背
せ

を向
む

けて、
神
かみさま

様を礼
れいはい

拝できるように、ですか？」祭
さ い し

司
はにっこりして、「その通

とお

りですよ」と言
い

い
ました。

門
もん

には、青
あお

と紫
むらさき

と深
し ん く

紅〔濃
こ

い赤
あか

〕色
いろ

で
織
お

られた、美
うつく

しい幕
まく

があります。青
あお

は、イ
エス様

さま

が、十
じっかい

戒の中
なか

で、神
かみさま

様とその愛
あい

に
ついて私

わたし

たちに示
しめ

された真
し ん り

理をあらわし
ています。紫

むらさき

は、この世
せ か い

界が今
いま

でもイエ
ス様

さま

のものであることをあらわしています。
本
ほんもの

物の王
おう

さまはサタンではなく、イエス様
さま

なのです。深
し ん く い ろ

紅色は、サタンから私
わたし

たち
を救

すく

うために、イエス様
さま

が流
なが

そうとしてお
られた血

ち

をあらわしています。幕
まく

のかかっ
た門

もん

を通
とお

るときに、私
わたし

たちは、神
かみさま

様のとこ
ろへ行

い

くただひとつの道
みち

は、イエス様
さま

だ
けであることを思

おも

い出
だ

すのです。

考
かんが

えてみよう：門
もん

のところへ来
く

るときに、
私
わたし

たちは、どうやってイエス様
さま

を思
おも

い出
だ

す
ことになっていますか？

Se
an

 E
ic

he
lb

er
ge

r

Be
tty

 L
uk

en
s
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金
き ん よ う び

曜日

次
つ ぎ

に、聖
せいじょ

所の外
そとにわ

庭にやってきまし
た。まず、約

やく
２メートル 40 セン

チ四
し ほ う

方〔一
いっぺん

辺の長
なが

さ〕の、大
おお

きな祭
さいだん

壇が
見
み

えます。祭
さいだん

壇は、ピカピカの青
せいどう

銅でおお
われています。新

あたら
しい10 円

えんだま
玉のような色

いろ

です。

毎
まいにち

日、 朝
あさ

と夕
ゆう

に、 子
こひつじ

羊が殺
ころ

され、た
きぎといっしょに祭

さいだん

壇の上
うえ

にお
かれて焼

や

かれます。この祭
さいだん

壇で
は、 他

ほか

にもいろいろない けに
え〔犠

ぎ せ い

牲〕がささげられました。
いけにえが焼

や

かれている間
あいだ

、そ
れをささげる人

ひとびと

々は、外
そとにわ

庭で祈
いの

っていま
す。いつの日

にち

か、汚
けが

れのない子
こひつじ

羊のよう
に、イエス様

さま

が彼
かれ

らの罪
つみ

のために死
し

なれ
ることを思

おも

いえがきながら、祈
いの

っているの
です。

焼
や

かれるいけにえからは、煙
けむり

が立
た

ちの
ぼっていくのが見

み

えます。その煙
けむり

は、まわ
りのテントからも、よく見

み

ることができます。
毎
まいにち

日、朝
あさ

と夕
ゆう

にのぼっていく煙
けむり

を見
み

て、人
ひとびと

々
は、そのいけにえが何

なに

を意
い み

味しているか
について考

かんが

えるのです。そして、自
じ ぶ ん

分たち
の罪

つみ

がゆるされるように祈
いの

り、イエス様
さま

の
すばらしい愛

あい

を感
かんしゃ

謝するのです。

イエス様
さま

に罪
つみ

をゆるしてもらったこと
を、イエス様

さま

によって義
ぎ

とされたとも言
い

い
ます。つまりそれは、私

わたし

たちがイエス様
さま

を愛
あい

し、イエス様
さま

に従
したが

うことを選
えら

ぶとき、
私
わたし

たちの罪
つみぶか

深い品
ひんせい

性〔人
じんかく

格〕の代
か

わり
に、イエス様

さま

の汚
けが

れのない清
きよ

い品
ひんせい

性が与
あた

えられることを意
い み

味します。そのとき神
かみさま

様
は、私

わたし

たちのではなく、イエス様
さま

の完
かんぜん

全
な生

しょうがい

涯と品
ひんせい

性をご覧
らん

になるのです。その
とき私

わたし

たちは、いちども罪
つみ

を犯
おか

したことの
ない者

もの

とみなされるのです。そうなると、
神
かみさま

様も私
わたし

たちも、どれほど幸
しあわ

せになれるこ
とでしょう。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

を愛
あい

し、彼
かれ

に従
したが

うことを選
えら

ぶとき、イエス様
さま

が私
わたし

たちを助
たす

けてくださって、思
おも

いと行
おこな

いの悪
わる

いところ
を変

か

えてくださいます。すばらし
い十

じっかい

戒に従
したが

うことを学
まな

べば学
まな

ぶ
ほど、私

わたし

たちは、ますますイエ
ス様

さま

のようになるのです。イエス
様
さま

を心
こころ

から愛
あい

するならば、十
じっかい

戒
に従

したが

わなかったときには悲
かな

しくなり、その
罪
つみ

を悔
く

やむようになります。そして、彼
かれ

の
ゆるしを求

もと

めるようになります。イエス様
さま

はどんな時
とき

でも私
わたし

たちを愛
あい

してくださるの
で、彼

かれ

に従
したが

うことを選
えら

び、助
たす

けを求
もと

める
人
ひと

を、変
か

えてくださるのです。サタンがあ
なたを誘

ゆうわく

惑して、そんなことをしても無
む だ

駄
だとささやいても、その声

こえ

に耳
みみ

をかたむけ
てはいけません。

もっと学
まな

ぼう！
★出

しゅつ

エジプト記
き

25 － 27 章
しょう

；30

章
しょう

；31 章
しょう

；35 章
しょう

；36 章
しょう

；39：

32 － 40； 

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.405-

423

★あがないの歴
れ き し

史 p.186-193
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メリ ー の お 父
とう

さ
ん は、 灯

とうだいもり
台 守

〔灯
とうだい

台の番
ばん

をする人
ひと

〕でし
た。灯

とうだい
台というのは、海

うみ

のそばにある高
たか

い塔
とう

で、
そのてっぺんには部

へ や
屋が

あって、そこから一
ひとばんじゅう

晩中、
明
あか

るい光
ひかり

を放
はな

ちます。そ
の光

ひかり
が、そのあたりをとお

る船
ふね

に場
ば し ょ

所を知
し

らせて、危
あぶ

ないところに
近
ちか

づかないよう注
ちゅうい

意をうながします。まる
で、「船

ふ な の
乗りさんたち、気

き
をつけて！ここは

砂
すな

と岩
いわ

があるから、あまり近
ちか

づかないよう
に」と言

い
っているようです。

かつて灯
とうだいもり

台守たちは、灯
とうだい

台に住
す

みこみ
で働

はたら

き、たびたびランプの手
て い

入れをしま
した。昔

むかし

は、電
で ん き

気の明
あ

かりはなく、巨
きょだい

大
な芯

しん

に火
ひ

をともしていました。芯
しん

の後
うし

ろに
は反

はんしゃばん

射板〔光
ひかり

を反
はんしゃ

射させるもの〕があって、
火
ひ

がつけられると、何
なんばい

倍にも明
あか

るくされた
光
ひかり

が、海
うみ

を照
て

らすようになっていました。

メリーのお父
とう

さんが働
はたら

いていた灯
とうだい

台
は、ほとんどの時

じ か ん

間、水
みず

におおわれてい
る場

ば し ょ

所に建
た

てられていました。けれども１
日
ひ

に３時
じ か ん

間くらいは、潮
しお

が引
ひ

いている間
あいだ

に、大
おお

きな岩
いわ

の上
うえ

を歩
ある

いて、陸
りく

にわたる
ことができました。陸

りく

にわたっても、岩
いわ

が
水
みず

におおわれてしまう前
まえ

には、かならず
灯
とうだい

台に戻
もど

ることにしていました。メリーの

お父
とう

さんは、毎
まいにちくら

日暗
くなる前

まえ

に、彼
かのじょ

女が
無
ぶ じ

事、灯
とうだい

台に戻
もど

れる
ように気

き

をくばってい
ました。

ある日
ひ

の午
ご ご

後、メ
リーはひとりで灯

とうだい

台
にいました。潮

しお

が引
ひ

いている間
あいだ

に、お父
とう

さんは岩
いわ

をわたって、買
か

い物
もの

に出
で

かけま
した。「メリー、心

しんぱい

配しなくてもいいから
ね」とお父

とう

さんは言
い

いました。また、「岩
いわ

が水
みず

におおわれる前
まえ

に、お父
とう

さんはかな
らず戻

もど

ってくるからね。そして夕
ゆうがた

方になっ
たら、いつものように明

あ

かりをともすから」
と言

い

ってから娘
むすめ

にキスをし、いそいで出
で

ていきました。

メリーのお母
かあ

さんは？お母
かあ

さんは、２
年
ねんまえ

前に亡
な

くなってしまいました。メリーと
お父

とう

さんは、彼
かのじょ

女のことをとても恋
こい

しく思
おも

いました。けれどもメリーは、ひとりでも
こわくありませんでした。お父

とう

さんはいつ
でも約

やくそく

束を守
まも

ることを、知
し

っていたからで
す。また、やるべきことがたくさんあって、
時
じ か ん

間はあっというまに過
す

ぎていきました。

６時
じ

になって、メリーは心
しんぱい

配になってき
ました。灯

とうだい

台の小
ちい

さな窓
まど

から外
そと

を見
み

なが
ら、お父

とう

さんはどうしてまだ戻
もど

らないのだ

お話
はな

しひろば 

小
ち い

さな灯
と う だ い も り

台守―パート１
エイミー・シェラード
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ろうと考
かんが

えていました。もうすぐ、潮
しお

が満
み

ちてきます。

７時
じ

になって、水
みず

がだんだんと岩
いわ

をお
おってきました。メリーは、窓

まど

から外
そと

をの
ぞきながら、「お父

とう

さん、いそいで」と思
おも

わず叫
さけ

びました。「もう少
すこ

ししたら、水
みず

が
岩
いわ

をおおってしまって、灯
とうだい

台の明
あ

かりをつ
ける時

じ か ん

間に間
ま

にあわないわ」。

そしてとうとう、水
みず

が岩
いわ

をおおってしま
い、あたりはどんどん暗

くら

くなってきました。
おまけに、風

かぜ

が強
つよ

くなってきて、黒
くろ

い雲
くも

が空
そら

にひろがってきました。「たいへんだ、
嵐
あらし

がやってくるわ」と、メリーは思
おも

いまし
た。今

いま

となっては、もうお父
とう

さんが戻
もど

るの
は無

む り

理だということが、彼
かのじょ

女にも分
わ

かりま
した。彼

かのじょ

女ひとりでは、大
おお

きな芯
しん

に火
ひ

をと
もして、嵐

あらし

の中
なか

をとおりすぎる船
ふね

に、光
ひかり

で
危
き け ん

険を知
し

らせることもできません。近
ちか

くを
とおりすぎる船

ふね

は、灯
とうだい

台の光
ひかり

をあてにして
いるはずです。お父

とう

さんが大
おお

きな芯
しん

に火
ひ

をともすのを、メリーは何
な ん ど

度も見
み

たことが
ありますが、彼

かのじょ

女は小
ちい

さすぎて、芯
しん

に火
ひ

をつけることなどできないのです。

メリーは、泣
な

き出
だ

してしまいました。泣
な

いているうちに、大
だ い す

好きだったお母
かあ

さん
がよく言

い

っていたことを、思
おも

い出
だ

しました。
「困

こま

ったときにはいつでも、イエス様
さま

に
頼
たよ

りなさい」。彼
かのじょ

女は部
へ や

屋のすみっこへ行
い

き、そこでひざまずいて祈
いの

りました。「イ
エス様

さま

、どうぞ私
わたし

に、やるべきことを教
おし

え
てください。どうか、大

たいせつ

切なお父
とう

さんをお
守
まも

りください。ぶじに戻
もど

ってこられますよう
に」。

（続
つづ

く）
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日
に ち よ う び

曜日

今
こ ん

週
しゅう

は、 ひき つ づ き、 美
うつく

しい聖
せいじょ

所を訪
たず

ねてみます。
先
せんしゅう

週は、何
なに

を見
み

たか覚
おぼ

えています
か？白

しろ
い布

ぬの
のフェンスや、入

い

り口
ぐち

の
美
うつく

しい幕
まく

、子
こひつじ

羊を犠
ぎ せ い

牲にささげる
祭
さいだん

壇や、人
ひとびと

々が祈
いの

りをささげたりす
る庭

にわ
などがありましたね。

次
つぎ

に、 祭
さいだん

壇と聖
せいじょ

所 の 入
い

り口
ぐち

の 間
あいだ

に、
祭
さいだん

壇のようにピカピカした金
きんぞく

属でできた、
大
おお

きな洗
せ ん め ん き

面器のようなものが目
め

にとまりま
す。それには、水

みず

がいっぱい入
はい

っています。
案
あんないやく

内役の祭
さ い し

司によると、それは洗
せんばん

盤と呼
よ

ばれているそうです。聖
せいじょ

所で働
はたら

く祭
さ い し

司たち
は、清

せいけつ

潔でなくてはいけませんでした。そ
こで彼

かれ

らは、祭
さいだん

壇でささげ物
もの

を焼
や

く前
まえ

や、
聖
せいじょ

所の中
なか

に入
はい

っていく前
まえ

には、まず洗
せんばん

盤
のところで靴

くつ

をぬぎ、手
て

と
足
あし

を洗
あら

ったのでした。

洗
せんばん

盤は、たくさんの女
おんな

の
人
ひと

たちが聖
せいじょ

所のためにささ
げた、鏡

かがみ

でできていました。

多
おお

くの人
ひと

の、惜
お

しみないささげ物
もの

のおか
げで、美

うつく

しい聖
せいじょ

所ができ上
あ

がっていった
わけです。

白
しろ

いフェンス〔囲
かこ

い〕をとおって中
なか

に
入
はい

るための門
もん

は一
ひと

つしかありませんでした
が、聖

せいじょ

所の中
なか

に入
はい

るための門
もん

も、ひとつ
だけでした。中

なかにわ

庭に入
はい

るときと同
おな

じように、
そこにも、青

あお

と紫
むらさき

と深
し ん く

紅〔濃
こ

い赤
あか

〕色
いろ

の
幕
まく

があります。ひとつの門
もん

と幕
まく

は、どちら
も、私

わたし

たちがゆるされ、天
てん

の神
かみさま

様にたち
かえる方

ほうほう

法はひとつしかないこと
を教

おし

えています。つまりそれは、
イエス様

さま

の生
しょうがい

涯〔一
いっしょう

生〕と死
し

に信
しんらい

頼することによってでありま
す。ヨハネ10：７，９；14：６。

神
かみさま

様の美
うつく

しい聖
せいじょ

所

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「人
ひとびと

々がわたしにむかって『われらは主
しゅ

の家
いえ

に行
い

こう』と言
い

っ

たとき、わたしは喜
よろこ

んだ」。―詩
し へ ん

篇 122：１

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、私
わたし

たちの体
からだ

と
服
ふく

がきれいであることを望
のぞ

んでおられます
か？特

とく

に教
きょうかい

会へは、きれいな体
からだ

と服
ふくそう

装で
行
い

くことを、望
のぞ

まれるのではないでしょう
か？神

かみさま

様は、私
わたし

たちの心
こころ

〔思
おも

い〕もきれ
いにたもつことを望

のぞ

んでおられるでしょう
か？私

わたし

たちは、安
あんそくにち

息日にも、ほかの日
ひ

と
同
おな

じように、遊
あそ

びや仕
し ご と

事のことを考
かんが

えるで
しょうか？神

かみさま

様は、私
わたし

たちをとても愛
あい

して
おられるので、私

わたし

たちをサタンのわなから
助
たす

け出
だ

すために、イエス様
さま

を救
すく

いの門
もん

と
してくださいました。

月
げ つ よ う び

曜日

今
き ょ う

日は、聖
せいじょ

所の中
なか

に入
はい

っていって、
いくつかの美

うつく
しい宝

たから
を見

み
てみま

しょう。中
なか

に入
はい

れるのは祭
さいし

司だけなので、
案
あんないやく

内役の祭
さいし

司に、中
なか

の様
よ う す

子を語
かた

ってもら
うしかありません。

祭
さ い し

司は、ほとんど信
しん

じられないようなこ
とを言

い

います。へや全
ぜんたい

体が、かすかに光
ひか

り輝
かがや

いているというのです。匂
にお

いもすばら
しいそうです。壁

かべ

とそれぞれの備
び ひ ん

品に光
ひかり

が反
はんしゃ

射して、わずかな光
ひかり

でも全
ぜんたい

体が明
あか

る
くなるのです。なぜでしょう？壁

かべ

とそれぞ
れの備

び ひ ん

品は、すべて純
じゅんきん

金でおおわれてい
るからです。

案
あんないにん

内人によると、中
なか

はふたつの部
へ や

屋
に分

わ

かれているそうです。最
さいしょ

初の部
へ や

屋は
聖
せいじょ

所と呼
よ

ばれ、二
に ば ん め

番目の部
へ や

屋は至
し せ い じ ょ

聖所と
呼
よ

ばれています。ふたつの部
へ や

屋の間
あいだ

には、
きらびやかな幕

まく

があり、これまで見
み

てきた
二
に ま い

枚の幕
まく

よりも美
うつく

しいものです。

その幕
まく

は、天
てんじょう

井よりも低
ひく

いところから下
さ

がっているので、祭
さ い し

司たちは、もうひと
つの部

へ や

屋からもれる光
ひかり

を見
み

ることができま
す。その光

ひかり

は、神
かみさま

様のご臨
りんざい

在の光
ひかり

そのも
のだそうです。時

ときどき

々、その光
ひかり

が明
あか

るくなり
すぎると、祭

さ い し

司たちは、部
へ や

屋を出
で

なけれ
ばならないこともあるそうです。

聖
せいじょ

所に窓
まど

はありません。部
へ や

屋の中
なか

を照
て

らす光
ひかり

は、左
ひだりがわ

側にある、美
うつく

しい金
きん

の燭
しょくだい

台
からきています。

燭
しょくだい

台には、七
ななほん

本の枝
えだ

があります。それ
ぞれの枝

えだ

のてっぺんには、油
あぶら

の皿
さら

があり、
その中

なか

には芯
しん

があります。祭
さ い し

司たちが、
芯
しん

を切
き

りそろえてきれいにし、皿
さら

に油
あぶら

を入
い

れるとき、すべてのランプをいちどに取
と

り
出
だ

すことはありません。ランプは昼
ひる

も夜
よる

も、
絶
た

えず燃
も

えて
いるのです。

明
あ

か り は、
イエス様

さま

が世
よ

の光
ひかり

であるこ
とを、 私

わたし

たち
に思

おも

い起
お

こさせます。神
かみさま

様は決
けっ

して眠
ねむ

るこ
とがなく、絶

た

えず私
わたし

たちを見
み ま も

守っておられ
ます。油

あぶら

は、私
わたし

たちに正
ただ

しいことを選
えら

ばせ
て、十

じっかい

戒に従
したが

う手
て だ す

助けをしてくれる、聖
せいれい

霊
のようなものです。私

わたし

たちがそれをすると
き、私

わたし

たちもまた、イエス様
さま

の光
ひかり

を輝
かがや

かし
ていることになるのです。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちが礼
れいはい

拝のために
教
きょうかい

会へ行
い

くとき、そこには、神
かみさま

様が特
とくべつ

別
にいてくださるのでしょうか？ならば、私

わたし

た
ちは、教

きょうかい

会でどのような態
た い ど

度をとるべきで
しょうか？
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火
か よ う び

曜日

案
あ ん

内
ないやく

役の祭
さ い し

司が、聖
せいじょ

所と呼
よ

ばれる
第
だいいち

一の部
へ や

屋について語
かた

ってくれま
す。入

はい
って左

ひだりがわ
側には、金

きん
の燭

しょくだい
台がありま

した。右
みぎがわ

側には、金
きん

のテーブルがありま
す。その上

うえ
には、積

つ
まれたパンが二

にれつ
列に

ならんで置
お

かれています。とくべつな、聖
せい

なるパンです。それぞれ、六
ろくまい

枚ずつ積
つ

ま
れていて、パンの一

いちまいいちまい
枚一枚が、イスラエル

の各
かくぶぞく

部族をあらわしています。いいにおい
のする香

かお
りが、

パンの上
うえ

に振
ふ

りかけられて
います。

案
あ ん な い や く

内 役 の
祭
さ い し

司によると、
安
あんそくにち

息日ごとに、
新
あたら

しく焼
や

かれたパンが、そこに置
お

かれるそ
うです。とりかえられたパンは、祭

さ い し

司たち
が食

た

べることになっています。

パンといえば、イエス様
さま

も、ご自
じ ぶ ん

分
のことを、命

いのち

のパンであると言
い

われまし
た。私

わたし

たちは、みことばというイエス様
さま

の
言
こ と ば

葉、すなわち聖
せいしょ

書を学
まな

ぶことによって、
命
いのち

のパンを食
た

べるのです。それと同
ど う じ

時に、
私
わたし

たちに毎
まいにち

日食
た

べ物
もの

を与
あた

えてくださるの
も、イエス様

さま

であることを覚
おぼ

えるのです。
私
わたし

たちは、毎
まいにち

日、どちらの食
た

べ物
もの

も必
ひつよう

要と
しています。

次
つぎ

に、案
あんないやく

内役の祭
さ い し

司は、聖
せいじょ

所と至
し せ い じ ょ

聖所
をへだてている幕

まく

の前
まえ

にある、美
うつく

しい金
きん

の香
こうだん

壇について語
かた

ってくれます。その香
かおり

の祭
さいだん

壇に、最
さいしょ

初に火
ひ

をつけたのは、神
かみさま

様
ご自

じ し ん

身であったそうです。祭
さ い し

司たちはいつ
も、この神

しんせい

聖な火
ひ

で、香
こう

をたいたのでした。

毎
まいにち

日、朝
あさ

と夕
ゆう

の同
おな

じ時
じ こ く

刻に、外
そとにわ

庭でい
けにえがささげられ、人

ひとびと

々は祈
いの

りと罪
つみ

の
告
こくはく

白をおこない、ひとりの祭
さ い し

司が、香
こうだん

壇
の上

うえ

の燃
も

える炭
すみ

を使
つか

って、香
こう

を燃
も

やしまし
た。それをしている間

あいだ

、祭
さ い し

司は、神
かみさま

様の
光
ひかり

が輝
かがや

いている至
し せ い じ ょ

聖所のほうを向
む

いてい
ました。香

こう

の煙
けむり

がたちこめると、外
そと

にいる
人
ひと

たちも、その匂
にお

いをかぐことができまし
た。神

かみさま

様は、自
じ ぶ ん

分たちの罪
つみぶか

深い生
しょうがい

涯では
なく、イエス様

さま

の完
かんぜん

全な生
しょうがい

涯をご覧
らん

にな
ることを、人

ひとびと

々は、信
しんこう

仰によって知
し

るので
した。

考
かんが

えてみよう：聖
せいしょ

書 の 物
ものがたり

語 を 学
まな

び、
暗
あんしょうせいく

唱聖句を覚
おぼ

えることが、イエス様
さま

のみ
ことばを食

た

べることです。食
た

べ物
もの

を食
た

べ
ることによって、体

からだ

が健
けんこう

康で丈
じょうぶ

夫になるよ
うに、みことばを食

た

べると、心
こころ

が健
けんこう

康で
丈
じょうぶ

夫になり、イエス様
さま

のためにもっと働
はたら

くことができるようになります。イエス様
さま

は、毎
まいにち

日、私
わたし

たちと話
はなし

をすることをお喜
よろこ

び
になります。私

わたし

たちは、お祈
いの

りを終
お

えると
きに、「イエス様

さま

のみ名
な

によってお祈
いの

りし
ます。アーメン」などと言

い

いますが、それ
はつまり、イエス様

さま

が私
わたし

たちのためにして
くださったことに信

しんらい

頼しているということな
のです。そうするとき、
神
かみさま

様は、かならず私
わたし

た
ちの祈

いの

りを聞
き

いてくだ
さいます。
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水
す い よ う び

曜日

案
あ ん

内
ないやく

役の祭
さいしじしん

司自身も、至
しせいじょ

聖所の中
なか

にはいちども入
はい

ったことがなく、
もちろん、実

じっさい
際に中

なか
の様

よ う す
子を見

み
たことも

ないそうです。そこは、もっとも神
しんせい

聖で
重
じゅうよう

要な場
ば し ょ

所です。そこに入
はい

っていけるの
は、大

だいさいし
祭司だけで、しかも年

ねん
にいちど、

贖
しょくざい

罪の日
ひ

だけでした。

至
し せ い じ ょ

聖 所 に
置
お

か れ て い
るのは、たっ
た ひ と つ の
備
び ひ ん

品 だ け で
した。神

しんせい

聖な金
きん

の箱
はこ

です。その箱
はこ

の中
なか

に
は、二

に ま い

枚の石
いし

の板
いた

がありました。それに
は何

なに

が書
か

かれていたか、覚
おぼ

えていますか？
だれが、どのように書

か

いたものでしたか？
二
に ま い

枚の石
いし

の板
いた

には、神
かみさま

様の十
じっかい

戒が書
か

か
れており、サタンはこれらの戒

いまし

めをとても
嫌
きら

っています。さらに、得
と く い

意のうそを使
つか

い、
十
じっかい

戒を偽
いつわ

って伝
つた

えています。彼
かれ

が何
なに

よりも
望
のぞ

んでいるのは、これらの戒
いまし

めを破
は か い

壊し、
私
わたし

たちに十
じっかい

戒を忘
わす

れさせることなのです。

案
あんないやく

内役の祭
さ い し

司によると、至
し せ い じ ょ

聖所の中
なか

に
あるのは、内

うちがわ

側も外
そとがわ

側も金
きん

でおおわれた、
美
うつく

しい木
き

の箱
はこ

だそうです。上
うえ

のふたは
純
じゅんきん

金でできていて、恵
めぐ

みの座
ざ

と呼
よ

ばれて
いました。恵

めぐ

みの座
ざ

の両
りょう

はしには、美
うつく

しく
彫
ちょうこく

刻された、金
きん

の天
て ん し

使が置
お

かれていまし
た。どちらの天

て ん し

使も、うやうやしく、箱
はこ

の
ある下

した

のほうを向
む

いています。天
て ん し

使たち
の間

あいだ

には、神
かみさま

様がそこにおられることをあ

らわす、まばゆい光
ひかり

が輝
かがや

いています。

恵
めぐ

みの座
ざ

は、神
かみさま

様の大
おお

きな愛
あい

と恵
めぐ

み
を思

おも

い出
だ

させてくれます。神
かみさま

様の救
すく

いの
計
けいかく

画がなかったら、私
わたし

たちのだれも、イ
エス様

さま

と永
えいえん

遠に生
い

きることはできません。
けれども神

かみさま

様が、 私
わたし

たちを救
すく

うための
特
とくべつ

別な計
けいかく

画をたててくださったので、だれ
でもイエス様

さま

を選
えら

ぶなら、彼
かれ

とともにいつ
までも生

い

きることができるのです。もちろ
ん、サタンの提

ていきょう

供する、滅
ほろ

びと死
し

を選
えら

ぶ
こともできます。

考
かんが

えてみよう：もし十
じっかい

戒がなかったら、
私
わたし

たちは、罪
つみ

とは何
なに

かを知
し

ることができた
でしょうか？いいえ。ローマ人

びと

への手
てが み

紙７

章
しょう

の７節
せつ

で、パウロが何
なに

と言
い

っているか
読
よ

んでください。罪
つみ

がどのようなものかを、
私
わたし

たちが知
し

ることを、サタンは望
のぞ

んでいま
すか？もちろん、望

のぞ

んでいません。律
りっぽう

法
は罪

つみ

について私
わたし

たちに教
おし

えてくれること、
また私

わたし

たちは十
じっかい

戒に従
したが

うことを選
えら

ぶ決
けっしん

心
ができることを、サタンはよく知

し

っていま
す。彼

かれ

はまた、私
わたし

たちが従
したが

うことを選
えら

んで
も、イエス様

さま

の助
たす

けなしには、そうするこ
とはできないことも知

し

っています。サタン
は、神

かみさま

様のすばらしい計
けいかく

画を、私
わたし

たちに
知
し

ってほしくないのです。それを知
し

れば、
私
わたし

たちは、この世
せ か い

界におられたときの、イ
エス様

さま

の生
い

き方
ほう

をまねることができるよう
になるからです。神

かみさま

様のご計
けいかく

画は、私
わたし

た
ちを助

たす

けてくれる、すばらしい力
ちから

について
教
おし

えてくれます。私
わたし

たちが罪
つみ

を犯
おか

しても、
イエス様

さま

の生
しょうがい

涯が私
わたし

たちをおおってくれる
ことができるように、彼

かれ

は、私
わたし

たちの罪
つみ

の
罰
ばっきん

金を払
はら

ってくださったのです。私
わたし

たちの
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ためにイエス様
さま

がしてくださったこと、ま
た今

いま

もしてくださっているすべてのことを、
感
かんしゃ

謝したいとは思
おも

いませんか？

木
も く よ う び

曜日

聖
せ い

所
じょ

の天
てんじょう

井は、亜
あ ま ぬ の

麻布でできてい
るそうです。白

しろ
いフェンスのような、

無
む じ

地〔全
ぜんたい

体が同
おな

じ色
いろ

で模
も よ う

様のないこと〕
ではありません。それはまるで、天

てんし
使たち

の雲
くも

のように見
み

えます。これらの天
てんし

使たち
が、亜

あ ま ぬ の
麻布に注

ちゅうい
意ぶかく織

お
り込

こ
まれてい

るのです。そういった天
てんし

使たちが、どちら
の部

へ や
屋の天

てんじょう
井にも織

お
り込

こ
まれているわけ

ですが、私
わたし

たちには見
み

えません。このよう
に、目

め
には見

み
えなくても、私

わたし
たちの世

せかい
界じゅ

ういたるところに天
てんし

使たちが飛
と

びまわって、
私
わたし

たちの救
すく

いのために働
はたら

いてくれているの
です。

「布
ぬの

の天
てんじょう

井の上
うえ

にある屋
や ね

根は、何
なに

ででき
ているのですか？」と、案

あんないやく

内役の祭
さ い し

司に
尋
たず

ねてみました。すると、聖
せいじょ

所の屋
や ね

根は、
四
よっ

つの層
そう

〔重
かさ

なり〕になっている、との
答
こた

えが返
かえ

ってきました。

亜
あ ま ぬ の

麻布のすぐ上
うえ

には、ヤギの毛
け

ででき
た覆

おお

いがあります。次
つぎ

の覆
おお

いは、雄
おすひつじ

羊の
皮
かわ

でできています。いちばん上
うえ

にかかっ
ているのが、ジュゴンの皮

かわ

でできた覆
おお

い
です。それが、雨

あめ

を防
ふせ

いでくれます。

次
つぎ

に、「大
だ い さ い し

祭司の服
ふくそう

装は、ほかの祭
さ い し

司
のとは違

ちが

っているのですか？」という質
しつもん

問
をしてみました。大

だ い さ い し

祭司の服
ふくそう

装は、ほか
の祭

さ い し

司の服
ふくそう

装と違
ちが

って、とても美
うつく

しいそう
です。白

しろ

い衣
ころも

の上
うえ

に、彼
かれ

は、青
あお

い衣
ころも

を重
かさ

ねて着
き

ています。肩
かた

からは、胸
む ね あ

当てと呼
よ

ばれるものを下
さ

げています。胸
む ね あ

当ての上
うえ

には 12 個
こ

の美
うつく

しい宝
ほうせき

石があって、それ
ぞれ、イスラエルの 12 部

ぶ ぞ く

族の一
ひと

つひと
つをあらわしています。神

かみさま

様は、いつで
も私

わたし

たちのことを心
こころ

にとめておられ、また
私
わたし

たちは、神
かみさま

様にとってとても大
たいせつ

切である
ことを、胸

む ね あ

当ては思
おも

い出
で

させてくれるそう
です。すばらしいですね。

ふたたび外
そと

に出
で

ると、この美
うつく

しい聖
せいじょ

所
を つ くる の
に、 半

は ん と し

年 も
か かったと、
案
あ ん な い や く

内 役 の
祭
さ い し

司が教
おし

えて
くれました。

考
かんが

えてみよ

う：聖
せいじょ

所にあ
るすべてのものは、イエス様

さま

と、私
わたし

たち
をサタンから救

すく

うためのすばらしい計
けいかく

画に
ついて教

おし

えてくれます。さらに聖
せいじょ

所は、イ
エス様

さま

のすばらしい愛
あい

について、私
わたし

たち
に教

おし

えていますか？

金
き ん よ う び

曜日

これまで、聖
せいじょ

所のツアーをしてきま
したが、聖

せいじょ
所について、どれくら

い思
おも

い出
だ

すことができますか？

聖
せいじょ

所は、何
なに

で囲
かこ

まれていましたか？それ
は何

なにいろ

色で、何
なに

でできていましたか？

幕
まく

は、全
ぜ ん ぶ

部でいくつありましたか？何
なにいろ

色
の色

いろ

が使
つか

われていましたか？それぞれの
色
いろ

の意
い み

味を、覚
おぼ

えていますか？

Se
an

 E
ic

he
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er
ge

r
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入
いりぐち

口から外
そとにわ

庭に入
はい

って、最
さいしょ

初に見
み

え
たものは何

なに

でしたか？そこでは、一
いちにち

日に
二
に ど

度、何
なに

が行
おこな

われましたか？それは、何
なに

を意
い み

味していましたか？その祭
さいだん

壇では、他
ほか

にもいけにえがささげられていましたか？

幕
ま く や

屋の中
なか

の最
さいしょ

初の部
へ や

屋は、何
なに

と呼
よ

ばれ
ていましたか？そこにあった備

び ひ ん

品の名
な ま え

前
は、何

なに

でしたか？それぞれの備
び ひ ん

品の意
い み

味
を、覚

おぼ

えていますか？

第
だ い に

二の部
へ や

屋は、何
なに

と呼
よ

ばれていました
か？そこには、何

なに

がありましたか？見
み

かけ
は、どのようなものでしたか？その部

へ や

屋に
入
はい

ることのできる、ただひとりの人
ひと

とは、
誰
だれ

でしたか？その人
ひと

の服
ふくそう

装は、どのような
ものでしたか？またそれは、ほかの祭

さ い し

司と
は違

ちが

っていましたか？聖
せいじょ

所は誰
だれ

について、
また何

なに

について、私
わたし

たちに教
おし

えています
か？

聖
せいじょ

所の訪
ほうもん

問は、楽
たの

しかったですか？

もっと学
まな

ぼう！
★出

しゅつ

エジプト記
き

25 － 27 章
しょう

；30

章
しょう

；31 章
しょう

；35 章
しょう

；36 章
しょう

；39：

32 － 40；

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.405-423

★あがないの歴
れ き し

史 p.186-193
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実
じ つ

は、 近
ちか

く の 岩
いわ

の 後
うし

ろ に は、
難
な ん ぱ せ ん あ

破船荒らし〔わざと船
ふね

を難
な ん ぱ

破さ
せたり、難

な ん ぱ
破した船

ふね
からいろいろな物

もの
を

略
りゃくだつ

奪したりする人
ひと

〕と呼
よ

ばれる悪
わる

い人
ひと

た
ちがひそんでいたことを、メリーは知

し
りま

せんでした。メリーのお父
とう

さんが出
で

ていく
のを見

み
た彼

かれ
らは、灯

とうだい
台に残

のこ
っているのは、

女
おんな

の子
こ

ひとりだけであることが分
わ

かりま
した。すぐに彼

かれ
らは、彼

かのじょ
女のお父

とう
さんが

灯
とうだい

台に戻
もど

るのをじゃまして、近
ちか

くを通
とお

る船
ふね

に危
き け ん

険を教
おし

える明
あ

かりをともさせないよう
にしようという、計

けいかく
画を立

た
てたのでした。

その日
ひ

の晩
ばん

、このあたりを通
とお

ることに
なっていた船

ふね

の中
なか

には、とても高
こ う か

価な
積
つ み に

荷をのせているものもありました。灯
とうだい

台
からの明

あ

かりがなければ、嵐
あらし

の中
なか

、船
ふね

は岩
いわ

にぶつかって難
な ん ぱ

破〔暴
ぼ う ふ う う

風雨などの
ために船

ふね

が壊
こわ

れたり、暗
あんしょう

礁にのりあげた

り、沈
しず

んだりすること〕してしまうだろうと、
難
な ん ぱ せ ん あ

破船荒らしたちは考
かんが

えたのでした。そう
なれば、彼

かれ

らは難
な ん ぱ

破した船
ふね

に襲
おそ

いかかっ
て、高

こ う か

価な物
もの

を奪
うば

うことができます。難
な ん ぱ

破
した船

ふね

の船
ふ な の

乗りたちが、死
し

のうが、けがを
しようが、この悪

わる

い人
ひと

たちにはどうでもい
いことでした。

町
まち

へ行
い

ったお父
とう

さんは、買
か

い物
もの

をすま
せてから、灯

とうだい

台に戻
もど

ろうとしていました。
灯
とうだい

台の明
あ

かりをともす時
じ か ん

間が、せまってき
ています。灯

とうだい

台にわたる場
ば し ょ

所に近
ちか

づいた
とき、難

な ん ぱ せ ん あ

破船荒らしたちが隠
かく

れ家
が

から出
で

てきて、襲
おそ

いかかってきました。彼
かれ

らは、
メリーのお父

とう

さんを地
じ め ん

面に打
う

ち倒
たお

し、す
ばやく彼

かれ

の手
て あ し

足をロープでしばりました。
それから彼

かれ

を小
こ や

屋に運
はこ

び入
い

れ、朝
あさ

までそ
こに閉

と

じ込
こ

めておいたのです。「お願
ねが

いで
すから、放

はな

してください」とけん命
めい

に頼
たの

ん
でも、彼

かれ

らはただ、ばかにしたように笑
わら

う
だけでした。難

な ん ぱ せ ん あ

破船荒らしの仲
な か ま

間のうち、
ふたりは小

こ や

屋に残
のこ

って見
み は

張りをし、あとの
連
れんちゅう

中は、急
いそ

いで海
かいがん

岸に戻
もど

っていきました。

お父
とう

さんは、しばられたまま横
よこ

たわりな
がら、「ああ、かわいそうなメリー！たった
ひとり、灯

とうだい

台にとり残
のこ

された彼
かのじょ

女は、いっ
たいどうするのだろう」と心

こころ

の中
なか

で叫
さけ

びま
した。「だれも明

あ

かりをともさなければ、
何
なんせき

隻もの船
ふね

が、難
な ん ぱ

破してしまうだろう。そ
うなったら、何

なんびゃくにん

百人もの船
ふ な の

乗りたちが、命
いのち

お話
はな

しひろば 

小
ち い

さな灯
と う だ い も り

台守―パート 2
エイミー・シェラード

メリーのお母
かあ

さんは、亡
な

くなってい
て、メリーとお父

とう

さんの二
ふ た り

人で、灯
とうだい

台
に住

す

んでいました。彼
かのじょ

女のお父
とう

さん
は、灯

とうだいもり

台守〔灯
とうだい

台の番
ばん

をする人
ひと

〕で
した。ある日

ひ

の夕
ゆうがた

方、町
まち

に行
い

ったお
父
とう

さんが、いつまでたっても戻
もど

ってき
ません。灯

とうだい

台にひとり取
と

り残
のこ

されたメ
リーは、とても心

こころぼそ

細くなりました。
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を失
うしな

うことになる」。

外
そと

はすっかり暗
くら

くなり、灯
とうだい

台の中
なか

にいた
メリーは、ますます心

こころぼそ

細くなり、とても怖
こわ

くなりました。お父
とう

さんは、どこにいるの
でしょう？今

こんばん

晩このあたりを通
とお

る船
ふね

は、ま
た船

ふ な の

乗りたちは、どうなってしまうのでしょ
う？彼

かのじょ

女は、もしかしたら自
じ ぶ ん

分が、明
あ

かり
をつけることはできないだろうかと考

かんが

えま
した。明

あ

かりのある場
ば し ょ

所は高
たか

すぎて、届
とど

きそうにありません。それでも彼
かのじょ

女は、マッ
チを手

て

にとって、明
あ

かりのところまでテー
ブルを引

ひ

っぱってきました。テーブルの上
うえ

にのぼり、できるだけ背
せ の

伸びをしましたが、
それでも芯

しん

には届
とど

きません。

とつぜん、「棒
ぼう

を使
つか

ったらどうだろう」と
いう考

かんが

えがひらめきました。「棒
ぼう

にマッチ
をくくりつけたら、火

ひ

が芯
しん

に届
とど

くかもしれ
ない。そうすれば、明

あ

かりをともすことが
できるわ」。しかし、棒

ぼう

はどこにも見
み あ

当た
りません。

外
そと

では、嵐
あらし

がますます激
はげ

しくなってい
ます。うなるような風

かぜ

の音
おと

と、危
き け ん

険な岩
いわ

に打
う

ちつける波
なみ

の音
おと

が聞
き

こえます。海
うみ

の

上
うえ

では、船
ふ な の

乗りたちが、海
かいがん

岸のほうを見
み

て、けん命
めい

に明
あ

かりをさがしていました。
「自

じ ぶ ん

分たちは今
いま

、どこにいるのだろう？
方
ほうがく

角を誤
あやま

ってしまったのだろうか？」彼
かれ

ら
は、船

ふね

をどこに進
すす

めるべきか、分
わ

からなく
なってしまいました。おまけに、難

な ん ぱ せ ん あ

破船荒
らしの連

れんちゅう

中は、船
ふね

が岩
いわ

にぶつかって壊
こわ

れ
るのを、今

いま

か今
いま

かと待
ま

っていました。

小
こ や

屋では、メリーのお父
とう

さんが、暗
くら

くさ
びしい灯

とうだい

台にひとりぼっちでいるはずの、
娘
むすめ

のために祈
いの

っていました。「神
かみさま

様、どう
かメリーを守

まも

ってください。また、どうに
かして、船

ふね

が岩
いわ

にぶつからないようにお助
たす

けください！」

（続
つづ

く）
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日
に ち よ う び

曜日

先
せ ん

週
しゅう

とその前
まえ

の週
しゅう

は、想
そうぞう

像の中
なか

で、聖
せいじょ

所を訪
たず

ねました。イスラエ
ルの人

ひと
たちが建

た
てた、旧

きゅうやくせいしょ
約聖書の時

じ だ い
代の

幕
まくや

屋です。それは、彼
かれ

らにとって、最
さいしょ

初の
教
きょうかい

会 でした。神
かみさま

様が、その建
たてもの

物の図
ず あ ん

案
〔デザイン〕をモーセに与

あた
え、その図

ずあん
案に

正
せいかく

確にしたがって、聖
せいじょ

所が建
た

てられたわけ
です。

イスラエルの人
ひと

たちが建
た

てた聖
せいじょ

所は、
いわゆる模

も け い

型でした。それは、私
わたし

たちを
サタンから自

じ ゆ う

由にするための、神
かみさま

様のす
ばらしい計

けいかく

画を示
しめ

したものでした。本
ほんもの

物

の聖
せいじょ

所はどこにありますか？それもまた、
神
かみさま

様の宮
みや

と呼
よ

ばれていますね。

次
つぎ

にあげる質
しつもん

問に、いくつ答
こた

えられる
か、数

かぞ

えてください。聖
せいじょ

所の真
ま う え

上には、
昼
ひる

も夜
よる

も、何
なに

がありましたか？昼
ひ る ま

間、それ
は何

なに

の役
やくわり

割をはたしましたか？夜
よる

の間
あいだ

は、
どのように見

み

えましたか？それは、イエス
様
さま

について、何
なに

を教
おし

えていましたか？

聖
せいじょ

所の中
なか

には、神
かみさま

様の臨
りんざい

在〔神
かみさま

様がお
られること〕を示

しめ

す、特
とくべつ

別な何
なに

かがありま
したが、それは何

なん

でしたか？神
しんせい

聖な箱
はこ

の
上
うえ

に輝
かがや

いていた、まばゆい光
ひかり

を覚
おぼ

えてい
ますか？

聖
せいじょ

所の中
なか

には、部
へ や

屋がいくつあって、

ナダブとアビウ

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「ぶどう酒
しゅ

と濃
こ

い酒
さけ

を飲
の

んではならない」。

―レビ記
き

10：９

暗
あんしょうせいく

唱聖句

Sean Eichelberger
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それぞれ何
なん

と呼
よ

ばれていましたか？

十
じっかい

戒は、どこに置
お

かれていました
か？

実
じつ

のところ、聖
せいじょ

所の内
うちがわ

側と周
しゅうい

囲
にあるすべてのものは、イエス様

さま

と彼
かれ

の愛
あい

について、私
わたし

たちに教
おし

え
てくれています。内

うちがわ

側と外
そとがわ

側にあっ
た物

もの

の名
な ま え

前を、すべて言
い

うことがで
きますか？また、それぞれの物

もの

は、
イエス様

さま

とその愛
あい

について、どのよ
うなことを教

おし

えていますか？

考
かんが

えてみよう：イスラエル人
びと

は、
いつでもイエス様

さま

に信
しんらい

頼しているこ
とが、なかなかできませんでしたね。イ
エス様

さま

は、彼
かれ

らを助
たす

けるために、できる
だけのことをしておられましたね。今

こんにち

日イ
エス様

さま

は、昔
むかし

のイスラエルの人
ひと

たちのす
ぐそばにおられたように、私

わたし

たちのすぐそ
ばにおられますか？

月
げ つ よ う び

曜日

何
な ん

百
びゃくまんにん

万 人 もの、テント暮
く

らしを
している人

ひと
たちの中

なか
で、しかも

砂
さ ば く

漠で、自
じぶん

分もテント暮
く

らしをしているよ
うすを、想

そうぞう
像してみてください。あれほど

大
おおぜい

勢の人
ひと

たちといっしょにいると、いろん
な問

もんだい
題が起

お
こってくるのではないでしょう

か？

しかし、実
じっさい

際にイスラエル人
びと

のキャンプ
を見

み

ることができたら、すべてがきちんと
整
ととの

っていたことに、きっと驚
おどろ

くことでしょ
う。

真
ま う え

上を明
あか

るい雲
くも

でおおわれていた聖
せいじょ

所

は、野
や え い ち

営地〔キャンプ〕のちょうど真
ま

ん中
なか

にあり、その周
しゅうい

囲は、かなりの距
き ょ り

離を置
お

いてから、数
かぞ

えきれないほどのテントがた
ちならんでいました。

何
なんぜん

千、何
なんまん

万というテントは、12 の大
おお

き
なグループに分

わ

けられていて、どのテント
も、まっすぐな列

れつ

の中
なか

に、きちんと並
なら

べら
れていました。どのグループのテントも、
キャンプの中

ちゅうしん

心にある聖
せいじょ

所を向
む

いていま
した。

東
ひがし

がわには３つのグループが置
お

かれ、
聖
せいじょ

所の正
しょうめん

面に面
めん

していました。南
みなみ

がわに
も３つ、西

にし

がわにも３つ、北
きた

がわにも、
それぞれ３つのグループが置

お

かれていま
した。そして、すべてのテントが、神

かみさま

様の
テント〔幕

ま く や

屋〕に向
む

かって立
た

てられていた
わけです。

なぜ、12 のグループに分
わ

けられていた
と思

おも

いますか。創
そ う せ い き

世記の時
じ だ い

代にさかのぼ
ると、ヤコブには 12 人

にん

の息
む す こ

子がいたこと
が思

おも

い出
だ

されますね。それぞれの息
む す こ

子の
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家
か ぞ く

族が、部
ぶ ぞ く

族を形
かたち

づくるようになり、それ
ぞれの部

ぶ ぞ く

族は、その部
ぶ ぞ く

族のもととなった
息
む す こ

子の名
な ま え

前で呼
よ

ばれていました。

どのグループの場
ば し ょ

所にも、その部
ぶ ぞ く

族の
特
とくべつ

別な旗
はた

がたてられていたので、人
ひとびと

々が
道
みち

に迷
まよ

うことはありませんでした。

考
かんが

えてみよう：野
や え い ち

営地〔キャンプ〕の
まん中

なか

にあるもの、つまり聖
せいじょ

所が、もっと
も大

だ い じ

事な部
ぶ ぶ ん

分でした。さらに、至
し せ い じ ょ

聖所の
中
ちゅうしん

心には、十
じっかい

戒をおさめた神
しんせい

聖な箱
はこ

があ
りました。このような位

い ち か ん け い

置関係をみると、
何
なに

がどれほど大
たいせつ

切であったか、分
わ

かってく
るのではないでしょうか？

火
か よ う び

曜日

そのころのイスラエル人
びと

に混
ま

じって、
テント生

せいかつ
活をしてみたいとは思

おも
い

ませんか？そこは、どこもかしこもきちんと
していて、見

み
わたすかぎり、ゴミひとつ落

お

ちていない清
せいけつ

潔なキャンプでした。あなた
もそこにいたら、きっと注

ちゅうい
意ぶかく、身

み
の

まわりをきれいにしたことでしょう。

しかし野
や え い ち

営地では、ひとつだけ、分
わ

か
らないことに出

で

くわしたことでしょう。12
の部

ぶ ぞ く

族またはグループに分
わ

けられていた
と言

い

われていますが、レビとヨセフの部
ぶ ぞ く

族
はどうして見

み あ

当たらないのでしょう？

ヨセフについては、彼
かれ

の二
ふ た り

人の息
む す こ

子に
部
ぶ ぞ く

族が分
わ

けられました。エフライム族
ぞく

とマ
ナセ族

ぞく

です。それから、人
ひとびと

々が金
きん

の子
こ う し

牛
を拝

おが

んだときに、何
なに

が起
お

こったか覚
おぼ

えてい
ますか？そのとき、神

かみさま

様への忠
ちゅうせい

誠〔忠
ちゅうじつ

実
で正

しょうじき

直な心
こころ

〕をたもったのは、レビ族
ぞく

だ

けでした。神
かみさま

様は彼
かれ

らに栄
え い よ

誉を与
あた

え、彼
かれ

らの中
なか

から、聖
せいじょ

所の務
つと

めをする人
ひと

たちを
選
えら

ばれました。ですから、祭
さ い し

司になる人
ひと

は、
かならずレビ族

ぞく

の出
しゅっしん

身であったわけです。

レビ族
ぞく

のテントは、聖
せいじょ

所に一
いちばんちか

番近いとこ
ろにありました。聖

せいじょ

所での、特
とくべつ

別な働
はたら

き
にたずさわっていたからでした。

雲
くも

に導
みちび

かれて、 別
べつ

のキャンプ地
ち

へと
移
い ど う

動したときは、レビびとが聖
せいじょ

所の天
てんまく

幕
を解

かいたい

体〔組
く

み立
た

ててあるものを分
ぶんかい

解するこ
と〕し、それを運

はこ

んで、ふたたび組
く

み立
た

てたのでした。

アロンと彼
かれ

の息
む す こ

子たちも、もちろんレ
ビ族

ぞく

の出
しゅっしん

身でした。最
さいしょ

初に聖
せいじょ

所がつくら
れたとき、神

かみさま

様は彼
かれ

らを、最
さいしょ

初の祭
さ い し

司に
選
えら

ばれました。アロンと彼
かれ

の息
む す こ

子たちは、
聖
せいじょ

所の務
つと

めをするために必
ひつよう

要なすべての
ことを、とても注

ちゅうい

意ぶかく学
まな

ばなくてはい
けなかったことでしょう。神

かみさま

様がモーセを
通
とお

して語
かた

られたことに、正
せいかく

確に従
したが

わなくて
はいけなかったわけです。

アロンと彼
かれ

の息
む す こ

子たちの用
よ う い

意ができたと
きに、とても特

とくべつ

別な何
なに

かが起
お

ころうとして
いました。そのことについては、明

あ す ま な

日学び
ましょう。

考
かんが

えてみよう：あなたは、整
せ い り せ い

理整とんが
きちんとできますか？お父

とう

さんとお母
かあ

さん
の指

し じ

示に、注
ちゅうい

意ぶかく従
したが

っていますか？

水
す い よ う び

曜日

七
な の

日
かかん

間、モーセとアロンとアロンの
息
む す こ

子たちは、とても特
とくべつ

別な務
つと

め
の準

じゅんび
備をしていました。体

からだ
もきれいに洗

あら
っ
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ていました。モーセは、アロンの息
むすこ

子たち
に、白

しろ
い衣

ころも
を着

き
せ、白

しろ
い帽

ぼ う し
子をかぶらせ

ました。アロンには、大
だいさいし

祭司だけが着
き

るこ
とになっていた、美

うつく
しい衣

ころも
を着

き
せました。

アロンは、頭
あたま

にも、特
とくべつ

別な物
もの

をかぶりまし
た。その正

しょうめん
面には、青

あお
いリボンで結

むす
ばれ

た金
きん

の板
いた

があり、そこには「主
しゅ

に聖
せい

なる
者
もの

」と書
か

かれてありました。

アロンの衣
ころも

の両
りょうかた

肩のところには、それ
ぞれに６部

ぶ ぞ く

族の名
な

が刻
きざ

まれた、縞
しま

メノウ
がありました。胸

む ね あ

当てのそれぞれの側
がわ

に
は、特

とくべつ

別な宝
ほうせき

石がはめ込
こ

まれていました。
そのひとつはウリムと呼

よ

ばれ、もうひとつ
はトンミムと呼

よ

ばれるものでした。神
かみさま

様に
対
たい

して何
なに

かを尋
たず

ねたときに、右
みぎがわ

側の石
いし

が
光
ひか

れば、それは「はい」または「よろし
い」という返

へ ん じ

事を意
い み

味しました。神
かみさま

様が「い
いえ」または「だめ」とお答

こた

えになるときは、
左
ひだりがわ

側の石
いし

が暗
くら

くなりました。

アロンの衣
ころも

の青
あお

い
部
ぶ ぶ ん

分のまわりには、
青
あお

と紫
むらさき

の編
あ

み糸
いと

でで
きた、小

ちい

さなザクロが
ぶら下

さ

がっていました。
それぞれのザクロの間

あいだ

には、小
ちい

さな金
きん

の鈴
すず

があり まし
た。外

そとにわ

庭にいる人
ひと

たちは、聖
せいじょ

所の中
なか

でア
ロンが動

うご

くたびに、鈴
すず

の音
ね

を聞
き

くことがで
きました。

聖
せいれい

霊を心
こころ

に宿
やど

さなくてはならないことを
思
おも

い出
だ

させるために、アロンと彼
かれ

の息
む す こ

子
たちと、聖

せいじょ

所の中
なか

にあるすべての備
び ひ ん

品に
は、特

とくべつ

別な油
あぶら

が注
そそ

がれました。

特
とくべつ

別ないけにえも、ささげられました。

いけにえからしたたり落
お

ちる血
ち

は、外
そとにわ

庭の
祭
さいだん

壇と、アロンと息
む す こ

子たちの右
みぎみみ

耳と右
み ぎ て

手
の親

おやゆび

指と右
みぎあし

足の親
おやゆび

指の先
さき

に塗
ぬ

られました。
儀
ぎ し き

式が終
お

わると、何
なに

が起
お

こりましたか？レ
ビ記

き

９：23－24。

考
かんが

えてみよう：アロンと彼
かれ

の息
む す こ

子たちの
右
みぎみみ

耳と右
み ぎ て

手の親
おやゆび

指、そして右
みぎあし

足の親
おやゆび

指に
塗
ぬ

られた血
ち

は、何
なに

を意
い み

味していましたか？
それは、イエス様

さま

が私
わたし

たちのために血
ち

を
流
なが

してくださったので、彼
かれ

は私
わたし

たちが、よ
いものだけを聞

き

き、よいことだけを行
おこな

い、
良
よ

いところだけに行
い

くように助
たす

けてあげる
ことができるのです。

木
も く よ う び

曜日

アロンの二
ふたり

人の息
むすこ

子たちの名
なまえ

前は、
ナダブとアビウといいました。彼

かれ

らは、モーセとアロンに続
つづ

く、イスラエル
の主

おも
な指

しどうしゃ
導者でした。彼

かれ
らは、神

かみさま
様と山

やま

で過
す

ごしたことだってありました。出
しゅつ
エ

ジプト24：９－11。祭
さいし

司として神
かみさま

様に
ささげられ、聖

せいじょ
所でのりっぱな務

つと
めにた

ずさわるようになってから、それほど長
なが

い
さい月

げつ
もたっていないのに、彼

かれ
らのしでか

したことは、とても信
しん

じがたいほどです。

ナダブとアビウは、聖
せいじょ

所で自
じ ぶ ん

分たちが
行
おこな

うべき仕
し ご と

事について、正
せいかく

確に知
し

ってい
ました。ところがある日

ひ

、モーセは別
べつ

の
人
ひと

たちを聖
せいじょ

所に行
い

かせて、彼
かれ

らをそこか
ら運

はこ

び出
だ

すことになったのでした。なぜな
ら、彼

かれ

らがそこで、死
し

んでしまったからで
す。みんながショックを受

う

けました。いっ
たい、何

なに

が起
お

こったのでしょう？レビ記
き

10
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章
しょう

の１節
せつ

と２節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。

香
こ う ろ

炉というのは、運
はこ

びやすい
ように鎖

くさり

がついている、金
きんぞくせい

属製
の小

ちい

さな器
うつわ

で、特
とくべつ

別なものでし
た。祭

さ い し

司は、香
こう

の祭
さいだん

壇に神
かみさま

様
ご自

じ し ん

身がつけられた、特
とくべつ

別な火
ひ

からとった神
しんせい

聖な火
ひ

を、香
こ う ろ

炉の
中
なか

で燃
も

やしました。彼
かれ

らはその
火
ひ

に、神
しんせい

聖な香
こう

をふりかけ、香
こ う ろ

炉をゆっく
りと静

しず

かにゆらしました。すると、甘
あま

い香
かお

りがそこら中
じゅう

にただよい、人
ひとびと

々は、イエス
様
さま

が自
じ ぶ ん

分たちの祈
いの

りを美
うつく

しくしてくださるこ
とを、思

おも

い出
だ

したのでした。イエス様
さま

に
信
しんらい

頼する彼
かれ

らの祈
いの

りを、神
かみさま

様は、喜
よろこ

んで
聞
き

いてくださいました。

神
しんせい

聖を汚
けが

すことは、神
しんせい

聖な〔特
とくべつ

別に尊
とうと

い〕聖
せいじょ

所では、決
けっ

して許
ゆる

されないことでし
た。香

こう

の祭
さいだん

壇に神
かみさま

様ご自
じ し ん

身がつけられた
火
ひ

は、神
しんせい

聖なものでした。神
しんせい

聖な香
こう

は、
神
かみさま

様ご自
じ し ん

身がつけられた神
しんせい

聖な火
ひ

だけに
ふりかけるべきであることを、ナダブとア

ビウはよく知
し

っていました。ところが、彼
かれ

らはそれをしなかったのです。彼
かれ

らは、お
そらく自

じ ぶ ん

分たちが料
りょうり

理か何
なに

かに使
つか

った火
ひ

からとった、いわゆるふつうの火
ひ

に、その
香
こう

をふりかけたのです。

神
かみさま

様は、彼
かれ

らが示
しめ

したそのような不
ふ け い

敬
〔礼

れ い ぎ

儀にはずれること〕を、だまって認
みと

め
許
ゆる

すことはできませんでした。それはまる
で、神

かみさま

様に向
む

かって、イエス様
さま

に信
しんらい

頼す
る必

ひつよう

要はないと言
い

っているようなものでし
た。神

かみさま

様は、彼
かれ

らをただちに罰
ばっ

しなけれ
ばなりませんでした。もしそうしなかった
ら、多

おお

くの人
ひと

たちが、ナダブとアビウもそ
うしたからと言

い

って、自
じ ぶ ん

分たちが従
したが

わない
ことの言

い

いわけにしたことでしょう。

人
ひとびと

々はショックを受
う

けました。アロンが
どのように感

かん

じたかは、想
そうぞう

像できますよね。
しかしモーセは、彼

かれ

に、何
なに

も起
お

こらなかっ
たかのように、聖

せいじょ

所の務
つと

めを続
つづ

けなさい
と言

い

いました。父
ちちおや

親であっても、息
む す こ

子たち
の死

し

を悲
かな

しんでいるように思
おも

われて、彼
かれ

ら
の罪

つみ

の言
い

いわけをつくってはいけなかっ
たのです。

考
かんが

えてみよう：指
し ど う し ゃ

導者は、何
なにごと

事におい
ても、とても注

ちゅうい

意ぶかく行
こうどう

動しなくてはい
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けません。民
たみ

は、神
かみさま

様よりも、たやすく
指
し ど う し ゃ

導者について行
い

くことがよくあります。
子
こ ど も

供たちは、ほかの子
こ ど も

供たちのやること
や言

い

うことを、かんたんにまねてしまいま
すよね。あなたはどうですか？ほかのだれ
が何

なに

をしようとも、私
わたし

たちは、正
ただ

しいこと
を選

えら

びましょう。

金
き ん よ う び

曜日

ナダブとアビウは、おとなになって
いました。けれども子

こ ど も
供のころ、

いつでも神
かみさま

様に従
したが

うことを、彼
かれ

らは学
まな

んで
いませんでした。ある非

ひじょう
常に悪

わる
い習

しゅうかん
慣を、

身
み

につけてしまっていました。ワインやビー
ルのような、お酒

さけ
を飲

の
むことが、好

す
きになっ

ていたのです。

あの日
ひ

、聖
せいじょ

所の中
なか

で、彼
かれ

らの頭
ず の う

脳〔あ
たま〕は正

ただ

しく働
はたら

いていませんでした。な
ぜなら、お酒

さけ

を飲
の

んで、よっぱらっていた
からです。お酒

さけ

を飲
の

むことについて、神
かみさま

様
が何

なに

と言
い

っておられるか、いくつかの聖
せ い く

句
を読

よ

んでください。箴
しんげん

言 20：１；23：29

－33。それから神
かみさま

様は、どんな規
き そ く

則をつ
くられましたか？レビ記

き

10：８－11。

考
かんが

えてみよう：たとえ少
すこ

しのお酒
さけ

でも、
人
ひと

に悪
わる

い考
かんが

えや行
こうどう

動を起
お

こさせることが
できるのを、サタンは知

し

っています。コ
リント人

びと

への第
だいいち

一の手
てが み

紙６章
しょう

10 節
せつ

の中
なか

に、酒
さけ

を飲
の

んでよっぱらう人
ひと

は、天
てんごく

国に入
はい

れないとあります。天
てんごく

国にお酒
さけ

はないの
で、お酒

さけ

を飲
の

みたがる人
ひと

たちは、天
てんごく

国へ
行
い

っても幸
しあわ

せにはなれないのです。一
いっしょう

生
の間

あいだ

、けっしてお酒
さけ

は口
くち

にしないことを、

今
いま

、イエス様
さま

と約
やくそく

束してはいかがですか？
それは、すばらしい約

やくそく

束です。指
し ど う し ゃ

導者は
影
えいきょうりょく

響 力が強
つよ

いことを、サタンもよく知
し

っ
ています。指

し ど う し ゃ

導者たちが罪
つみ

を犯
おか

すなら、
ほかの人

ひと

たちも、彼
かれ

らのしている悪
わる

いこと
を見

み

て、そのようなことをしてもいいんだ
と考

かんが

えるようになります。イエス様
さま

だけが、
私
わたし

たちの完
かんぜん

全な模
も は ん

範であることを、人
ひと

は
かんたんに忘

わす

れてしまうんですね。

もっと学
まな

ぼう！

★出
しゅつ

エジプト記
き

28 － 29 章
しょう

；39：

１－ 31；レビ記
き

８－ 10 章
しょう

；

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻p.424-429
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幼
お さ な

いメリーは、灯
とうだい

台の中
なか

でたったひ
とりでしたが、芯

しん
に火

ひ
をつけて明

あ

かりをともそうと、けん命
めい

になっていまし
た。しかし、高

たか
いところにある芯

しん
には、な

かなか火
ひ

がとどきませ
ん。彼

かのじょ
女は思

おも
わずその

場
ば

にすわりこんで、泣
な

きたくなりました。と、
そのとき、下

した
の部

へ や
屋に

ある、お母
かあ

さんの大
おお

き
な古

ふる
い聖

せいしょ
書のことを思

おも
い出

だ
したのです。

でも、大
たいせつ

切な聖
せいしょ

書の上
うえ

に立
た

つなんて、と
てもできない、いや、やってはいけないと
思
おも

いました。

そのときメリーは、神
かみさま

様の言
こ と ば

葉が命
いのち

を
救
すく

うのだと、お母
かあ

さんが言
い

っていたことを
思
おも

い出
だ

しました。そう、メリーはまさに、
それをしようとけん命

めい

になっていたので
す。彼

かのじょ

女がなぜ、聖
せいしょ

書の上
うえ

に立
た

とうと考
かんが

えたか、神
かみさま

様はきっと分
わ

かってくださるこ
とでしょう。

メリーは、急
いそ

いで下
した

へ行
い

きました。それ
から重

おも

たい聖
せいしょ

書を持
も

って、上
うえ

に戻
もど

ってきま
した。そして、芯

しん

の真
ま し た

下にあったテーブ
ルの上

うえ

に、それを注
ちゅうい

意ぶかく置
お

きました。
それからマッチを手

て

にとり、うやうやしい
態
た い ど

度で、お母
かあ

さんの大
たいせつ

切な聖
せいしょ

書の上
うえ

に足
あし

をのせたのです。手
て

をいっぱいに伸
の

ばす
と、何

なに

とか芯
しん

にとどきました！マッチに火
ひ

をつけるとすぐに、明
あか

るい光
ひかり

が部
へ や

屋を満
み

たしました。その光
ひかり

は、怒
いか

り狂
くる

った波
なみ

のあ
たりまで届

とど

きました。

メリーは大
おお

きな声
こえ

で、「イエス様
さま

、あり
がとうございます」と言

い

っ
てから、ほっとしてため息

いき

をつき、それからテーブル
をおりました。そして、「イ
エス様

さま

、ふたたび潮
しお

が引
ひ

くときには、 お父
とう

さんが
無
ぶ じ

事に帰
かえ

って来
こ

られるようにしてください」
と祈

いの

りました。

嵐
あらし

の中
なか

、船
ふ な の

乗りの人
ひと

たちは、明
あ

かりを
見
み

ました。そのおかげで彼
かれ

らは、危
き け ん

険な

お話
はな

しひろば 

小
ち い

さな灯
と う だ い も り

台守―パート 3
エイミー・シェラード

メリーは、 ひとりぼっちでした。
難
な ん ぱ せ ん あ

破船荒らし〔わざと船
ふね

を難
な ん ぱ

破させ
たり、難

な ん ぱ

破した船
ふね

からいろいろな物
もの

を略
りゃくだつ

奪したりする人
ひと

〕と呼
よ

ばれる悪
わる

い人
ひと

たちが、お父
とう

さんを捕
つか

まえて、
灯
とうだい

台に戻
もど

ることができないようにして
しまいました。その晩

ばん

は嵐
あらし

になってし
まいましたが、彼

かれ

らは、灯
とうだい

台の明
あ

か
りがともされないように、たくらんだ
のでした。船

ふね

を難
な ん ぱ

破させて、積
つ み に

荷の
中
なか

の、高
こ う か

価な物
もの

をうばいとるためでし
た。
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岩
いわ

から船
ふね

を遠
とお

ざけて、安
あんぜん

全に航
こうかい

海を続
つづ

け
ることができたのです。

小
こ や

屋の中
なか

で横
よこ

たわっていたお父
とう

さんも、
明
あ

かりを見
み

ました。どうやって明
あ

かりがつ
いたのかは見

けんとう

当もつきませんでしたが、
その手

て だ す

助けをしてくださった神
かみさま

様に、感
かんしゃ

謝
の祈

いの

りをささげました。難
な ん ぱ せ ん あ

破船荒らしの
連
れんちゅう

中も、明
あ

かりを見
み

ました。自
じ ぶ ん

分たちの
計
けいかく

画が台
だい

なしになったので、彼
かれ

らは怒
おこ

っ
ていました。しかしもう、彼

かれ

らにはどうす
ることもできません。

その嵐
あらし

の夜
よる

、灯
とうだい

台の明
あ

かりは、一
ひとばんじゅう

晩中、
荒
あ

れ狂
くる

う海
うみ

を照
て

らしました。朝
あさ

になって、
難
な ん ぱ せ ん あ

破船荒らしたちは、メリーのお父
とう

さんを
小
こ や

屋から出
だ

してくれました。そして、ふた
たび潮

しお

が引
ひ

くとすぐに、彼
かれ

は灯
とうだい

台に戻
もど

って
きました。幼

おさな

い娘
むすめ

のメリーを腕
うで

に抱
だ

きしめ
たお父

とう

さんは、どれほどほっとしたことで
しょう！そしてメリーも、お父

とう

さんが無
ぶ じ

事に
帰
かえ

ってきてくれて、どれほど安
あんしん

心したこと
でしょう！

お父
とう

さんは、難
な ん ぱ せ ん あ

破船荒らしにつかまって、
灯
とうだい

台に戻
もど

れなくなった話
はなし

を、くわしくメリー
にしました。メリーもまた、ひとりぼっち
になってどれほど怖

こわ

かったか、自
じ ぶ ん

分がどう
やって芯

しん

に火
ひ

をつけることができたかを、
お父

とう

さんに話
はな

して聞
き

かせたのでした。

彼
かのじょ

女は、「私
わたし

がどうして聖
せいしょ

書の上
うえ

にのっ
たのか、神

かみさま

様は分
わ

かってくださるはずだ
と思

おも

ったの」と言
い

いました。「どうしても、
船
ふね

と船
ふ な の

乗りの人
ひと

たちを助
たす

けたかったの」。
お父

とう

さんも、神
かみさま

様が、彼
かれ

らの祈
いの

りに答
こた

えて、
彼
かのじょ

女を助
たす

けてくださったと確
かくしん

信しました。

メリーのお母
かあ

さんが幼
おさな

い娘
むすめ

に教
おし

えたこと

は、真
しんじつ

実でした。聖
せいしょ

書は、ランプのよう
なものです。それは、あの難

な ん ぱ せ ん あ

破船荒らし
のようなサタンから、どのように遠

とお

ざかる
かを、私

わたし

たちに教
おし

えてくれます。イエス様
さま

がおいでになるとき、私
わたし

たちが天
てんごく

国に行
い

く
用
よ う い

意ができていないようにするために、サ
タンはいろいろな悪

わる

だくみをし、あらゆる
悪
あ く じ

事を働
はたら

きます。しかし、聖
せいしょ

書は、私
わたし

た
ちをサタンから遠

とお

ざけて、いつでも正
ただ

しい
道
みち

を歩
あゆ

ませることができるのです。
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日
に ち よ う び

曜日

「雲
く も

がのぼっていくぞ！」たしかに、
聖
せいじょ

所をおおっていた雲
くも

が、空
そら

の高
たか

さにまでのぼっていっています。その
意
い み

味を知
し

らない人
ひと

はいません。民
みんすうき
数記９：

17。カナンに向
む

かって、ふたたび進
すす

み始
はじ

めることになったのです。

雲
くも

がのぼっていく、ほんの数
すうしゅうかんまえ

週間前に、
イスラエルの人

ひと

たちは、ちょうど１年
ねんまえ

前に
エジプトを出

で

たのと同
おな

じ日
ひ

に、過
す

ぎ越
こ

しの
祭
まつ

りを祝
いわ

ったのでした。２－５節
せつ

。

あの忘
わす

れられない夜
よる

から１年
ねん

。そのあ
いだに、実

じつ

にいろいろなことが起
お

こりま
した。神

かみさま

様は、十
じっかい

戒をお告
つ

げになってか
ら、これらの戒

いまし

めを石
いし

の板
いた

に書
か

かれまし
た。神

かみさま

様の命
めいれい

令にしたがって、聖
せいじょ

所も建
た

てました。神
かみさま

様の特
とくべつ

別な民
たみ

となるために
行
おこな

うべきことは、すべてモーセに示
しめ

されま
した。モーセは、それらをすべて契

けいやく

約の
書
しょ

と律
りっぽう

法の書
しょ

に書
か

きしるしました。イスラ
エルの人

ひと

たちは、神
かみさま

様のおっしゃることに
すべてしたがうと、約

やくそく

束したのでした。

雲
くも

がのぼったので、みんなが荷
に づ く

造りを
していました。レビびとたちは、移

い ど う

動の
ために注

ちゅうい

意ぶかく聖
せいじょ

所をとりはずしていま
す。みんなが、各

か く じ

自の役
やくわり

割をよくわかっ
ていて、てきぱきと動

うご

いています。

祭
さ い し

司たちは、聖
せいじょ

所の備
び ひ ん

品〔そなえつけ
てあるもの〕の一

ひと

つひとつにカバーをか
けています。それらは、係

かかり

のレビびとたち

ふたりの勇
ゆうかん

敢なスパイ

第
だい

7 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「先
さき

に立
た

って行
い

かれるあなたがたの神
かみ

、主
しゅ

は…あなたが

たの目
め

の前
まえ

で、…あなたがたのために戦
たたか

われるであろう。」

―申
しんめいき

命記１：30

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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が運
はこ

ぶことになっています。ほかのレビび
とたちは、とりはずした聖

せいじょ

所の部
ぶ ひ ん

品をもっ
て、先

さき

に行
い

くことになっていました。そし
て次

つぎ

の野
や え い ち

営地〔キャンプ〕に着
つ

いたら、
備
び ひ ん

品が到
とうちゃく

着する前
まえ

に、聖
せいじょ

所の組
く

み立
た

てを
終
お

えるのでした。

完
かんぜん

全な秩
ちつじょ

序〔正
ただ

しい順
じゅんじょ

序・筋
すじみち

道〕の
うちに、すべてがなされました。だれも
が、ラッパの合

あ い ず

図にしたがって動
うご

きました。
民
みんすうき

数記 10：１－６，17，21。

各
か く ぶ ぞ く

部族の指
し ど う し ゃ

導者は、自
じ ぶ ん

分たちが動
うご

き出
だ

す順
じゅんばん

番を、ちゃんとわかっていました。も
ちろん、美

うつく

しい雲
くも

が、イスラエルのあゆ
みを導

みちび

いてくれました。

考
かんが

えてみよう：実
じつ

に、百
ひゃくまんにん

万人いじょうの
人
ひと

たちが動
うご

き出
だ

そうとしていました。人
にんげん

間
のほかに、たくさんの家

か ち く

畜もいました。こ
のときまでには、みんなが神

かみさま

様に信
しんらい

頼す
ることを学

まな

び、神
かみさま

様にとってできないこと

は何
なに

もないと信
しん

じられるようになっていた
と思

おも

いますか？できることなら、彼
かれ

らにふ
たたび文

も ん く

句を言
い

わせて、すべてをめちゃ
くちゃにしようと、サタンはねらっていたと
思
おも

いますか？彼
かれ

らは、神
かみさま

様に信
しんらい

頼しつづ
けるでしょうか？それともまた、サタンのう
そに耳

みみ

をかたむけるでしょうか？

月
げ つ よ う び

曜日

ついに、カナンへの旅
たび

の準
じゅんび

備がす
べてととのいました。雲

くも
が先

せんとう
頭を

行
い

きます。ラッパの合
あ い ず

図とともに、人
ひとびと

々が
動
うご

き出
だ

しました。民
みんすうき
数記 10：13。

シナイ山
ざん

のふもとにある、壁
かべ

のような
山
やまやま

々に囲
かこ

まれた野
や え い ち

営地〔キャンプ〕に
戻
もど

ってくることは、もう二
に ど と

度とないでしょう。
旅
た び じ

路〔旅
たび

の途
とちゅう

中〕に、りっぱな道
ど う ろ

路など
はありません。いいえ、道

みち

と呼
よ

べるものす
ら、ありませんでした。行

ゆ

く手
て

はきびしく、
困
こんなん

難なものでした。じきに、雲
くも

が、おそ
ろしい荒

あ れ ち

地へと彼
かれ

らを導
みちび

いていることが分
わ

かってきました。

ふ た た び、 烏
う ご う

合 の 衆
しゅう

〔 入
い

り混
ま

じっ
た人

ひとびと

々〕 が、 文
も ん く

句を 言
い

い 出
だ

しました。
民
みんすうき

数記 11：４－６。

モーセは、大
たいへん

変がっかりしました。水
みず

も
おいしいマナも十

じゅうぶん

分あるのに、「今
いま

すぐ、
肉
にく

が食
た

べたい」と言
い

い出
だ

したのです。モー
セは、どうすればよいのでしょう？やはり、
神
かみさま

様に相
そうだん

談するしかありません。

肉
にく

を食
た

べるのはよくないことを、神
かみさま

様
はご存

ぞ ん じ

知でした。それでも、彼
かれ

らの望
のぞ

み
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どおりに、ウズラの大
たいぐん

群をおくられたので
した。人

ひとびと

々は、飛
と

んできたウズラを片
かた

っ
ぱしから捕

つか

まえて、思
おも

うぞんぶん食
た

べまし
た。肉

にく

をよくばって食
た

べた多
おお

くの人
ひと

たちは、
病
びょうき

気にかかって死
し

んでしまいました。

考
かんが

えてみよう：なんとしても自
じ ぶ ん

分の好
す

き
勝
か っ て

手にやろうとしたときに、めんどうな
問
もんだい

題をまねいてしまったことはありません
か？両

りょうしん

親は、私
わたし

たちを愛
あい

しており、私
わたし

たち
にとって何

なに

がいちばんいいかを知
し

ってい
ます。あなたは、お父

とう

さんとお母
かあ

さんを
信
しんらい

頼していますか？

火
か よ う び

曜日

つぎに起
お

こったことは、先
せんしゅうまな

週学んだ
ナダブとアビウの物

ものがたり
語くらい、信

しん

じがたいものです。

モーセのお兄
にい

さんとお姉
ねえ

さんである、ア
ロンとミリアムは、これまで彼

かれ

の心
こころづよ

強い
味
み か た

方でした。ところが、モーセの妻
つま

である
チッポラが現

あらわ

れると、彼
かれ

らは彼
かのじょ

女をねた
みました。彼

かのじょ

女が夫
おっと

のモーセに、あれこ
れさしず〔指

し じ

示や命
めいれい

令〕をしている、と
思
おも

ったのでした。モーセは、自
じ ぶ ん

分たちより
も、彼

かのじょ

女の言
い

うことをきくようになったと、
彼
かれ

らは思
おも

いました。

しかもチッポラは、よその国
くに

の人
にんげん

間でし
た。彼

かのじょ

女は神
かみさま

様を愛
あい

していましたが、イ
スラエルの人

ひと

たちとは、言
こ と ば

葉も見
み

かけもち
がっていました。彼

かのじょ

女は自
じ ぶ ん

分たちよりも劣
おと

ると、彼
かれ

らは思
おも

ってしまったのでした。人
ひと

が人
ひと

を差
さ べ つ

別するのは、とてもいけないこと

です。けっして神
かみさま

様が喜
よろこ

ばれないことです。

チッポラについてアロンとミリアムが考
かんが

え、言
い

ったことは、本
ほんとう

当のことではありま
せんでした。モーセは、だれの言

い

うことよ
りも、神

かみさま

様の言
い

うことを聞
き

こうと思
おも

ってい
ました。神

かみさま

様は、アロンとミリアムを愛
あい

し
ておられたように、チッポラを愛

あい

しておら
れました。

その神
かみさま

様が、とてもきびしいことを言
い

わ
れました。民

みんすうき

数記 12：４－８。神
かみさま

様が語
かた

り終
お

わって、雲
くも

がのぞかれると、三
さんにん

人は
ひどいショックを受

う

けました。なんとミリア
ムが、らい病

びょう

〔ハンセン病
びょう

〕にかかって
いたのです。そのころらい病

びょう

は、もっとも
恐
おそ

ろしい病
びょうき

気と考
かんが

えられていました。もう
これで、彼

かのじょ

女はおしまいです。９節
せつ

と10

節
せつ

。

モーセはミリアムに向
む

かって、「当
とうぜん

然の
むくいだよ、姉

ねえ

さん」と言
い

うこともできまし
たが、彼

かれ

は、どうしましたか？11－15 節
せつ

を読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：アロンとミリアムはつらい
目
め

にあいましたが、彼
かれ

らには、学
まな

ぶべき
教
きょうくん

訓がありました。私
わたし

たちも、指
し ど う し ゃ

導者のこ
とを悪

わる

く言
い

うべきではありません。かえっ
て、彼

かれ

らのために祈
いの

るべきです。もし彼
かれ

らのほうが変
か

わらなくてはいけないので
あれば、神

かみさま

様が、さまざまな方
ほうほう

法を使
つか

っ
て、それをしてくださるでしょう。私

わたし

たちも、
欠
けってん

点やまちがった考
かんが

えを変
か

えたり改
あらた

めたり
するには、イエス様

さま

の助
たす

けが必
ひつよう

要ですよ
ね。イエス様

さま

は、すべての人
ひと

を同
おな

じよう
に愛

あい

しておられます。
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水
す い よ う び

曜日

いよいよ、イスラエルの人
ひと

たちが、
約
やくそく

束の地
ち

に入
はい

るべき時
とき

がきてい
ました。彼

かれ
らは、カナンに近

ちか
い、カデシと

いうところにキャンプを張
は

りました。みん
な、胸

むね
がわくわくしてきました。神

かみさま
様は、モー

セになんと言
い

われましたか？民
みんすうき
数記 13：

１－２。

神
かみさま

様 の 命
めいれい

令 にした が って、 ス パ イ
〔密

みってい

偵、 斥
せっこう

候〕 が選
えら

ばれました。スパ
イに選

えら

ばれた人
ひと

たちは、神
かみさま

様が与
あた

えると
約
やくそく

束してくださった土
と ち

地を、さぐり調
しら

べる
ために出

で

ていきました。

そこには、どんな人
ひと

たちが住
す

んでいまし
たか？強

つよ

そうな人
ひと

たちでしたか？それとも、
弱
よわ

そうな人
ひと

たちでしたか？彼
かれ

らは、どんな
都
と し

市に住
す

んでいましたか？そこは、作
さくもつ

物

がよく育
そだ

つところでしたか？家
か ち く

畜のための
牧
ぼくそう

草は、豊
ゆた

かにありましたか？

スパイたちが出
で

かけてから、６週
しゅうかんちか

間近く
もたっていました。イスラエルの民

たみ

は、彼
かれ

らがもどってくるのを、首
くび

を長
なが

くして待
ま

っ
ていました。そしてようやく、スパイたち
が全

ぜんいん

員もどってきました。カナンの地
ち

で、
作
さくもつ

物がちゃんと育
そだ

つかどうかは、ひと目
め

で
わかりました。見

み ほ ん

本として、いくつかの食
た

べ物
もの

をもちかえっていたからです。中
なか

には、
びっくりするようなものもありました。ひと
ふさのブドウが、ふたりの人

ひと

でかつがなく
てはいけないほど、大

おお

きかったのです。

みんなで、スパイたちの報
ほうこく

告を聞
き

きま
した。はじめに、どのようなことが言

い

われ
ましたか？27 節

せつ

。人
ひとびと

々は、うれしくて、
思
おも

わず笑
え が お

顔になりました。ところが、すぐ
に笑

え が お

顔が消
き

えてしまったのです。つづけて
話
はなし

を聞
き

いているうちに、心
こころ

の中
なか

は、恐
おそ

れ
に満

み

たされていきました。都
と し

市を囲
かこ

んで
いる壁

かべ

が、どれほどがんじょうなものか、
またそこには、どんなに強

つよ

い敵
てき

が住
す

んで
いるか、といったことが語

かた

られました。そ
こに住

す

んでいる人
ひとびと

々は巨
きょじん

人のように大
おお

きく
て、自

じ ぶ ん

分たちはイナゴ〔バッタ〕のように
思
おも

われたと、スパイたちは言
い

ったのでした。

ここで、民
みんすうき

数記 14 章
しょう

１－４節
せつ

を読
よ

んで
ください。とても悲

かな

しい、残
ざんねん

念なことが書
か

かれています。イスラエルの民
たみ

は、まった
く変

か

わっていなかったのです。モーセとア
ロンは、何

なに

をしましたか？５節
せつ

。

神
かみさま

様に信
しんらい

頼している人
ひと

は、モーセとア
ロンしかいなかったのでしょうか？

考
かんが

えてみよう：ただ信
しんらい

頼してもらえたら、
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神
かみさま

様にとってできないことは何
なに

もないこと
が、どんなにくり返

かえ

し示
しめ

されてきたことで
しょう！私

わたし

たちは、たとえ何
なに

が起
お

こっても、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼することを学
まな

ぶ必
ひつよう

要がありま
す。

木
も く よ う び

曜日

ふたりのスパイだけが、ちがう考
かんが

え
をもっていました。そのうちのひと

りはカレブ、もうひとりは、モーセの忠
ちゅうじつ

実
な弟

で し
子のヨシュアでした。人

ひとびと
々がさわぎ出

だ

したとき、カレブは、彼
かれ

らに向
む

かってなん
と言

い
いましたか？民

みんすうき
数記 13：30。

それからすぐに、ほかのスパイたちは
何
なん

と言
い

いましたか？31 節
せつ

。

10 人
にん

のスパイたちは、おくびょうもの
でした。彼

かれ

らは指
し ど う し ゃ

導者でしたが、彼
かれ

らが
人
ひとびと

々に示
しめ

した模
も は ん

範は、ひどいものでした。
指
し ど う し ゃ

導者たちのなかで勇
ゆうかん

敢だったのは、カ
レブとヨシュアのふた
りだけでした。心

こころ

か
ら神

かみさま

様に信
しんらい

頼してい
たからです。彼

かれ

らの
言
こ と ば

葉を読
よ

んでくださ
い。民

みんすうき

数記14：６－９。

人
ひとびと

々は、カレブと
ヨシュアを殺

ころ

したいと
思
おも

うほど、かんかん
に怒

おこ

っていました。と
ころがすぐに、 彼

かれ

ら
の気

き

が変
か

わりました。
何
なに

が起
お

こったのです
か？10－12節

せつ

。

ふたたび神
かみさま

様は、モーセに向
む

かって、
この不

ふ し ん こ う

信仰な民
たみ

をほろぼして、新
あたら

しい国
くに

をつくりなおそうかと言
い

われました。しか
し、モーセはまたも、神

かみさま

様の誘
さそ

いをことわ
りました。エジプトやまわりの国

くにぐに

々が、イ
スラエルの神

かみ

は、民
たみ

に約
やくそく

束したことを守
まも

れない、力
ちから

のない神
かみ

だと言
い

って、神
かみさま

様を
ばかにするでしょうと答

こた

えたのでした。

もちろん神
かみさま

様には、じゅうぶんな力
ちから

があ
りました。神

かみさま

様にできないことは、何
なに

ひと
つありません。ただし、ひとつだけ、これ
まで一

い ち ど

度もしたことがなく、これからも決
けっ

してなさらないことがあります。無
む り

理やり
ご自

じ ぶ ん

分に信
しんらい

頼させることは、決
けっ

してなさら
ないのです。

もういちど、イスラエルの人
ひとびと

々をゆるし
てくださいと、モーセはけん命

めい

に頼
たの

みまし
た。神

かみさま

様は、ゆるしてくださいましたか？
20 節

せつ

。しかし、彼
かれ

らが心
こころ

から神
かみさま

様を信
しん

じ、その力
ちから

に信
しんらい

頼しないならば、けっして
約
やくそく

束の地
ち

には入
はい

れないことを、神
かみさま

様はご
存
ぞ ん じ

知でした。そして、
彼
かれ

らはまだ、神
かみさま

様に
信
しんらい

頼することを選
えら

ん
ではいませんでした。

神
かみさま

様は、モーセを
とおして、 なんと言

い

われましたか？29－
31節

せつ

。

カレブとヨシュアを
のぞいて、シナイで
兵
へ い し

士が数
かぞ

えられたと
きに（民

みんすうき

数記１：１－

３）、まだ 20 才
さい

になっ
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ていなかった人
ひと

たちだけが、カナンの地
ち

に入
い

れるということでした。その時
とき

まで、
あと何

なんねん

年かかると言
い

われましたか？民
みんすうき

数記

14：34。

考
かんが

えてみよう：心
こころ

から神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼
し、したがうのを選

えら

ぶことは、 そんな
に大

たいせつ

切ですか？いずれ、一
ひ と り

人ひとりが、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼するかどうかを決
き

めるときが
やってきます。神

かみさま

様に信
しんらい

頼せず、したが
わないように私

わたし

たちを誘
さそ

うことができれ
ば、私

わたし

たちはイエス様
さま

といっしょに住
す

めな
くなることを、サタンは知

し

っています。し
かし私

わたし

たちには、選
えら

ぶ自
じ ゆ う

由が与
あた

えられて
いるのです。そのことを喜

よろこ

び、正
ただ

しい選
えら

びをしましょう。

金
き ん よ う び

曜日

小
ち い

さい子
こ ど も

供がなきさけぶのを、聞
き

いたことがありますか？「いやだ！
ごめんなさい！おりこうになるから、罰

ばつ
を

与
あた

えないで！」罰
ばっ

せられるのは、決
けっ

して楽
たの

しいことではありません。けれども、ほと
んどの子

こ ど も
供は、自

じぶん
分が悪

わる
いことをしても、

本
ほんとう

当に悪
わる

かったとは思
おも

いません。ただ、
罰
ばっ

せられるのがいやなだけです。たとえ次
つぎ

から従
したが

ったとしても、ただ罰
ばっ

せられるのが
こわいだけかもしれないのです。そんなと
きは、両

りょうしん
親を心

こころ
から愛

あい
し、したがってい

るわけではないのです。

これと同
おな

じように、人
ひと

は神
かみさま

様に対
たい

して、
見
み

せかけだけの服
ふくじゅう

従〔命
めいれい

令にしたがうこ
と〕を示

しめ

すことがあります。イスラエルの
人
ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちが罰
ばつ

を受
う

けなければ

ならないことを知
し

ったとき、あわてて神
かみさま

様
にしたがおうとしました。民

みんすうき

数記 14：39

－45。

神
かみさま

様は、なおもイスラエルの人
ひと

たちを
愛
あい

しておられました。しかし、親
おや

のほうが、
子
こ ど も

供たち自
じ し ん

身よりも子
こ ど も

供のことを分
わ

かって
いるように、神

かみさま

様のほうが、イスラエルの
人
ひと

たちよりも、彼
かれ

らのことを分
わ

かっておら
れました。だれかが神

かみさま

様にしたがったとし
ても、こわいからという理

り ゆ う

由でしたがって
いるのであれば、神

かみさま

様はお喜
よろこ

びになりま
せん。そのような見

み

せかけだけの服
ふくじゅう

従は、
サタンを喜

よろこ

ばせるだけなのです。

考
かんが

えてみよう：昔
むかし

の神
かみ

の民
たみ

について学
まな

ぶ
とき、多

おお

くの人
ひと

は、自
じ ぶ ん

分だったら、彼
かれ

らの
ようなばかなまねは決

けっ

してしないと思
おも

うか
もしれません。しかし今

いま

の人
にんげん

間も、昔
むかし

の
人
にんげん

間とくらべて、何
なに

も変
か

わってはいないの
です。これらの聖

せいしょ

書の物
ものがたり

語は、つねに正
ただ

しい選
えら

びをすることの大
たいせつ

切さを、私
わたし

たちに
教
おし

えてくれます。

もっと学
まな

ぼう！

★民
みんすうき

数記 10 － 14 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻p.445-472

★あがないの歴
れ き し

史 p.194-201
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フロリー・スウィフトは、とてもわく
わくしていました。彼

かのじょ
女は明

あ す
日、

８才
さい

の誕
たんじょうび

生日をむかえることになっていま
した。おたんじょうび会

かい
には、お友

とも
だちを

６人
にん

おうちに呼
よ

んでもいいと、お母
かあ

さんが
約
やくそく

束してくださっていました。お昼
ひる

ごはん
にお友

とも
だちを招

まね
いて、夕

ゆうがた
方までいっしょに

楽
たの

しく過
す

ごすことになっていました。

お母
かあ

さんが尋
たず

ねました。「明
あ す

日のおたん
じょうび会

かい

に呼
よ

びたい６人
にん

のお友
とも

だちに
は、もう声

こえ

をかけてあるの？」フロリーが
まだ招

しょうたい

待していないと答
こた

えると、お母
かあ

さん
は驚

おどろ

きました。

フロリーは、お母
かあ

さんに尋
たず

ねました。「こ
れからお友

とも

だちに声
こえ

をかけに行
い

こうと思
おも

う
んだけど、アンおばさんをいっしょに連

つ

れ
て行

い

ってもいいかしら？呼
よ

びたいお友
とも

だち
は、みんな近

ちか

くに住
す

んでいる人
ひと

ばかりな
の」。

アンおばさんは、スウィフト家
け

に住
す

みこ
みで働

はたら

いている、お手
て つ だ

伝いさんでした。
お母

かあ

さんは、「いいわよ」と言
い

ってくれま
した。

アンおばさんは、フロリーの遊
あそ

び友
とも

だ
ちのほとんどは、となりの通

とお

りにある、大
おお

きくてりっぱな家
いえ

に住
す

んでいる子
こ ど も

供たちで
あることを知

し

っていました。ですから、フ
ロリーが別

べつ

のほうに向
む

かっていったので、
彼
かのじょ

女は驚
おどろ

きました。アンおばさんは、「い

つもいっしょに遊
あそ

んでいる
お友

とも

だちを招
しょうたい

待すると思
おも

っ
ていたけれど、そうではな
いの？」と尋

たず

ねました。

フロリー は、「 い い え、
彼
かのじょ

女たちとは、いつでも楽
たの

しく遊
あそ

べるわ」と言
い

いまし
た。それからふたりは、せ
まい通

とお

りをぬけ、ぼろぼろ
の、古

ふる

い家
いえ

の前
まえ

でとまりま
した。フロリーがドアをあけました。それ
からふたりは、かいだんを上

のぼ

っていきまし
た。

フロリーが２階
かい

のドアをノックすると、
「どうぞ、お入

はい

りください」という、弱
よわよわ

々
しい声

こえ

が聞
き

こえてきました。フロリーがド
アを開

あ

けました。ふたりが部
へ や

屋に入
はい

ると、
中
なか

には、ドレスを縫
ぬ

っている女
おんな

の人
ひと

がいま
した。女

おんな

の人
ひと

は、フロリーを抱
だ

きしめまし
た。すると、フロリーと同

おな

い年
どし

くらいの女
おんな

の子
こ

があらわれて、フロリーに向
む

かって手
て

をさしだしました。

フロリーはアンおばさんに、「この人
ひと

は
グレイおばさん。ときどき、うちのお母

かあ

さ
んのためにお洋

ようふく

服を縫
ぬ

ってくれるのよ。そ
して、この子

こ

はお友
とも

だちのメリーよ」と
言
い

って、ふたりを紹
しょうかい

介しました。「メリーは
目
め

が見
み

えないけれど、編
あ

み物
もの

がじょうずな
のよ。」

お話
はな

しひろば 

フロリーのおたんじょうび会
かい

―パート１
エイミー・シェラード
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それからフロリーは、グレイおばさん
に向

む

かって、「グレイおばさん、メリーを
私
わたし

のおたんじょうび会
かい

に招
しょうたい

待してもいいか
しら？パーティは明

あ す

日なの」と尋
たず

ねました。
「アンおばさんが、車

くるま

でむかえに来
き

てくれ
るわ。」

グレイおばさんは、「まあフロリー、あ
なたはなんて優

やさ

しいんでしょう！」と言
い

いま
した。「メリーは、ほとんど家

いえ

から出
で

たこと
がないので、とても喜

よろこ

ぶと思
おも

うわ。」

アンおばさんとフロリーがうちに帰
かえ

った
あとも、メリーとお母

かあ

さんはにこにこして
いました。

次
つぎ

にふたりは、同
おな

じ通
とお

りを進
すす

んでいき、
近
ちか

くの小
ちい

さなお店
みせ

にやってきました。お店
みせ

のかんばんは、大
おお

きなブーツの形
かたち

をして
いました。お店

みせ

の中
なか

では、おじいさんが
くつ の 修

しゅうり

理
をしていて、
そ の 近

ちか

くで
は、 足

あし

の
不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

の子
こ

がいす
にすわって、てかてかした革

かわ

のきれっぱし
で遊

あそ

んでいました。

男
おとこ

の子
こ

は、「あっ、フロリー、よく来
き

て
くれたね」と叫

さけ

びました。「バラの花
はな

をお
くってくれて、ありがとう。とてもきれいだっ
た。できるだけ長

なが

くかざっておいたんだけ
ど、みんな枯

か

れてしまったよ。」

フロリーは、にこりと笑
わら

いました。「あの
ね、ジェイミー。明

あ す

日、私
わたし

のおたんじょう
び会

かい

があるんだけど、うちに来
き

てくれない
かしら？そしたら、もてるだけのバラをもっ

て帰
かえ

っていいわよ。」

ジェイミーは思
おも

わず、自
じ ぶ ん

分の不
ふ じ ゆ う

自由な
足
あし

と、松
ま つ ば

葉づえを見
み

ました。おじいさんに
は、ジェイミーの考

かんが

えていることが、よく
分
わ

かりました。「心
しんぱい

配しなくてもいいんだ
よ。私

わたし

が、おんぶして、つれて行
い

ってあ
げるから。なあに、フロリーのおうちは近

ちか

くだから、そんなのわけないさ。」おじい
さんは、ジェイミーに向

む

かって言
い

いました。

フロリーとアンおばさんがお店
みせ

を出
で

てい
くとき、男

おとこ

の子
こ

とおじいさんは、うれしそ
うに手

て

をふっていました。それから間
ま

もな
く、ふたりは、もうひとつのみすぼらしい
家
いえ

に来
き

ていました。フロリーとアンおばさ
んは、そこに住

す

んでいるおばあさんに、あ
いさつをしました。ふたりは、彼

かのじょ

女を「ナー
シー」と呼

よ

んでいました。ナーシーは、フ
ロリーがまだ小

ちい

さかったころに、彼
かのじょ

女の家
いえ

で働
はたら

いていました。

フロリーが、ナーシーをおたんじょうび
会
かい

に招
しょうたい

待すると、このおばあさんの目
め

から
涙
なみだ

があふれてきました。「まあ、こんなと
しよりを覚

おぼ

えていてくれたのですね！」涙
なみだ

の向
む

こうには、えがおがありました。そし
て彼

かのじょ

女は、おたんじょうび会
かい

に行
い

くことを
約
やくそく

束したのでした。

（続
つづ

く）
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日
に ち よ う び

曜日

またも、 イスラエルの 人
ひと

たちは、
神
かみさま

様の力
ちから

に信
しんらい

頼しませんでした。
彼
かれ

らは、カナンの地
ち

に住
す

んでいた強
つよ

そう
な敵

てき
をやっつけるのは無

む り
理だと言

い
った、

10 人
にん

のスパイたちを信
しん

じてしまったのでし
た。

シナイで数
かず

をかぞえたとき、20 才
さいいじょう

以上
だった兵

へ い し

士の中
なか

で、カナンに入
はい

れるのは
カレブとヨシュアだけであると、神

かみさま

様は
おっしゃいました。カレブとヨシュアだけ
が、神

かみさま

様の力
ちから

を信
しん

じたからでした。しか
も、実

じっさい

際にカナンに入
はい

るのは、それから
およそ 40 年

ねん

も先
さき

のことでした。申
しんめいき

命記２：

14。

それを聞
き

いた人
ひとびと

々は、まったく喜
よろこ

ぶこと
ができませんでした。そして、すぐに気

き

が
変
か

わったのでした。彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちが
罪
つみ

を犯
おか

したことを認
みと

めてから、モーセに
向
む

かい、自
じ ぶ ん

分たちはカナンへ行
い

きたいの
だと言

い

いました。神
かみさま

様もモーセも、彼
かれ

ら

が本
ほんとう

当には変
か

わっていないことを知
し

って
いました。しかし、神

かみさま

様はいっしょに行
い

っ
てくださらないとモーセが注

ちゅうい

意したのに、
何
なんにん

人かは、それでもカナンに攻
せ

め入
い

ろうと
しました。神

かみさま

様がいっしょにおられなけれ
ば、勝

か

ち目
め

はありません。彼
かれ

らは、アマレ
ク人

びと

とカナン人
びと

から返
かえ

り討
う

ち〔逆
ぎゃく

に相
あ い て

手に
うたれること〕にあい、多

おお

くの者
もの

が殺
ころ

され
てしまいました。

荒
あ ら の

野での反
はんらん

乱

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「すべてのことを、つぶやかず疑
うたが

わないでしなさい。」

―ピリピ人
ひと

への手
て が み

紙２：14

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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前
ぜんかい

回、アマレク人
びと

と戦
たたか

ったときは、イス
ラエル人

びと

が勝
か

っていました。ヨシュアの
軍
ぐんたい

隊は神
かみさま

様に信
しんらい

頼〔信
しん

じて頼
たよ

ること〕し、
神
かみさま

様が共
とも

におられたからでした。その時
とき

のことを、覚
おぼ

えていますか？祈
いの

っていた
モーセの手

て

を、アロンとホルが、１日
にちじゅう

中
かかえていましたね。その時

とき

のことを覚
おぼ

えていた彼
かれ

らは、こんども勝
か

てると思
おも

った
のでしょう。しかし神

かみさま

様は、信
しん

じようとし
ない彼

かれ

らを祝
しゅくふく

福することができませんで
した。本

ほんとう

当に悪
わる

かったと思
おも

っている人
ひと

が、
またすぐに逆

さか

らって行
こうどう

動するでしょうか？

こうしてふたたび、彼
かれ

らは荒
あ ら の

野へ戻
もど

るこ
とになりましたが、そのことを喜

よろこ

んでいる
人
ひと

は、だれもいませんでした。

考
かんが

えてみよう：何
なに

か悪
わる

いことをしたとき
に、心

こころ

から悪
わる

かったと思
おも

っていることを、
どうやって知

し

ることができるでしょうか？
「ごめんなさい」とあやまる以

い が い

外に、何
なに

ができると思
おも

いますか？あやまちを心
こころ

から
悪
わる

かったと思
おも

っていないのに、心
こころ

から喜
よろこ

ぶことができるでしょうか？

月
げ つ よ う び

曜日

野
や

営
え い ち

地〔キャンプ〕では、ふたた
び問

もんだい
題が起

お
こりました。こんどの

問
もんだいじ

題児は、３人
にん

の指
しどうしゃ

導者でした。その
中
ちゅうしん

心 が、コラという人
ひと

でした。あとのふ
たりは、ダタンとアビラムでした。３人

にん
と

も重
じゅうよう

要な人
じんぶつ

物で、じきに、ほかの多
おお

くの
指
しどうしゃ

導者たちまで、彼
かれ

らの仲
な か ま

間に加
くわ

わった
のでした。

コラは長
なが

い間
あいだ

、いやな気
き も ち

持をいだいて
いました。モーセとアロンを、ねたんでい
たのでした。

彼
かれ

はレビ人
びと

であったので、ずっと前
まえ

から
幕
ま く や

屋〔聖
せいじょ

所〕の仕
し ご と

事にたずさわっていま
した。ところが、自

じ ぶ ん

分はなぜ祭
さ い し

司になれ
ないのか、納

なっとく

得できずにいました。しかも、
自
じ ぶ ん

分は大
だ い さ い し

祭司になるべき人
ひと

だと、彼
か れ じ し ん

自身
は思

おも

っていたのでした。

コラの友
とも

だちであったダタンとアビラム
は、ふたりとも、ルベン族

ぞく

の指
し ど う し ゃ

導者でし
た。ルベンはヤコブの長

ちょうなん

男であった人
ひと

で
したが、神

かみさま

様は、別
べつ

の息
む す こ

子に長
ちょうし

子の特
とっけん

権
を与

あた

えていました。そのことをよく思
おも

って
いなかったダタンとアビラムは、民

たみ

を治
おさ

め
るモーセの仕

し ご と

事は、自
じ ぶ ん

分たちに任
まか

せられ
るべきだと考

かんが

えていたのでした。

コラとその友
とも

だちは、人
ひとびと

々に対
たい

してはい
い顔

かお

をしながら、すべてのことをモーセの
せいにしていました。そのうちに、おおぜ
いの人

ひと

が彼
かれ

らの味
み か た

方になったので、自
じ ぶ ん

分
たちの考

かんが

えをモーセに伝
つた

えることにしまし
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た。民
みんすうき

数記 16：２－３。

彼
かれ

らの話
はなし

を聞
き

いたモーセは、すぐに祈
いの

りました。それから彼
かれ

らに向
む

かって、だれ
が本

ほんとう

当にきよくて、大
だ い さ い し

祭司にふさわしいか
は、神

かみさま

様が決
き

めて、それを知
し

らせてくださ
ると言

い

いました。どんなテストが行
おこな

われよ
うとしていましたか？４－７節

せつ

。

次
つぎ

の日
ひ

、コラはそこに来
き

ていましたが、
あとのふたりは来

き

ていませんでした。モー
セが彼

かれ

らを呼
よ

びに行
い

かせると、彼
かれ

らは何
なん

と答
こた

えましたか？12 節
せつ

。

モーセは、次
つぎ

に何
なに

をするようにと言
い

いま
したか？16－18節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：民
たみ

も指
し ど う し ゃ

導者も、神
かみさま

様が選
えら

ばれた指
し ど う し ゃ

導者に文
も ん く

句を言
い

ったミリアムがど
うなったかを、すぐに忘

わす

れてしまったよう
です。こんどは彼

かれ

らが、教
きょうくん

訓を学
まな

ぶ番
ばん

で
したが、それは、さらにつらい経

けいけん

験となり
ました。それは、どのようなものでしたか？

火
か よ う び

曜日

神
か み

様
さま

は、コラとダタンとアビラムを
愛
あい

しておられました。彼
かれ

らには、
最
さ い ご

後のさいごまで、あれほどのさわぎを起
お

こしたことを悪
わる

かったと思
おも

い、正
ただ

しい道
みち

に
立
た

ちかえるチャンスが与
あた

えられていたので
した。彼

かれ
らは、どうしましたか？

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、コラと 250 人
にん

の指
し ど う し ゃ

導者た
ちは、香

こ う ろ

炉〔香
こう

をたくための器
うつわ

〕をもって、
聖
せいじょ

所に来
き

ていました。人
ひとびと

々は、これから
何
なに

が起
お

こるのか、一
いっしん

心に見
み ま も

守っていまし
た。ダタンとアビラムは、まだ自

じ ぶ ん

分たちの
テントにいました。彼

かれ

らと最
さ い ご

後の話
はなし

をしよ

うとモーセがそこへ行
い

ったとき、コラもそ
こにやってきました。モーセは、彼

かれ

らが考
かんが

えを変
か

えるように説
せっとく

得しようとしましたが、
だめでした。もちろん神

かみさま

様も、そのことを
ご存

ぞ ん じ

知でした。

神
かみさま

様はモーセに、「彼
かれ

らのテントから離
はな

れるよう、人
ひとびと

々に語
かた

りなさい」と言
い

われま
した。「彼

かれ

らの物
もの

には、さわってもいけない」
と。

人
ひとびと

々はすぐに、彼
かれ

らのテントから離
はな

れま
した。彼

かれ

らは、今
いま

にも何
なに

か恐
おそ

ろしいことが
起
お

こるだろうと思
おも

って、びくびくしていまし
た。民

みんすうき

数記 16：28－35。

それからあっという間
ま

に、すべての決
けっちゃく

着
がつきました。サタンを信

しん

じる道
みち

を選
えら

んで、
神
かみさま

様に敵
てきたい

対することが、どんなに恐
おそ

ろしい
ことであるかを、神

かみさま

様はお示
しめ

しになりまし
た。サムエル記

きじょう

上 15 章
しょう

の23 節
せつ

を読
よ

んで
ください。神

かみさま

様に逆
さか

らうというのは、サタ
ンを礼

れいはい

拝するのと同
おな

じことなのです。

考
かんが

えてみよう：時
とき

には、たとえ従
したが

いたく
なくても、したがわなくてはいけないこと
がありますか？それはつまり、自

じ ぶ ん

分では
選
えら

ぶことができない、ということですか？
いいえ、ちがいますね。どんな時

とき

でも、
自
じ ぶ ん

分で選
えら

ばなくてはいけません。自
じ ぶ ん

分で
決
き

めるのです。自
じ ぶ ん

分から進
すす

んで、喜
よろこ

んでし
たがうでしょうか？それとも、ふくれっつら
をして、いやいやながらしたがうでしょう
か？そうです。従

したが

うときの態
た い ど

度も、自
じ ぶ ん

分で
選
えら

ぶのです。たとえしたがっていても、い
やいやながら従

したが

うのであれば、それは心
こころ

の中
なか

で反
はんこう

抗しているということです。その
ような形

かたち

だけの服
ふくじゅう

従〔したがうこと〕では、
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だれも幸
しあわ

せになれません。いやいやなが
らしたがっている人

ひと

を見
み

て、喜
よろこ

ぶのはだ
れですか？

水
す い よ う び

曜日

コラは、天
てんごく

国でたくさんの天
てんし

使たち
をだましたサタンと、同

おな
じ方

ほうほう
法を

用
もち

いました。彼
かれ

とその仲
な か ま

間たちは、とて
もずるがしこいやり方

かた
で、イスラエルの人

ひと

たちをだましていたために、今
いま

でも彼
かれ

らは
いい人

ひと
たちだと考

かんが
えている人

ひと
が多

おお
くいまし

た。

コラとその仲
な か ま

間たちが死
し

んだ次
つぎ

の日
ひ

に、
人
ひとびと

々は、モーセがどんな悪
わる

いことをしたと
言
い

って、彼
かれ

を責
せ

めましたか？民
みんすうき

数記 16：

41。

モーセとアロンは、どんなにがっかりし
たことでしょう！神

かみさま

様も、どんなに悲
かな

しまれ
たことでしょう！

モーセに文
も ん く

句を言
い

ったのは、神
かみさま

様の
栄
えいこう

光を見
み

た人
ひと

たちでした。その栄
えいこう

光は、
神
かみさま

様がモーセと話
はなし

をされたときに現
あらわ

れた
ものでした。彼

かれ

らは、モーセが神
かみさま

様と話
はな

してからもどってきたときの、光
ひか

りかがや
く彼

かれ

の顔
かお

を見
み

ていました。神
かみさま

様が、民
たみ

の
指
し ど う し ゃ

導者としてモーセをお選
えら

びになったこと
の証

しょうこ

拠を、彼
かれ

らはなんども見
み

ていました。
モーセが人

ひとびと

々と話
はな

していたとき、神
かみさま

様は、
さらなるしるしを与

あた

えてくださいました。
42 節

せつ

。

神
かみさま

様から選
えら

ばれた大
だ い さ い し

祭司はだれである
かについて、神

かみさま

様は、どのような証
しょうこ

拠を
与
あた

えようとしておられましたか？モーセは、

何
なに

をするように言
い

われましたか？民
みんすうき

数記

17：１－５。

それぞれの部
ぶ ぞ く

族の指
し ど う し ゃ

導者が、自
じ ぶ ん

分の
名
な ま え

前の書
か

かれた杖
つえ

をもってきました。これ
らの杖

つえ

を使
つか

って、モーセは何
なに

をしました
か？７節

せつ

。

つぎの日
ひ

の朝
あさ

、指
し ど う し ゃ

導者たちはみな、何
なに

が起
お

こったかを見
み

にもどってきました。
モーセが幕

ま く や

屋の中
なか

に入
はい

って、12 本
ほん

の杖
つえ

を調
しら

べました。どのようになっていました
か？８節

せつ

。

アロンの杖
つえ

を見
み

た部
ぶ ぞ く

族の指
し ど う し ゃ

導者たちが
驚
おどろ

いているようすを、想
そうぞう

像できますか？
神
かみさま

様がだれをお選
えら

びになったかは、これ
ではっきりしました。コラとかれの仲

な か ま

間た
ちはまちがっていたということを、みんな
が分

わ

かったわけです。彼
かれ

らは、神
かみさま

様に逆
さか

らっていたのでした。

考
かんが

えてみよう：コラが破
やぶ

ったのは、どの
戒
いまし

めでしたか？ほかの人
ひと

たち、とくに神
かみさま

様
が選

えら

ばれた指
し ど う し ゃ

導者について何
なに

かを言
い

うと
き、私

わたし

たちはどれほど気
き

をつけなくてはい
けないことでしょうか？

木
も く よ う び

曜日

アロンの杖
つえ

は、聖
せい

なる箱
はこ

の中
なか

に、
大
たいせつ

切にいれられました。そこには
十
じっかい

戒のほかに、すでにあるものが入
はい

ってい
ました。それは、マナの入

はい
った金

きん
のつぼ

でした。はじめてマナが降
ふ

ったときに、ア
ロンが集

あつ
めていれたものでした。ヘブル９：

３－４。
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聖
せい

なる箱
はこ

にいれられた三
みっ

つのものは、
イスラエルの人

ひと

たちに何
なに

を思
おも

い出
で

させて
くれましたか？神

かみさま

様はまず、ご自
じ ぶ ん

分の規
き そ く

則
〔ルール・きまり〕はけっして変

か

わらない
ことを、私

わたし

たちに覚
おぼ

えてほしいと望
のぞ

んでお
られます。それらの規

き そ く

則にしたがうことは、
私
わたし

たちがサタンから守
まも

られ、幸
こうふく

福に暮
く

ら
すための、たったひとつの方

ほうほう

法なのです。
神
かみさま

様がご自
じ ぶ ん

分で石
いし

に書
か

かれたのは、その
ためなのです。

芽
め

をだしたアロンの杖
つえ

は、神
かみさま

様が私
わたし

た
ちを導

みちび

いておられ、神
かみさま

様を助
たす

けるために
人
にんげん

間を用
もち

いられることを、私
わたし

たちに教
おし

え

てくれます。けっして、神
かみさま

様のメッセージ
を伝

つた

える預
よ げ ん し ゃ

言者にそむいてはいけません。
そうすることは、神

かみさま

様にそむくことなので
す。

マナは、神
かみさま

様が私
わたし

たちのめんどうを見
み

てくださること、また、私
わたし

たちはいつでも
神
かみさま

様に信
しんらい

頼できることを思
おも

い出
で

させてく
れます。さらにマナは、神

かみ

の言
こ と ば

葉である
聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強することのたいせつさについ
ても教

おし

えてくれます。マタイによる福
ふくいんしょ

音書

４章
しょう

の４節
せつ

を読
よ

んでください。さらに、
安
あんそくにち

息日は聖
せい

なる日
ひ

であることも思
おも

い出
で

させ

てくれます。安
あんそくにち

息日だけは、マナが腐
くさ

って
だめになることはありませんでした。

考
かんが

えてみよう：こういったことを、今
いま

で
も覚

おぼ

えている必
ひつよう

要がありますか？こういっ
たことを、サタンは私

わたし

たちに忘
わす

れさせよう
と、けん命

めい

になっているのです。私
わたし

たち
も、むかしのイスラエルの人

ひと

たちと同
おな

じよ
うに、神

かみさま

様に頼
たよ

ることができるでしょうか？
サタンはすべての人

ひと

を滅
ほろ

ぼそうとがんばっ
ていますが、神

かみさま

様は一
ひ と り

人ひとりを愛
あい

して
おられ、その愛

あい

はサタンの力
ちから

にまさってい
ます。マラキ書

しょ

３章
しょう

の６節
せつ

と、箴
しんげん

言３章
しょう

の12 節
せつ

は、父
ちち

なる神
かみさま

様と、み子
こ

であられ
る神

かみ

キリストについて、何
なに

を語
かた

っています
か？

金
き ん よ う び

曜日

あなたにとって、40 年
ねん

というのは、
長
なが

い時
じ か ん

間に思
おも

われますか？今
いま

か
ら 40 年

ね ん ご
後、あなたは何

なんさい
才になっています

か？

モーセは 40 才
さい

のとき、エジプトからミ
デアンに逃

のが

れました。それから 40 年
ねんかん

間、
羊
ひつじか

飼いとして働
はたら

きましたが、その後
のち

40
年
ねんかん

間、イスラエルの人
ひと

たちをひきつれて、
荒
あ ら の

野ですごしました。そのころ、彼
かれ

は何
なんさい

才
になっていましたか？

アロンはモーセのお兄
にい

さんでしたが、
兄
きょうだい

弟の中
なか

では、ミリアムがいちばん年
としうえ

上で
した。エジプトのナイル川

かわ

の岸
き し べ

辺で、赤
あか

ちゃんモーセを入
い

れたかごを見
み ま も

守ったと
きのことを、彼

かのじょ

女はなんども思
おも

い出
だ

したこ
とでしょう。あれから、実

じつ

にいろんなこと
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が起
お

こりました。荒
あ ら の

野での 40 年
ねん

が終
お

わり
に近

ちか

づいたころ、ミリアムは死
し

にました。

荒
あ ら の

野で暮
く

らしていたころ、イスラエルの
人
ひとびと

々は、あちらこちらへと移
うつ

り住
す

みました。
しかしついに、はるか昔

むかし

、神
かみさま

様が約
やくそく

束さ
れた地

ち

に入
はい

っていくときが来
き

ていました。
カナンに近

ちか

いカデシに、彼
かれ

らはもどってい
ました。そこの宿

しゅくえい

営〔キャンプ〕からは、
神
かみさま

様が与
あた

えると約
やくそく

束しておられた地
ち

の、
美
うつく

しい丘
おか

の連
つら

なりが見
み

えました。その時
とき

のイスラエルの民
たみ

は、反
はんこうてき

抗的な彼
かれ

らの親
おや

たちとちがって、すなおにしたがう人
ひと

たち
だったでしょうか？

考
かんが

えてみよう：罪
つみ

がこの 世
よ

に入
はい

って
以
い ら い

来、私
わたし

たちにとって、神
かみさま

様にしたがうの
とサタンにしたがうのとでは、どちらがた
やすくなっていますか？神

かみさま

様がイエス様
さま

を
与
あた

えてくださったおかげで、選
えら

びさえすれ
ば、サタンの奴

ど れ い

隷という身
み ぶ ん

分から解
かいほう

放され
る道

みち

がそなえられました。神
かみさま

様の大
おお

きな
愛
あい

をよろこび、感
かんしゃ

謝しましょう。

もっと学
まな

ぼう！

★ 民
み ん す う き

数 記 14：39 － 45；16 章
しょう

；

17 章
しょう

；

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻p.471-490
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つぎの場
ば し ょ

所に向
む

かって歩
ある

きながら、
フロリーは、招

しょうたい
待したお友

とも
だち

のことを思
おも

い返
かえ

していました。「目
め

の見
み

え
ないメリーと、足

あし
の不

ふ じ ゆ う
自由なジェイミーと、

大
だ い す

好きなナーシーおばあちゃん。さて、つ
ぎはエイミーのおうちへ行

い
きましょう。」

彼
かのじょ

女は、アンおばさんに言
い

いました。「エ
イミーは、わたしより少

すこ
しだけ年

としうえ
上なの。」

立
た

ち止
ど

まったのは、これまでおとずれ
たよりも、もっとみすぼらしい家

いえ

でした。
玄
げんかん

関にあらわれたエイミーは、大
おおごえ

声で
泣
な

いている赤
あか

ちゃんを抱
だ

いていました。
彼
かのじょ

女は、悲
かな

しそうな、つかれた顔
かお

をして
いました。でも、フロリーを
見
み

たとたんに、彼
かのじょ

女はうれ
しそうな顔

かお

をしました。エイ
ミーが、フロリーに言

い

いまし

た。「このあいだは、安
あんそくにちがっこう

息日学校に行
い

けな
くてごめんなさい。暗

あんしょうせいく

唱聖句はぜんぶ覚
おぼ

えたんだけど、赤
あか

ちゃんが病
びょうき

気になってし
まって、この子

こ

の看
かんびょう

病をしなくてはいけな
かったの。」

フロリーは、「あなたのお 母
かあ

さんは、
明
あ す

日、わたしのおたんじょうび会
かい

に、あな
たを行

い

かせてくださるかしら？」とたずね
ました。

ちょうどその時
とき

、エイミーのお母
かあ

さんが
あらわれました。彼

かのじょ

女は、フロリーのよう
なすてきな女

おんな

の子
こ

が、エイミーをおたん
じょうび会

かい

にさそったことを、たいそう喜
よろこ

んでくれました。フロリーとアンおばさん
が出

で

ていくころには、エイミーはすっかり
にこにこ顔

がお

になっていました。

アンおばさんが、「つぎはどこ？」とた
ずねました。フロリーは、「ホワイトさん
のおうちよ」と答

こた

えました。
「そこには、トミーという男

おとこ

の子
こ

が住
す

んでいるの。彼
かれ

は
耳
みみ

が聞
き

こえなくて、お話
はなし

も
できないの。でも、わたし
はトミーを招

しょうたい

待したいの。きっと、ほかの
子
こ

たちも、彼
かれ

に親
しんせつ

切にしてくれると思
おも

うし、
彼
かれ

はナーシーおばあちゃんが大
だ い す

好きにな
るはずよ。」

トミーのお母
かあ

さんであるホワイトさんは、
とても信

しん

じられない、というような顔
かお

をし

お話
はな

しひろば 

フロリーのおたんじょうび会
かい

―パート２
エイミー・シェラード

８才
さい

の誕
たんじょうび

生日を目
もくぜん

前にしていたフ
ロリーは、おたんじょうび会

かい

に、６人
にん

のお友
とも

だちを呼
よ

んでもいいと、お母
かあ

さんから言
い

われていました。誕
たんじょうび

生日
の前

まえ

の日
ひ

、フロリーとアンおばさんは、
６人

にん

のお友
とも

だちを招
しょうたい

待するため、彼
かれ

らの家
いえ

をたずねあるきました。なんと、
招
まね

かれたお友
とも

だちは、貧
まず

しい人
ひと

たち
ばかりでした。
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ました。彼
かのじょ

女は喜
よろこ

んで、明
あ す

日トミーをフロ
リーの家

いえ

へつれていくと、約
やくそく

束しました。

トミーの家
いえ

を出
で

ると、「あと一
いっけん

軒ね」と
アンおばさんが言

い

いました。

すると、フロリーが、「分
わ

かっているけ
れど、これでおうちに帰

かえ

り
ましょう」と言

い

いました。「う
ちに帰

かえ

ってから、招
しょうたいじょう

待状を
書
か

くわ。」家
いえ

にもどったフロ
リーは、まごころをこめて、
最
さ い ご

後の招
しょうたいじょう

待状を書
か

きました。
「親

しんあい

愛なるスウィフト夫
ふ じ ん

人、
明
あ す

日１時
じ

にはじまる誕
たんじょうびかい

生日会に、あなた
を招

しょうたい

待いたします。フロリー・スウィフト
より。」

フロリーは、照
て

れ笑
わら

いをうかべながら、
アンおばさんにその招

しょうたいじょう

待状を手
て

わたしま
した。彼

かのじょ

女は、「それを、お母
かあ

さんにわ
たしてくださらないかしら」とささやいて
言
い

いました。「もちろん、アンおばさんも
ぜひ来

き

てくださいね。それから、ほかに
だれを招

まね

いたかは、お母
かあ

さんに言
い

わない
で。」

だれがおたんじょうび会
かい

にやってくるか
も知

し

らずに、お母
かあ

さんはせっせとごちそう
の用

よ う い

意をしてくれました。

つぎの日
ひ

、アンおばさんが、「お客
きゃく

さん
がいらしたわよ」と、フロリーに言

い

いまし
た。期

き た い

待どおり、１時
じ

までには、招
まね

かれ
た客

きゃく

みんながそろいました。フロリーは、
ごちそうがいっぱいのっている食

しょくたく

卓の席
せき

に、一
ひ と り

人ひとりを案
あんない

内しました。ごちそう
を作

つく

ってくれたお母
かあ

さんをはじめ、みんな
が食

しょくじ

事を大
おお

いに楽
たの

しみました。

デザートの誕
たんじょうび

生日ケーキを食
た

べたあと、
リビング〔居

い ま

間〕にうつりました。お母
かあ

さ
んのひくピアノに合

あ

わせて、みんなで歌
うた

を
うたいました。それからゲームをしたり、
写
しゃしん

真や本
ほん

を見
み

たりしました。

帰
かえ

るとき、お客
きゃく

さんたち
は、お母

かあ

さんとフロリーに、
すばらしいパーティーのお
礼
れい

を言
い

っていました。

その日
ひ

の夕
ゆうがた

方、二
ふ た り

人きり
になったとき、お母

かあ

さんが、
「どうして、あのような人

ひと

た
ちを招

しょうたい

待しようと思
おも

ったの？」と、フロリー
にたずねました。

「このあいだの安
あんそくにち

息日に、私
わたし

たちが、
おなかをすかせた人

ひと

に食
た

べさせ、足
あし

の
不
ふ じ ゆ う

自由な人
ひと

の手
て

をとってあげ、貧
まず

しい人
ひと

を助
たす

けてあげ、困
こま

った人
ひと

に親
しんせつ

切にしてあ
げると、イエス様

さま

はとても喜
よろこ

ばれると先
せんせい

生
が教

おし

えてくれたの。私
わたし

はただ、イエス様
さま

を喜
よろこ

ばせたかっただけなんだけど、喜
よろこ

ん
でもらえたと思

おも

う？」

「もちろんよ」とお母
かあ

さんが言
い

いました。
「今

き ょ う

日あなたがしたように、私
わたし

たちが人
ひとびと

々
に親

しんせつ

切にしてあげるとき、それはイエス様
さま

にしたのと同
おな

じことだと、イエス様
さま

はおっ
しゃったのよ。だから、イエス
様
さま

はとても喜
よろこ

んでおられるはず
だわ。」

フロリーはにっこり笑
わら

って、
お母

かあ

さんを抱
だ

きしめました。そ
して、「わたしも、とってもうれ
しかったわ」と言

い

いました。

（完
かん

）
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日
にちようび

曜日

イスラエルの人
ひと

たちが荒
あ ら の

野ですごす
40 年

ねん
が、もうすぐ終

お
わろうとして

いました。またまた水
みず

が足
た

りなくなり、の
どがかわいてきました。ホレブでモーセが
岩
いわ

をたたいて水
みず

を出
だ

してから、このときま
で、必

ひつよう
要なものはいつでも備

そな
えられてきま

した。40 年
ねんかん

間、荒
あ ら の

野のあちらこちらを移
うつ

り住
す

みましたが、彼
かれ

らがどこへ行
い

っても、
神
かみさま

様が水
みず

を用
ようい

意してくださいました。です
から、神

かみさま
様がこれからも水

みず
を備

そな
えてくださ

るだろうと、彼
かれ

らは期
きたい

待していたことでしょ
う。もしかしたら、砂

さ ば く
漠に水

みず
がでるのは

奇
き せ き

跡であるということや、これらの奇
き せ き

跡を
行
おこな

われた神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝することを、忘
わす

れて
いたのかもしれません。

ところが、カデシに宿
しゅくえい

営〔キャンプ〕し
たものの、飲

の

み水
みず

がありませんでした。彼
かれ

らは、神
かみさま

様に祈
いの

ったでしょうか？いいえ。
代
か

わりに、どうしましたか？民
みんすうき

数記 20：１

－３。

彼
かれ

らのしたことは、私
わたし

たちが前
まえ

に聞
き

いた
あることと似

に

ていませんか？彼
かれ

らはまたも、
自
じ ぶ ん

分たちの必
ひつよう

要を満
み

たしてくださる神
かみさま

様に
信
しんらい

頼するのは、いやだと言
い

ったのでした。
このとき、モーセとアロンはどうしました
か？また神

かみさま

様は、何
なに

をしなさいと言
い

われま
したか？６－８節

せつ

。

初
はじ

めて岩
いわ

から水
みず

が出
で

たときにモーセが
したことと、今

こんかい

回かれがすべきであったこ

悲
かな

しいあやまち

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「そして、わたしがこの地
ち

から上
あ

げられる時
とき

には、すべて

の人
ひと

をわたしのところに引
ひ

きよせるであろう。」

―ヨハネによる福
ふくいんしょ

音書 12：32　

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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ととの間
あいだ

には、ある違
ちが

いがありましたが、
それがなんであったか分

わ

かりますか？彼
かれ

は、神
かみさま

様から言
い

われたとおりのことをしま
したか？９－11節

せつ

。

モーセはいらいらし、怒
おこ

っていました。
それは言

い

い訳
わけ

になりましたか？12 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はなぜ、モーセに、
あれほどきびしい罰

ばつ

を与
あた

えられたのでしょ
う？悪

わる

いのは、民
たみ

〔イスラエルの人
ひとびと

々〕
のほうではなかったのですか？これまで
ずっと、モーセはじっとがまんしてきまし
た。ところが今

いま

になって、民
たみ

をカナンへ
導
みちび

くことができなくなってしまったのです。
彼
かれ

がしたことの、何
なに

がそんなにいけなかっ
たのですか？何

なに

かを欲
ほ

しくなったとき、あ
なたは、それをすぐに手

て

にいれたいと思
おも

いますか？欲
ほ

しいものがすぐに手
て

に入
はい

らな
いからといって、怒

おこ

ったり、ふきげんになっ
たりすることはありませんか？

月
げつようび

曜日

ここで、きのう読
よ

んだ物
ものがたり

語について、
しばらく考

かんが
えてみましょう。まず、

何
なんじゅうねん

十 年も前
まえ

にモーセがたたいた岩
いわ

には、
とくべつな意

い み
味がありました。ちょうど、

聖
せいじょ

所のすべてのものがイエス様
さま

を示
しめ

してい
るように、あの岩

いわ
もイエス様

さま
をあらわして

いました。

イエス様
さま

は、いちどだけ打
う

たれることに
なっていました。彼

かれ

が私
わたし

たちのために死
し

なれることになっていたので、人
ひと

は、サタ
ンから自

じ ゆ う

由になるために必
ひつよう

要となる、すべ
てのゆるしと助

たす

けが得
え

られることになった

のです。私
わたし

たちにできるのは、ただ、イ
エス様

さま

にお願
ねが

いすること、つまり彼
かれ

に祈
いの

り
求
もと

めることだけです。聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強し、イエ
ス様

さま

について学
まな

ぶとき、私
わたし

たちは命
いのち

の水
みず

を飲
の

むのです。モーセが二
に ど

度も岩
いわ

をたた
いたので、岩

いわ

についてのすばらしい教
きょうくん

訓
が得

え

られなくなってしまいました。パウロ
の言

こ と ば

葉を読
よ

んでください。Ⅰコリント10：４。

人
ひとびと

々は、すべてをモーセのせいにして
いました。そして、「われわれがあなたが
たのために、この岩

いわ

から水
みず

を出
だ

さなけれ
ばならないのであろうか」とモーセが言

い

っ
たことは、彼

かれ

らのほうが正
ただ

しいと言
い

ったよ
うなものでした。なぜなら、「われわれが
…」と言

い

うことによって、神
かみさま

様ではなく、
自
じ ぶ ん

分たちがすべての原
げんいん

因であることを認
みと

め
てしまったからでした。

指
し ど う し ゃ

導者が神
かみさま

様に反
はん

すると、ひじょうに
重
じゅうだい

大な結
け っ か

果を招
まね

くようになることは、すで
に学

まな

んできましたね。そうなると、神
かみさま

様に
したがうのは、それほど重

じゅうよう

要なことではな
いと、人

ひとびと

々は考
かんが

えるようになります。モー
セは、自

じ ぶ ん

分のしたことの言
い

い訳
わけ

をしまし
たか？まったくしませんでしたね。彼

かれ

は、
自
じ ぶ ん

分が罪
つみ

を犯
おか

したことと、もう民
たみ

をカナン
の地

ち

に連
つ

れていけなくなったことを、みん
なに語

かた

りました。小
ちい

さい罪
つみ

というものはあ
りません。また神

かみさま

様は、かれが指
し ど う し ゃ

導者だ
からという理

り ゆ う

由で、彼
かれ

を大
お お め

目に見
み

ることは
できませんでした。モーセは、ひじょうに
がっかりしました。しかしこれで、人

ひとびと

々は、
神
かみさま

様が公
こうせい

正〔公
こうへい

平〕なお方
かた

であることを
知
し

ったのでした。

考
かんが

えてみよう：自
じ ぶ ん

分がまちがっていたこ
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とを認
みと

めたモーセの行
こうどう

動は、正
ただ

しかった
ですか？私

わたし

たちは、自
じ ぶ ん

分がまちがったこと
をしたとき、どのような態

た い ど

度をとってしまう
ことがありますか？

火
か よ う び

曜日

エドムは、ヤコブの双
ふたご

子のお兄
にい

さん
であった、エサウの子

し そ ん
孫たちの国

くに

でした。イスラエルの人
ひと

たちが、エドムを
通
とお

ってカナンに入
はい

るというのが、神
かみさま

様の
ご計

けいかく
画でした。そこでモーセは、そのこ

とについて、エドムの王
おうさま

様に、ていねいな
メッセージを送

おく
りました。民

みんすうき
数記 20：14

－17。どのような答
こた

えが返
かえ

ってきましたか。
18 節

せつ
。

イスラエルの人
ひと

たちがもういちどお願
ねが

いすると、つぎの返
へ ん じ

事はどういったもので
したか？19－21 節

せつ

。もし彼
かれ

らが神
かみさま

様に
信
しんらい

頼し、訴
うった

えるのをやめていなければ、
神
かみさま

様は、彼
かれ

らにエドムを通
とお

らせ、安
あんぜん

全に
行
い

かせることがおできになったはずです。
ところが彼

かれ

らは、遠
とおまわ

回りの、もっとつらい
道
みち

を行
い

かなくてはなりませんでした。

神
かみさま

様は彼
かれ

らに、けっしてエドムの人
ひとびと

々と
戦
たたか

ってはいけないと言
い

われました。そこ
には、神

かみさま

様を完
かんぜん

全には捨
す

てていない多
おお

く
の人

ひと

たちがいて、その人
ひと

たちを滅
ほろ

ぼすべ
きではありませんでした。

イスラエルの人
ひと

たちがホル山
ざん

にやって
きたとき、神

かみさま

様はモーセに、アロンの死
し

ぬ時
とき

がきたと言
い

われました。アロンはこ
れまで、大

だ い さ い し

祭司として働
はたら

いてきました。
大
だ い さ い し

祭司というのは、聖
せいじょ

所のつとめにおい

て、イエス様
さま

を代
だいひょう

表する人
ひと

でした。彼
かれ

は
神
かみさま

様を愛
あい

し、モーセの心
こころづよ

強い味
み か た

方でした。
アロンもまた、民

たみ

からなんども悩
なや

まされて
きましたが、人

ひとびと

々はかれを愛
あい

していまし
た。

シナイ山
ざん

のふもとで、アロンは金
きん

の
子
こ う し

牛をつくらせて、人
ひとびと

々に拝
おが

ませたことが
ありました。また彼

かれ

は、ミリアムといっしょ
になって、モーセとチッポラに文

も ん く

句を言
い

っ
たこともありました。モーセが岩

いわ

を二
に ど

度
たたいたときは、彼

かれ

に賛
さんせい

成していました。
神
かみさま

様は、そんなアロンをゆるし、愛
あい

してお
られましたが、罪

つみ

は罪
つみ

だということを、人
ひとびと

々
に分

わ

からせなくてはいけませんでした。

アロンの息
む す こ

子であるエレアザルといっ
しょに、ふたりの年

と し お

老いた兄
きょうだい

弟がホル山
ざん

をゆっくりと登
のぼ

っていくのを見
み

て、みんな
は悲

かな

しくなりました。もう二
に ど

度とアロンに
会
あ

えないことが、分
わ

かっていたからでした。
モーセとエレアザルが山

やま

からもどってきた
とき、エレアザルは、大

だ い さ い し

祭司の衣
ころも

を着
き

て
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いました。アロンが死
し

んだことが、一
ひ と め

目で
わかりました。モーセとエレアザルが、彼

かれ

の死
し

んだ体
からだ

を山
やま

にうめたのでした。アロン
の死

し

を悲
かな

しむため、カナンへの旅
たび

をつづ
ける前

まえ

に、人
ひとびと

々はそこに 30 日
にちかん

間とどまり
ました。

考
かんが

えてみよう：ひどいやけどか、切
き

り傷
きず

のあとが残
のこ

っている人
ひと

を、見
み

たことがあ
りますか？大

おお

きいけがややけどの跡
あと

は、
一
いっしょうき

生消えることがありません。傷
きずあと

跡をもっ
ている人

ひと

に、そのことを尋
たず

ねてみたら、
傷
きず

を負
お

ったときのことを話
はな

してくれるかも
しれません。罪

つみ

を犯
おか

しても、あとが残
のこ

りま
す。神

かみさま

様は喜
よろこ

んでゆるしてくださいますが、
罪
つみ

が私
わたし

たちの体
からだ

と心
こころ

にどんな傷
きずあと

跡をのこ
すかをご存

ぞ ん じ

知なので、神
かみさま

様は悲
かな

しまれる
のです。罪

つみ

は、ほかの人
ひとびと

々をも傷
きず

つけて
しまうことがよくあります。しかし、いつの
日
ひ

か、罪
つみ

は永
えいえん

遠になくなるのです。

水
すいようび

曜日

イスラエル人
びと

たちは、自
じぶん

分たちのい
ちばんの敵

てき
が、自

じぶんじしん
分自身であるこ

とを悟
さと

ることができないようでした。彼
かれ

ら
には、何

なに
かあればすぐに文

もんく
句を言

い
うくせが

あり、そのために、神
かみさま

様は彼
かれ

らを助
たす

けた
くても、助

たす
けられないことがよくありまし

た。

カナンとの国
こっきょう

境〔国
くに

と国
くに

とのさかいめ〕
に沿

そ

って進
すす

んでいた彼
かれ

らに、神
かみさま

様は、滅
ほろ

ぼすべき国
くに

はどれか、また害
がい

してはいけ
ない国

くに

はどれかを告
つ

げられました。どうし
て、そのようなことをなさったのでしょう？

なぜなら神
かみさま

様は、完
かんぜん

全にサタンにつくこと
を選

えら

んでいない国
くに

がどれかを、正
せいかく

確にご
存
ぞ ん じ

知だったからでした。その人
ひと

や国
くに

にわ
ずかでも望

のぞ

みがあるかぎり、神
かみさま

様は、生
い

きかたを変
か

えるチャンスを与
あた

えようとなさ
るのです。

カナンのすべての国
くにぐに

々は、イスラエル
のことを知

し

っていました。彼
かれ

らにも、神
かみさま

様
がイスラエル人

びと

をとくべつに守
まも

っておら
れることが分

わ

かりました。彼
かれ

らみんなに、
神
かみさま

様のことを学
まな

ぶチャンスが与
あた

えられてい
ました。ところが、彼

かれ

らのほとんどは、サ
タンにしたがうことを選

えら

んだのでした。彼
かれ

らのおこなっていた悪
あく

は、口
くち

にするのも恐
おそ

ろしい、あまりにもひどいものでした。ま
るで、ソドムや洪

こうずいまえ

水前の人
ひとびと

々のようでした。
神
かみさま

様は、どんな人
にんげん

間でも、滅
ほろ

ぼしたくない
と考

かんが

えておられます。しかしカナンには、
けっして変

か

わろうとしない国
くに

が、いくつも
あることをご存

ぞ ん じ

知でした。これらの国
くにぐに

々は、
罪
ざいあく

悪という恐
おそ

ろしい病
びょうき

気を、ほかの国
くにぐに

々
にまでうつしてしまうのでした。そのような
国
くに

は、滅
ほろ

ぼすしか手
て

がありませんでした。

イスラエル人
びと

たちがやってくることを耳
みみ

にした、あるカナンの王
おうさま

様は、兵
へいたい

隊をひ
きつれて彼

かれ

らに向
む

かっていきました。何
なに

が起
お

こりましたか？民
みんすうき

数記 21：１－３。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、とてもむごいこ
とをなさる方

かた

だと、多
おお

くの人
ひと

が考
かんが

えていま
す。神

かみさま

様はただ、何
なに

が最
さいぜん

善〔いちばんい
いこと〕かをご存

ぞ ん じ

知なのです。神
かみさま

様はす
べての人

ひと

を愛
あい

され、いつでも公
こうへい

平です。
ですから、私

わたし

たちは神
かみさま

様に信
しんらい

頼することが
できるのです。本

ほんとう

当のたたかいは、神
かみさま

様
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とサタンとの間
あいだ

でなされていますが、サタ
ンはいつもずるい手

て

を使
つか

います。

木
もくようび

曜日

エドムの王
おうさま

様は、イスラエル人
びと

たち
がエドムを通

とお
るのをゆるさなかっ

たので、神
かみさま

様はかれらに遠
とお

まわりをさせて、
カナンの中

なか
で、最

さいしょ
初に行

い
かせようとしてい

た場
ば し ょ

所へ導
みちび

かれました。でもそれは、楽
らく

な旅
たび

ではありませんでした。

しばらくすると、人
ひとびと

々はまたも文
も ん く

句を言
い

い出
だ

しました。これまで神
かみさま

様がどれだけ彼
かれ

らを助
たす

けてこられたかを、まったく分
わ

かっ
ていないことを、神

かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知でした。
そのうえ、食

た

べ物
もの

と水
みず

も、毎
まいにち

日じゅうぶん
に用

よ う い

意してくださっていました。さらに、
彼
かれ

らとかれらの家
か ち く

畜が、野
や せ い

生の動
どうぶつ

物に殺
ころ

されたり、毒
どく

ヘビにかまれたりすることが
ないように守

まも

ってこられたのでした。

そこで、これまでどれほどの祝
しゅくふく

福を受
う

けてきたかを分
わ

からせるために、神
かみさま

様は、
保
ほ ご

護〔守
まも

り〕のみ手
て

を引
ひ

っ込
こ

めることにし
ました。すると、どうでしょう！人

ひとびと

々は、次
つぎ

からつぎへとヘビにかまれ、おおぜいの
人
ひと

が死
し

んでしまったのです。今
いま

となっては、
自
じ ぶ ん

分たちが文
も ん く

句を言
い

っていたことも忘
わす

れて
しまいました。みんな、恐

おそ

ろしくてびくび
くしていました。安

あんぜん

全な人
ひと

は、ひとりもい
ないように思

おも

われました。

人
ひとびと

々は、モーセのもとに押
お

しかけました。
彼
かれ

らは、なんと言
い

いましたか？民
みんすうき

数記 21：

７。

神
かみさま

様はモーセに、何
なに

をするように言
い

わ

れましたか？それから、何
なに

が起
お

こりました
か？８節

せつ

と９節
せつ

。

なんと変
か

わった治
なお

し方
かた

でしょう！命
いのち

のな
い、青

せいどう

銅のヘビが、どうして死
し

にそうな
人
ひと

をいやすことができたのでしょう？実
じっさい

際、
そんなことはあり得

え

ないと考
かんが

えたある人
ひと

た
ちは、ヘビを見

み

ようとしませんでした。そ
して、彼

かれ

らは死
し

んでしまったのでした。

考
かんが

えてみよう：時
とき

には、私
わたし

たちがどれほ
どの祝

しゅくふく

福を天
てん

からいただいているかを分
わ

からせるために、神
かみさま

様は、これらの祝
しゅくふく

福
をとり去

さ

られることがあります。これらの
祝
しゅくふく

福はすべて神
かみさま

様からのものであり、そも
そも私

わたし

たちは、ひとつの祝
しゅくふく

福ですら受
う

け
るにふさわしくない者

もの

であるのに、そのこ
とをたびたび忘

わす

れてしまうのです。いつで
も、感

かんしゃ

謝の心
こころ

をもつようにしましょう。

金
きんようび

曜日
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青
せ い

銅
どう

のヘビは、何
なに

を意
い み

味していま
したか？それを見

み
るだけで、ほん

ものの毒
どく

ヘビにかまれた人
ひと

たちが、どうし
て助

たす
かったのでしょう？そのことについて、

しばらく考
かんが

えてみましょう。

聖
せいしょ

書の黙
もくしろく

示録 20 章
しょう

２節
せつ

の中
なか

で、サタ
ンはなんと呼

よ

ばれていますか？

罪
つみ

がはいってくる前
まえ

、アダムとエバは、
自
し ぜ ん

然に神
かみさま

様の律
りっぽう

法にしたがっていました。
ところが罪

つみ

がはいってきた後
あと

は、したがう
よりも、さからうほうが自

し ぜ ん

然になってしま
いました。そこで、このような人

にんげん

間を救
すく

い
出
だ

すために、神
かみさま

様はすばらしい計
けいかく

画を立
た

てられました。それは、罪
つみぶか

深い人
にんげん

間が、
イエス様

さま

の助
たす

けによって、ふたたび従
したが

える
ようになるための計

けいかく

画だったのです。

そして、私
わたし

たちを助
たす

けることができるよ
うになるために、イエス様

さま

は人
にんげん

間になる
必
ひつよう

要がありました。神
かみさま

様に頼
たよ

るとき、人
ひと

は
十
じっかい

戒にしたがうことができるようになるこ
とを、証

しょうめい

明〔証
しょうこ

拠を示
しめ

して明
あき

らかにするこ

と〕しなければなりませんでした。

けれども、それだけではありませんでし
た。罪

つみ

を犯
おか

した者
もの

は、かならず死
し

ななく
てはなりませんが、イエス様

さま

は、全
ぜ ん せ か い

世界
の罪

つみ

の代
だ い か

価〔損
そんがい

害〕を支
し は ら

払おうとしてお
られたのです。すべての人

ひと

が、生
せい

か死
し

か
のどちらかを選

えら

べるようになるためには、
彼
かれ

が死
し

ななくてはなりませんでした。しか
もそれは、永

えいえん

遠の死
し

という恐
おそ

ろしいもので
した。ローマ６：23。

イエス様
さま

が死
し

んでくださったので、私
わたし

た
ちは、彼

かれ

が約
やくそく

束してくださったすばらしい
贈
おく

り物
もの

、つまり永
えいえん

遠の命
いのち

をいただけるよう
になりました。私

わたし

たちは、選
えら

びさえすれば、
サタンの力

ちから

から自
じ ゆ う

由になれるのです。つ
ぎの段

だんらく

落のあいているところに、あなた
の名

な ま え

前を書
か

きいれてください。

サタンが、「　　　　は罪
つみ

を犯
おか

した。　
　　　は私

わたし

のものだ。　　　　は永
えいえん

遠に
滅
ほろ

びて当
とうぜん

然だ」と言
い

うとき、イエス様
さま

は、
つぎのように言

い

われます。「そのとおり。
　　　　は罪

つみ

を犯
おか

した。でも、　　　　は
あなたのものではない。私

わたし

がの罪
つみ

の代
だ い か

価
を払

はら

って買
か

い戻
もど

したので、　　　　は私
わたし

の
ものだ。私

わたし

は　　　　のために、永
えいえん

遠の
死
し

を味
あじ

わった。私
わたし

の手
て

にある釘
くぎ

の跡
あと

を見
み

なさい。私
わたし

は、　　　　と、世
せかいじゅう

界中のす
べての人

ひと

のためにそうしたのだ。　　　
　は、もうあなたの奴

ど れ い

隷ではない。間
ま

も
なく、私

わたし

とともに、永
えいえん

遠に生
い

きるのだ。私
わたし

は毎
まいにち

日、　　　　が、あなたではなく、私
わたし

のようになるのを助
たす

けてあげている。」

ヨハネによる福
ふくいんしょ

音書３章
しょう

14 節
せつ

で、イ
エス様

さま

はなんと言
い

われましたか？人
ひと

の子
こ

が
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「上
あ

げられ」るとは、どういう意
い み

味ですか？
ここでイエス様

さま

が話
はな

しておられた相
あ い て

手の人
ひと

は、荒
あ ら の

野での青
せいどう

銅のヘビについて、よく
知
し

っていました。それが、人
ひとびと

々をかんで
いたヘビに似

に

ていたように、イエス様
さま

も、
この世

せ か い

界に来
こ

られるときは、ほかの人
ひと

たち
と変

か

わらない姿
すがた

をしていました。ローマ８：
３。荒

あ ら の

野で青
せいどう

銅のヘビがあげられたとき、
それを見

み あ

上げた人
ひと

たちがいやされたよう
に、イエス様

さま

も、サタンというヘビにかま
れた人

ひとびと

々が、彼
かれ

を見
み あ

上げていやされるた
めに、十

じ ゅ う じ か

字架にあげられて死
し

なれたので
した。

荒
あ ら の

野でモーセがあげたヘビを見
み

ること
は、イエス様

さま

が十
じ ゅ う じ か

字架でしようとしておら
れたことを、信

しんこう

仰の目
め

で見
み

ることをあらわ
していました。イエス様

さま

は、彼
かれ

に信
しんらい

頼す
るすべての人

ひと

を、救
すく

おうとしておられたの
です。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちはみな、サタンと
いうヘビにかまれてしまいました。しかし、
一
い ち ど

度たりとも、イエス様
さま

をかむことはでき
ませんでした。イエス様

さま

でも、もしサタン
にかまれたら、罪

つみ

びとになってしまうので
した。罪

つみ

びとになってしまったら、私
わたし

たち
のために死

し

んで、罪
つみ

の代
だ い か

価を払
はら

うことが
できなくなります。サタンに負

ま

けることな
く、イエス様

さま

が罪
つみ

の代
だ い か

価を払
はら

ってくださっ
たことについては、どんなに感

かんしゃ

謝しても、
感
かんしゃ

謝しすぎるということはないはずです。
イエス様

さま

を見
み あ

上げつつ、歩
あゆ

みつづけましょ
う。

もっと学
まな

ぼう！

★民
みんすうき

数記 20：1-21；21：1-9

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.1-36

★あがないの歴
れ き し

史 p.202-208
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「お母
かあ

さん、お願
ねが

いだから、今
きょう

日
みんなでどこへ行

い
くのか教

おし
え

て」と、ラリーがせがみます。お母
かあ

さんと、
妹
いもうと

の三
さんにん

人で、朝
あさ

ごはんを食
た

べているとき
のことです。

妹
いもうと

のハイディーもくわわりま
す。「そうよ、お願

ねが

いだから教
おし

えてよ。」ところがお母
かあ

さんは、
にこにこしながら首

くび

を横
よこ

にふり
ました。

「それは秘
ひ み つ

密よ。ただ言
い

える
のは、10 時

じ

ちょうどには、居
い ま

間にいらっしゃ
いということだけです。10 時

じ

に家
いえ

をでま
すからね。」お母

かあ

さんは、それだけしか話
はな

してくれませんでした。

ラリーは、うで時
と け い

計を見
み

ました。「心
しんぱい

配
しなくてもいいよ、ハイディー。もうじき、
分
わ

かることだから。」そう言
い

ってから、窓
まど

の外
そと

をちらっと見
み

た彼
かれ

は、とつぜん立
た

ち
上
あ

がりました。「チャーリーだ。作
さ ぎ ょ う ば

業場で、
あるものを見

み

せてあげるって、彼
かれ

に約
やくそく

束し
ていたんだ。」それからすぐに、ラリーは
友
とも

だちをでむかえるため、外
そと

に出
で

ていき
ました。

ふたりの男
おとこ

の子
こ

たちは、９時
じ

すぎまで、
いっしょに遊

あそ

んでいました。それからラリー
は、家

いえ

にもどらないで、組
く

み立
た

てている

途
とちゅう

中だったたこを仕
し あ

上げることにしまし
た。

しばらくたってから、ふたたび腕
うで

どけい
を見

み

たラリーは、思
おも

わずぎょっ
としました。10 時

じ

を３分
ぶん

すぎ
ていたのです。大

おお

あわてで家
いえ

にもどった彼
かれ

は、居
い ま

間にだれも
いないのを見

み

て、ほっとしまし
た。

ラリーは、叫
さけ

びました。「ハ
イディー、どこにいるの？」し

かし、返
へ ん じ

事がありません。

階
かいだん

段をかけのぼって、お母
かあ

さんの部
へ や

屋
に行

い

きました。もしかしたら、出
で

かける
用
よ う い

意をしているかもしれません。けれども、
部
へ や

屋にはだれもいませんでした。お母
かあ

さん
と妹

いもうと

が、これほどすばやく出
で

ていったなん
て、信

しん

じられませんでした。まだ、10 時
じ

をほんの数
すうふん

分しかすぎていません。ラリー
は、走

はし

ってふたりを追
お

いかけることにしま
した。ところがその時

とき

、ふたりの行
い

き先
さき

を
知
し

らないことを思
おも

い出
だ

したのです。どこに
向
む

かって走
はし

ってよいかも、分
わ

かりませんで
した。

お手
て つ だ

伝いさんのジェーンが、台
だいどころ

所にい
ました。彼

かのじょ

女は、ラリーのことをかわいそ
うに思

おも

いましたが、彼
かれ

が何
なに

もきかなかっ

お話
はな

しひろば 

あと１分
ぶん

―パート１
エイミー・シェラード
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たので、ほっとしていました。お母
かあ

さんと
妹
いもうと

がどこへ行
い

ったのか、夕
ゆうしょく

食の時
じ か ん

間まで
は話

はな

さないようにと言
い

われていたのです。

ラリーは、自
じ ぶ ん

分ががっかりして涙
なみだ

を流
なが

し
ているすがたを、ジェーンに見

み

られたくな
かったので、作

さ ぎ ょ う ば

業場にもどって、たこ作
づく

り
をつづけました。そして作

さぎょう

業をしながら、
しばらく考

かんが

えていました。お母
かあ

さんと 妹
いもうと

は、まもなく帰
かえ

ってくるだろうとばかり思
おも

っ
ていました。かえってきたら、ほんの数

すうふん

分
も待

ま

ってくれなかったことで、お母
かあ

さんに
文
も ん く

句をいうつもりでした。

夕
ゆうしょく

食の時
じ か ん

間になったので、家
いえ

にもどって
みると、驚

おどろ

いたことに、テーブルに並
なら

べら
れたお皿

さら

は、ひとりぶんだけでした。お
母
かあ

さんが、いちにちじゅう家
いえ

を留
る す

守にした
ことは、これまでほとんどありませんでし
た。それにしても、ふたりはどこへ行

い

って
しまったのでしょう？ひとりで食

しょくじ

事をするこ
とになったラリーは、さびしくて仕

し か た

方があ
りませんでした。

ジェーンがパイをもって入
はい

ってきたとき、
ラリーは、どうしてお母

かあ

さんがまだ帰
かえ

らな
いのか尋

たず

ねました。

ジェーンは悲
かな

しそうな顔
かお

をし、ちょっと
ためらっていましたが、思

おも

いきって言
い

いま
した。「ラリー、気

き

の毒
どく

だけれど、あなた
のお母

かあ

さんは、今
き ょ う

日はもどらないわ。そ
れどころか、明

あ す

日になっても帰
かえ

ってこない
の。 彼

かのじょ

女と
ハ イディー
がもどるの
は、来

らいしゅう

週の
月
げ つ よ う び

曜日の朝
あさ

よ。」

「月
げつよう

曜の朝
あさ

だって！」ラリーは、まったく
信
しん

じられませんでした。「ふたりは、どこ
へ行

い

ったの？」

こんどはもっと、言
い

いづらいことでした。
ラリーには、ふたりがどこへ行

い

ったのか、
言
い

いたくなかったのです。なぜなら、言
い

え
ば、彼

かれ

はもっとがっかりするに決
き

まってい
るからです。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

ここちよい、 す ずしい 風
かぜ

！ 緑
みどり

の
草
くさ

や木
き

！旅
たび

をしているところは、
以
い ぜ ん

前よりもはるかにすばらしくなっていま
す。とうとうイスラエルの人

ひと
たちは、長

ながねん
年

つきあってきたからからの砂
さ ば く

漠にお別
わか

れを
したのです。今

いま
かれらは、モアブの地

ち
に近

ちか

づいていました。

モアブ人
びと

は、ロトの子
し そ ん

孫でした。彼
かれ

ら
は偶

ぐうぞう

像をおがんでいましたが、かれらに
危
き が い

害を加
くわ

えてはいけないと、神
かみさま

様はイス
ラエル人

びと

に言
い

われまし
た。そこでイスラエル
の人

ひと

たちは、モアブの
土
と ち

地をとおらずに、その
はしを回

まわ

って行
い

ったので
した。

間
ま

もなくすると、アモ
リ人

びと

の国
くに

にやってきまし
た。アモリ人

びと

たちは偶
ぐうぞう

像

をおがんでいて、しかも神
かみさま

様を憎
にく

んでいま
した。イスラエル人

びと

が自
じ ぶ ん

分たちの国
くに

にやっ
てきたことを、アモリ人

びと

たちはかえって喜
よろこ

びました。なぜなら、かれらと戦
たたか

っても、
勝
か

てると思
おも

っていたからです。彼
かれ

らの王
おうさま

様
は、シホンといいました。モーセはシホ
ンに、友

ゆうこうてき

好的な〔親
した

しみのある〕メッセー
ジを送

おく

りました。民
みんすうき

数記 21：21－22。

シホンは、モーセの頼
たの

みを断
ことわ

っただけ
でなく、イスラエル人

びと

と戦
たたか

うために、兵
へいたい

隊
をひきつれて出

で

ていきました。

イスラエルの人
ひと

たちは、恐
きょうふ

怖に満
み

たさ
れました。あのような
強
きょうりょく

力な軍
ぐんたい

隊に、どうやっ
て勝

か

つことができるで
しょうか？けれども神

かみさま

様
は、かならず勝

か

てると、
すでに約

やくそく

束しておられた
のです。さらに、その戦

たたか

いが終
お

わったら、カナン
中
じゅう

のすべての国
くにぐに

々はイ
スラエルを恐

おそ

れるように

よくばりな預
よげんしゃ

言者バラム

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「令
れいめい

名は大
おお

いなる富
とみ

にまさり、

恩
おんけい

恵は銀
ぎん

や金
きん

よりも良
よ

い。」

―箴
しんげん

言 22：１

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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なるだろうと、神
かみさま

様は約
やくそく

束しておられまし
た。申

しんめいき

命記２：24－25。

モーセは、 雲
くも

を注
ちゅうい

意して見
み

ていまし
た。雲

くも

は、前
まえ

に向
む

かって動
うご

いていました。
神
かみさま

様が彼
かれ

らといっしょにおられることが、
それで分

わ

かりました。民
たみ

〔イスラエルの
人
ひと

たち〕も、できるだけの準
じゅんび

備をすべて
やりました。それから、何

なに

が起
お

こりました
か？民

みんすうき

数記 21：24。

何
なんびゃくねん

百年もむかし、神
かみさま

様はアブラハムに、
カナンにいる悪

あくにん

人たちには、悔
く

い改
あらた

める
〔あやまちを反

はんせい

省して生
い

き方
かた

を変
か

える〕た
めの時

じ か ん

間をもっと与
あた

えたいと言
い

っておられ
ました。今

いま

やすべてのカナン人
びと

は、神
かみさま

様
がご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

をエジプトから救
すく

い出
だ

して、
かれらを助

たす

けてこられたことを知
し

っていま
した。彼

かれ

らには、じゅうぶんな時
じ か ん

間が与
あた

え
られました。けれども、聖

せいれい

霊を断
ことわ

ったため
に、もっと悪

わる

くなってしまったのでした。

考
かんが

えてみよう：ペテロ第
だ い に

二の手
て が み

紙３章
しょう

の
９節

せつ

は、神
かみさま

様についてなんと言
い

っていま
すか？神

かみさま

様が私
わたし

たちを愛
あい

しておられ、しん
ぼう強

つよ

くあつかわれることを、私
わたし

たちはもっ
と喜

よろこ

び感
かんしゃ

謝すべきではないでしょうか？

月
げつようび

曜日

巨
き ょ

人
じん

？そうです。バシャンの王
おうさま

様オ
グの兵

へいし
士たちは、巨

きょじん
人ぞろいでし

た。高
たか

くてがんじょうな城
じょうへき

壁？そうです。
そのことについても、スパイ〔密

みってい
偵〕たち

の報
ほうこく

告どおりでした。しかし、神
かみさま

様は雲
くも

の中
なか

におられて、イスラエル人
びと

に勝
しょうり

利を
与
あた

えると約
やくそく

束しておられました。雲
くも

はかれ

らを、バシャンのほうへと導
みちび

いていました。
民
みんすうき
数記 21：33。

オグ王
おう

とかれの軍
ぐんたい

隊は、戦
たたか

いたくてうず
うずしていました。イスラエルの人

ひと

たちは、
何
なんぜんなんまん

千何万という巨
きょじん

人の軍
ぐんたい

隊を、遠
とお

くから
見
み

ることができました。彼
かれ

らのりっぱな槍
やり

も見
み

えました。オグという
王
おうさま

様も見
み

えましたが、彼
かれ

は、
兵
へ い し

士たちよりもさらに大
おお

きい
人
ひと

でした。王
おうさま

様と兵
へ い し

士たち
が、イスラエルとその神

かみさま

様
をのろう叫

さけ

び声
ごえ

が聞
き

こえてき
ました。このような軍

ぐんたい

隊に、
どうやって勝

か

つことができるでしょうか？

イスラエルの人
ひと

たちがモーセを見
み

ると、
彼
かれ

はとても落
お

ち着
つ

いていました。まったく
恐
おそ

れていません。彼
かれ

のようすを見
み

て、み
んなも勇

ゆ う き

気がわいてきました。モーセが
神
かみさま

様の約
やくそく

束に信
しんらい

頼していることが、かれ
らにも分

わ

かりました。この恐
おそ

ろしい敵
てき

に、
かれらは勇

ゆうかん

敢に立
た

ち向
む

かっていきました。
そして、勝

しょうり

利をおさめたのです。34 節
せつ

と

35節
せつ

を読
よ

んでください。

まもなく、オグとその強
きょうりょく

力な軍
ぐんたい

隊がやっ
つけられたことを、カナン中

じゅう

の人
ひと

たちが耳
みみ

にしました。今
いま

やかれらは、イスラエル人
びと

が本
ほんとう

当にこわくなりました。神
かみさま

様の言
い

われ
たとおりのことが、起

お

こったのです。

イスラエルの兵
へ い し

士たちが宿
しゅくえい

営〔キャン
プ〕にもどって、神

かみさま

様が与
あた

えてくださった
勝
しょうり

利のことをみんなに語
かた

ると、人
ひとびと

々は大
おお

いに喜
よろこ

びました。40 年
ねんまえ

前、神
かみさま

様は、かれ
らのお父

とう

さんたちにも、あのような勝
しょうり

利を
与
あた

えたかったのです。しかし、神
かみさま

様を信
しん

じ
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るのはいやだと言
い

ったの
で、勝

しょうり

利は与
あた

えられませ
んでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様にとっ
て、勝

しょうり

利をあたえるのは、
わたを吹

ふ

き飛
と

ばすくらいか
んたんなことです。ただし、
私
わたし

たちは神
かみさま

様に信
しんらい

頼しな
くてはいけません。コリン
ト人

びと

への第
だいいち

一の手
て が み

紙 15

章
しょう

57節
せつ

を読
よ

んでください。
この聖

せ い く

句を覚
おぼ

えてみてはどうですか。

火
か よ う び

曜日

モアブの王
おう

バラクは、恐
おそ

れおののき
ました。イスラエル人

びと
がモアブ人

びと

を襲
おそ

ったことはありませんでしたが、彼
かれ

ら
がシホンとオグの強

きょうりょく
力な軍

ぐんたい
隊をうちやぶっ

たことをバラクは知
し

っていました。バラク
と王

お う じ
子たちは、イスラエル人

びと
が自

じ ぶ ん
分たち

の国
くに

にもせめてくるのではないかとびくびく
していました。

　モアブ人
びと

は偶
ぐうぞう

像を拝
おが

み、魔
まじゅつ

術〔人
ひと

の
心
こころ

を惑
まど

わすふしぎな術
じゅつ

〕を信
しん

じていました。
ところが、イスラエルの神

かみ

は、どの神
かみがみ

々
や魔

まじゅつ

術よりも強
つよ

いことがわかったのです。
だれか、自

じ ぶ ん

分たちを助
たす

けてくれる者
もの

はい
ないだろうか？そのときだれかが、遠

とお

いと
ころに住

す

んでいるバラムという預
よ げ ん し ゃ

言者のこ
とを思

おも

い出
だ

しました。かれには祝
しゅくふく

福したり
呪
のろ

ったり、未
み ら い

来のことを当
あ

てる力
ちから

があると
聞
き

いたことがありました。そこで、バラム
に助

たす

けを求
もと

めることにしました。

すぐに、使
し し ゃ

者がモアブ
を出

しゅっぱつ

発しました。何
なんにち

日も
旅
たび

をして、ようやくバラ
ムの家

いえ

に着
つ

きました。彼
かれ

らはバラムに、エジプト
を出

で

たイスラエル人
びと

たち
が、カナンの地

ち

に入
はい

って
こようとしていることを話

はな

しました。イスラエル人
びと

と戦
たたか

っても勝
か

つ見
み こ

込みが
なく、今

いま

はモアブの近
ちか

く
に野

や え い

営していることを話
はな

しました。使
し し ゃ

者た
ちはバラムに、なんといってお願

ねが

いしまし
たか？民

みんすうき

数記 22：６

いったいバラムとは、何
なにもの

者だったので
しょう？驚

おどろ

くかもしれませんが、かつてか
れは神

かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者で、いい人
ひと

だったこと
もあったのです。たしかにこの時

とき

も、自
じ ぶ ん

分
は神

かみさま

様の言
い

うことに従
したが

うつもりだと言
い

いま
した。ところが、けっきょくはお金

かね

がかれ
の神

かみ

になっていたのです。バラクは、バラ
ムに大

おお

きな報
ほうしゅう

酬を約
やくそく

束していました。か
れは、モアブの長

ちょうろう

老たちに何
なに

と言
い

いまし
たか？７－13節

せつ

。

長
ちょうろう

老たちはモアブにもどって、バラムの
返
へ ん じ

事を王
おう

に伝
つた

えました。これで、王
おう

のバラ
クはあきらめましたか？それは、明

あ す

日わか
ります。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がふしぎな方
ほうほう

法でイ
スラエル人

びと
を導

みちび

かれたことについて、バラ
ムはすでに知

し

っていました。かれが本
ほんとう

当
に神

かみさま

様に仕
つか

えていたとしたら、その場
ば

で
使
し し ゃ

者たちに何
なん

と言
い

ったと思
おも

いますか？サタ
ンに誘

ゆうわく

惑されたら、私
わたし

たちはどれだけ早
はや

く、
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神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

ぶべきですか？し
たがわないための言

い

い訳
わけ

をさがすべきで
すか？

水
すいようび

曜日

バラク王
おう

は、わらにもすがる思
おも

いで
した。一

いったい
体どうしたら、バラムを

ここにつれてきて、イスラエル人
びと

を呪
のろ

って
もらえるだろうか？報

ほうしゅう
酬をもっとふやした

ら、またもっとえらい使
ししゃ

者をつかわしたら、
バラムの気

き
がかわるかもしれない。民

みんすうき
数記

22章
しょう
15から17節

せつ
を読

よ
んでください。

こんどこそバラムにとって、真
まこと

の神
かみさま

様に
仕
つか

えていることを証
しょうめい

明するチャンスでした。
それなのに、かれはどうしましたか？また
何
なに

が起
お

こりましたか？18－21節
せつ

。

神
かみさま

様はバラムの好
す

きなようにさせまし
たが、自

じ ぶ ん

分の言
こ と ば

葉ではなく、神
かみさま

様の言
こ と ば

葉
だけを語

かた

るようにと念
ねん

をおしました。そ
してモアブへの道

どうちゅう

中で、自
じ ぶ ん

分がどんな
に間

ま ち が

違っているかを分
わ

からせるために、
神
かみさま

様はある驚
おどろ

くべきことをなさいました。
とつぜん、バラムのロバがおかしな行

こうどう

動
をとったのです。どんな行

こうどう

動でしたか？ま
た、ロバはな
ぜそうしたの
でしょうか？
22－23節

せつ

。

バラムには
見
み

えないある
ものが、ロバ
には見

み

えまし
た。しばらく

たってから、ロバはふたたび、おびえたよ
うな行

こうどう

動をとりました。このかわいそうな
動
どうぶつ

物は、ほかにどうしてよいか分
わ

かりませ
んでした。なぜでしたか？また、バラムは
どうしましたか？26－27節

せつ

。

バラムはもう、かんかんに怒
おこ

っていまし
た。あまりに怒

おこ

りすぎて、ロバがしゃべる
というとてつもない奇

き せ き

跡を目
め

にしても、そ
れに気

き

づいていないようでした。そして、
まるで人

ひと

に対
たい

して話
はな

すように、ロバに反
はんぱつ

発
したのでした。28－30節

せつ

。

ついに、天
て ん し

使はバラムの目
め

を開
ひら

いて、
どうしてロバがあれほど怖

こわ

がったかを見
み

さ
せます。さあ、こんどはバラムが恐

おそ

れおの
のく番

ばん

です。天
て ん し

使は、バラムが恐
おそ

れるの
も当

とうぜん

然の、あるものを手
て

にもっています。
そしてそれは、罪

つみ

のないロバにではなく、
バラムに向

む

けられていたのでした。

考
かんが

えてみよう：人
ひとびと

々が動
どうぶつ

物たちを残
ざんこく

酷に
あつかうのを、神

かみさま

様はどう思
おも

われますか？
私
わたし

たち一
ひ と り

人ひとりの行
こうどう

動を、つねに天
て ん し

使
が見

み ま も

守っているのを知
し

っていましたか？
バラムはそのことを思

おも

い出
だ

したのでしょう
か？私

わたし

たちは、いつもそのことを意
い し き

識して
いるでしょうか？ 

木
もくようび

曜日

バラク王
おう

は、わくわくしてきました。
ついにバラムが、イスラエル人

びと
を

呪
のろ

うために来
き

てくれるそうなのです。バラ
ク王

おう
は、喜

よろこ
びいさんでバラムを迎

むか
えに行

い
き

ました。バラムは、神
かみさま

様が彼
かれ

に言
い

われたこ
とを、王

おうさま
様に伝

つた
えましたか？民

みんすうき
数記 22：
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37－38。

次
つぎ

の日
ひ

、バラク王
おう

は、イスラエル人
びと

の
野
や え い ち

営地が見
み お

下ろせる場
ば し ょ

所にバラムをつれ
て行

い

きました。かれらが見
み

た野
や え い ち

営地は、
どんなようすでしたか？第

だい

32 課
か

でえがか
れていましたね。とても清

せいけつ

潔で、すべて
が完

かんぜん

全にきちんとされていました。しかも、
聖
せいじょ

所の上
うえ

には雲
くも

がかかっていました。イ
スラエル人

びと
がいつも雲

くも

に導
みちび

かれていたこ
とは、みんなが知

し

っていました。

バラムは、イスラエル人
びと

が犠
ぎ せ い

牲をささげ
ていることを知

し

っていたので、自
じ ぶ ん

分も犠
ぎ せ い

牲
をささげることにしました。しかも、イス
ラエル人

びと
よりも７倍

ばい

も多
おお

くささげるつもり
でした。民

みんすうき

数記 23：１－４

バラムが神
かみさま

様に言
い

ったことから、神
かみさま

様に
心
こころ

を変
か

えてもらいたいというようすがうか
がえますか？ 

神
かみさま

様が語
かた

られたのは、イスラエル人
びと

へ
の美

うつく

しい祝
しゅくふく

福の言
こ と ば

葉でした。神
かみさま

様が言
い

わ
れたことをバラク王

おう

やモアブの王
お う じ

子たちに

伝
つた

えたときの、バラムの気
き も

持ちを想
そうぞう

像でき
ますか？５－10 節

せつ

。バラク王
おう

や王
お う じ

子たち
は、どう思

おも

いましたか？11 節
せつ

。

そこで王
おう

は、別
べつ

の場
ば し ょ

所で同
おな

じことを試
こころ

みることにしました。しかしまたも神
かみさま

様は、
イスラエル人

びと
を祝

しゅくふく

福なさいました。バラク
王
おう

は、もう頭
あたま

に血
ち

がのぼって、気
き

が変
へん

に
なりそうでした。それでも、もう一

いっかい

回だけ
やってみることにしました。27－30節

せつ

。

神
かみ

さまがイスラエル人
びと

に与
あた

えた祝
しゅくふく

福は、
さらにすばらしいものになっていました。
かんかんに怒

おこ

ったバラク王
おう

は、バラムを
追
お

い返
かえ

そうとしました。立
た

ち去
さ

ろうとした
バラムに、神

かみさま

様はさらなるお告
つ

げを与
あた

えら
れました。そのお告

つ

げを語
かた

ってから、バラ
ムは帰

かえ

って行
い

きました。バラク王
おう

は怒
いか

り狂
くる

い、バラムはがっかりしていました。報
ほうしゅう

酬
がもらえなかったからです。

考
かんが

えてみよう：きっとあなたと家
か ぞ く

族の人
ひと

たちは、バラムをとおして神
かみさま

様が与
あた

えられ
た美

うつく

しい祝
しゅくふく

福と預
よ げ ん

言の言
こ と ば

葉を読
よ

んで、喜
よろこ

びにみたされるはずです。安
あんそくにち

息日に入
はい

る
前
まえ

の礼
れいはい

拝で、そこを読
よ

んでみてはいかが
でしょう？民

みんすうき

数記 23：24



79

金
きんようび

曜日

今
こ ん

週
しゅう

の物
ものがたり

語において、バラムは十
じっかい

戒
のどの戒

いまし
めを破

やぶ
っていましたか。

最
さいしょ

初の戒
いまし

めですか？最
さ い ご

後の戒
いまし

めですか？
それとも両

りょうほう
方ですか？聖

せいしょ
書を見

み
ないで、こ

れらの戒
いまし

めを言
い

うことができますか？ 出
しゅつ

エジプト20：3，17。

バラムは今
いま

でも、バラク王
おう

が約
やくそく

束した
報
ほうしゅう

酬がほしくてたまりません。その報
ほうしゅう

酬を
得
え

ることを、神
かみさま

様がさまたげたにもかか
わらずです。しばらくたってから、バラム
はふたたびモアブにやってきて、あくどい
計
けいかく

画について王
おう

に語
かた

りました。この計
けいかく

画
なら、神

かみさま

様にもさまたげられないだろうと
いう自

じ し ん

信がありました。こんどこそうまく
いくと言

い

うので、バラクもやってみること
に賛

さんせい

成しました。モアブ人
びと

とミデアン人
びと

が
いっしょになって、彼

かれ

らの神
かみ

であるバアル
をあがめる大

おお

きな祝
いわ

いの儀
ぎ し き

式を計
けいかく

画して、
イスラエル人

びと
をまねくことにしました。

彼
かれ

らは、「どうかいらしてください。美
うつく

し
い女

おんな

たち、歌
うた

や踊
おど

り、ごちそうやお酒
さけ

もいっ
ぱいあって、きっと楽

たの

しいですよ」といっ
てイスラエル人

びと
をさそいました。

イスラエル人
びと

はヨルダン川
がわ

をわたって
カナンの地

ち

に入
はい

る用
よ う い

意をしていましたが、
何
なんぜんなんまん

千何万という人
ひと

たち、また多
おお

くの指
し ど う し ゃ

導者
たちまでも、そのお祝

いわ

いに行
い

ったのでした。
かれらは、神

かみさま

様の十
じっかい

戒を忘
わす

れてしまって
いました。多

おお

くのイスラエル人
びと

が、モアブ
人
びと

やミデアン人
びと

といっしょになって、バア
ルを拝

おが

んでいたのです。

そのことを知
し

ったモーセは、たいへんな
ショックを受

う

けました。ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

がこの
ように神

かみさま

様にさからっている間
あいだ

は、彼
かれ

らを
約
やくそく

束の地
ち

に導
みちび

くことはできないのを、モー
セは知

し

っていたのです。すぐに、バアル
を拝

おが

んだ者
もの

たちを滅
ほろ

ぼすようにとの命
めいれい

令
が、忠

ちゅうじつ

実な指
し ど う し ゃ

導者たちに伝
つた

えられました。

もちろん神
かみさま

様は、罪
つみ

を犯
おか

しても心
こころ

から悔
く

い改
あらた

めた人
ひと

たちを、喜
よろこ

んでゆるしてくださ
いました。しかし、モアブ人

びと
とバラムは、

自
じ ぶ ん

分たちがサタンを選
えら

んでいたことを証
しょうめい

明
したのでした。後

のち

に、イスラエル人
びと

がミデ
アン人

びと
と戦

たたか

ったときに、彼
かれ

らと暮
く

らしてい
たバラムは、命

いのち

を落
お

としたのでした。

考
かんが

えてみよう：利
り こ し ん

己心〔自
じ ぶ ん

分の利
り え き

益だ
けを考

かんが

えて、他
た に ん

人のことを考
かんが

えない心
こころ

〕は、
決
けっ

して幸
こうふく

福をもたらしてはくれませんね。
ユダの手

てがみ

紙 11節
せつ

を読
よ

んでください。

もっと学
まな

ぼう！

★民
みんすうき

数記 21：21-25：18

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.37-76
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とうとうジェーンは、ラリー
の質

しつもん
問に答

こた
えました。「あ

なたのお母
かあ

さんとハイディーは、
列
れっしゃ

車に乗
の

って、メリーおばさんのと
ころへ行

い
ったの。」ジェーンは、ラ

リーの肩
かた

を軽
かる

くたたきながら話
はな

しました
が、とても悲

かな
しそうな顔

かお
をしていました。

「ごめんなさい、ラリー。あなたは旅
りょこう

行に
行
い

けなかったのよ。」

それを聞
き

いたラリーは、たいへんな
ショックを受

う

けました。お母
かあ

さんとハイ
ディーが旅

りょこう

行に出
で

てしまったとの知
し

らせ
は、とてもつらいものでした。メリーおば
さんの農

のうじょう

場は、ラリーにとって、世
せかいじゅう

界中の
どこよりも行

い

きたいところでした。ラリー
の手

て

から、ナイフとフォークが落
お

ちました。
彼
かれ

はテーブルを離
ばな

れ、２階
かい

の部
へ や

屋へ走
はし

っ

ていきました。部
へ や

屋の戸
と

をしめてから、
彼
かれ

は、ベッドに身
み

を投
な

げ出
だ

しました。大
おお

き
くなったとはいっても、まだ子

こ ど も

供です。か
れは、目

め

からあふれ出
で

てくる涙
なみだ

をとめるこ
とができませんでした。

思
おも

いっきり泣
な

いてから、ベッドの上
うえ

にす
わりました。彼

かれ

は、お母
かあ

さんに言
い

われた
ことを思

おも

い出
だ

していました。たしか、10
時
じ

ちょうどには居
い ま

間にいなさいと、なんど
も言

い

っていました。それが、お母
かあ

さんの
秘
ひ み つ

密の計
けいかく

画に参
さ ん か

加するための条
じょうけん

件でした。
しかし、ラリーが思

おも

い出
だ

したのは、
それだけではありませんでした。
彼
かれ

は時
じ か ん

間に遅
おく

れるくせがあり、そ
のたびにいろんな人

ひと

に迷
めいわく

惑をかけ
ていたので、お母

かあ

さんからなんど
も注

ちゅうい

意されていました。このまま大
おお

きくなっ
たら、この悪

わる

いくせのために、もっと大
おお

き
な問

もんだい

題をまねいてしまうだろうとも言
い

われ
ていました。いつでもきっちり時

じ か ん

間を守
まも

り、
だれからも信

しんらい

頼される人
ひと

になりなさいとい
うのが、お母

かあ

さんの口
くちぐせ

癖でした。

お話
はな

しひろば 

あと１分
ぶん

―パート 2
エイミー・シェラード

ラリーのお母
かあ

さんは、いいことが
あるから、10 時

じ

にはかならず居
い ま

間
にいるようにと言

い

っていました。ラ
リーが遅

おく

れてやってくると、お母
かあ

さん
と妹

いもうと

は、すでに出
で

かけたあとでした。
夕
ゆうしょく

食のとき、お手
て つ だ

伝いさんのジェー
ンに、お母

かあ

さんと妹
いもうと

がどこへ行
い

った
のかたずねました。



81

お 母
かあ

さんと ハ イディー は、 列
れっしゃ

車 の
出
しゅっぱつじかん

発時間におくれないように、どうしても
10 時

じ

には家
いえ

を出
で

なければいけなかったの
でしょう。きっとお母

かあ

さんは、自
じ ぶ ん

分が 10
時
じ

までに用
よ う い

意ができていることを、心
こころ

から
願
ねが

っていたのだろうと、ラリーは思
おも

いまし
た。しかしもし彼

かれ

が遅
おく

れて、列
れっしゃ

車に乗
の

るこ
とができなくなったら、それはそれで、悪

わる

いくせをなおす機
き か い

会になるかもしれません
でした。

ラリーは、ほかの人
ひと

に親
しんせつ

切になりたいと、
心
こころ

から思
おも

いました。自
じ ぶ ん

分がおそくなって待
ま

たせてしまったために、これまでたくさん
の人

ひと

に迷
めいわく

惑をかけてきたことを、彼
かれ

は思
おも

い出
だ

しました。そして生
う

まれて初
はじ

めて、こ
のおろかなくせが、どんなによくないこと
かが分

わ

かったのでした。このくせをなおそ
うと、かれは心

こころ

に決
き

めました。

ラリーは、メリーおばさんの農
のうじょう

場に行
い

けなかったことが、残
ざんねん

念でなりませんでし
た。以

い ぜ ん

前そこで楽
たの

しくすごした思
おも

い出
で

が、
よみがえってきました。馬

うま

にのったり、牛
うし

やニワトリにえさをあげたり、犬
いぬ

と遊
あそ

んだ
り、木

き

のぼりをしたり、森
もり

の中
なか

を散
さ ん ぽ

歩した
りと、楽

たの

しい思
おも

い出
で

ばかりです。ラリーと
妹
いもうと

は、これまでなんども、またあそこに
行
い

かせてもらいたいとおねだりしました。
ところが、メリーおばさんの農

のうじょう

場は遠
とお

いと
ころにあり、女

おんなで

手ひとつで自
じ ぶ ん

分たちを育
そだ

て
ているお母

かあ

さんはとても忙
いそが

しいので、なか
なか行

い

くことができなかったのです。

ラリーには、考
かんが

える時
じ か ん

間がたくさんあ
りました。安

あんそくにち

息日の礼
れいはいせっきょう

拝説教も、まるで
自
じ ぶ ん

分のために語
かた

られたお話
はなし

のようでした。

牧
ぼ く し

師の先
せんせい

生は、ほかの人
ひと

に思
おも

いやりをも
つことと、時

じ か ん

間をむだにしないことがどれ
ほど大

たいせつ

切かを話
はな

していました。

とうとう、月
げ つ よ う び

曜日の朝
あさ

がやってきました。
ラリーは、お母

かあ

さんとハイディーを笑
え が お

顔で
むかえることができました。お母

かあ

さんはす
ぐに、かれが教

きょうくん

訓を学
まな

んでくれたことが
分
わ

かりました。きっとこの大
だ い じ

事な息
む す こ

子は、
いつでも約

やくそく

束したことと、時
じ か ん

間を守
まも

る大
お と な

人
になることでしょう。

（終
お

わり）
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日
に ち よ う び

曜日

うれしい経
けいけん

験と悲
かな

しい経
けいけん

験を、同
おな

じときにしたことはありませんか？
旅
りょこう

行をしたときはどうでしたか？楽
たの

しい時
とき

が終
お

わってほしくないと思
おも

ったかもしれま
せんが、同

ど う じ
時に、家

か ぞ く
族やペットや友

とも
だち

が恋
こい

しくなったことはありませんか？

もうすぐヨルダン川
がわ

をわたって、神
かみさま

様が
約
やくそく

束してくださった美
うつく

しい地
ち

にはいろうと
していたイスラエルの人

ひと

たちは、とても
わくわくしていました。しかし同

おな

じときに、
モーセが大

だ い す

好きだった彼
かれ

らは、あのすば
らしい指

し ど う し ゃ

導者〔リーダー〕がいなくなった
ことを、さびしく思

おも

っていました。

自
じ ぶ ん

分たちがなんども神
かみさま

様に信
しんらい

頼するの
をことわり、モーセを苦

くる

しめてしまったこ

とを、かれらは思
おも

い出
だ

していました。とう
とう、たったいちどだけ、モーセはがまん
ができなくなり、怒

おこ

ってしまいました。彼
かれ

の言
こ と ば

葉は、人
ひとびと

々に神
かみさま

様の力
ちから

を信
しん

じなくさ
せても仕

し か た

方のないものでした。モーセを
愛
あい

しておられた神
かみさま

様は、喜
よろこ

んでかれをお
ゆるしになりましたが、それでも、かれに
罰
ばつ

を与
あた

えなくてはなりませんでした。

アロンが死
し

んだとき、かれの息
む す こ

子とモー
セがそばにいました。しかしモーセが死

し

ぬときは、たったひとりでネボ山
やま

の 頂
ちょうじょう

上
までのぼっていきました。ただし、本

ほんとう

当に
ひとりぼっちではありませんでした。実

じつ

は、
いちばんのお友

とも

だちが、彼
かれ

といっしょにお
られました。モーセはふたたび、カデシ
で岩

いわ

をたたいて悪
わる

い言
こ と ば

葉をだしたことを、
神
かみさま

様にあやまりました。

山
やま

のてっぺんから、モーセは、ヨルダ
ン川

がわ

とその向
む

こうの景
け し き

色をながめていまし
た。イスラエルの人

ひと

たちは、そこに住
す

むこ
とになっていました。このとき神

かみさま

様は、モー
セのために、ある奇

き せ き

跡をおこなってくださ
いました。神

かみさま

様はモーセに、ビデオのよう

ついに約
やくそく

束の地
ち

へ

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

はわれらのために大
おお

いなる事
こと

をなされたので、

われらは喜
よろこ

んだ。」―詩
し へ ん

篇 126：３

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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なものをお見
み

せになったのでした。モー
セは、自

じ ぶ ん

分が死
し

んだあとに起
お

こることを見
み

せられました。赤
あか

ん坊
ぼう

としてお生
う

まれにな
る、イエス様

さま

も見
み

せられました。イエス様
さま

が十
じ ゅ う じ か

字架にかけられる場
ば め ん

面では、思
おも

わず
泣
な

いてしまいました。しかしその次
つぎ

に、イ
エス様

さま

がよみがえり、天
てん

にのぼっていか
れるようすも見

み

せられました。さらにまた、
イエス様

さま

がふたたび地
ちきゅう

球に戻
もど

ってこられ
る場

ば め ん

面も見
み

せられたのでした。これが、
再
さいりん

臨の光
こうけい

景です。

「ビデオ」が終
お

わったとき、モーセはホッ
とため息

いき

をついたことでしょう。それから
横
よこ

になり、すぐに眠
ねむ

りにつきました。死
し

んだかれを、イエス様
さま

と天
て ん し

使たちが埋
まいそう

葬
〔死

し

んだ体
からだ

を土
つち

にうめること〕しました。

考
かんが

えてみよう：モーセの物
ものがたり

語は好
す

きです
か？その物

ものがたり

語を、ほかの人
ひと

に話
はな

して聞
き

か
せることができますか？できれば、やって
みてください。

月
げ つ よ う び

曜日

モーセが今
いま

どこにいるのか、あな
たは知

し
っていますか？今

いま
でもかれ

は、イエス様
さま

と天
てんし

使たちによって入
い

れられ
た、あのさびしい墓

はか
の中

なか
にいるのでしょう

か？いいえ。モーセが死
し

んでまもなく、ふ
たたびイエス様

さま
と天

てんし
使たちがきて、かれを

起
お

こしたのでした。

そこには、ほかにもだれかがいました。
サタンです。サタンはイエス様

さま

に向
む

かい、
モーセは自

じ ぶ ん

分のものだと言
い

ったのでした。
しかしモーセは、神

かみさま

様の救
すく

いの計
けいかく

画をちゃ

んとわかっていました。かれはイエス様
さま

に
信
しんらい

頼していたので、自
じ ぶ ん

分が死
し

んでも、い
つまでもよみがえらないとは思

おも

っていませ
んでした。イエス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、した
がう人

ひと

たちにとって、死
し

ぬのはしばらく眠
ねむ

るようなものなのです。

イエス様
さま

は、サタンと言
い

い争
あらそ

いませんで
した。サタンは最

さ い ご

後に死
し

んで、いつまで
もよみがえらなくなることを、イエス様

さま

は
ごぞんじでした。ユダの手

てが み

紙９節
せつ

を読
よ

ん
でください。イエス様

さま

は、いとしいお友
とも

だ
ちであるモーセにふたたび命

いのち

を与
あた

えてくだ
さり、天

てんごく

国へと連
つ

れていかれたのでした。

もし、イエス様
さま

がおいでになる前
まえ

に私
わたし

たちが死
し

んでも、かれは、モーセにした
のと同

おな

じことを、私
わたし

たちのためにしてくだ
さいます。Ⅰテサロニケ４：16－17。

考
かんが

えてみよう：モーセは兵
へ い し

士であり、
羊
ひつじか

飼いであり、詩
し じ ん

人であり、記
き し ゃ

者であり、
またすばらしい指

し ど う し ゃ

導者でした。羊
ひつじか

飼いで
あったころに、聖

せいれい

霊がかれに、創
そ う せ い き

世記と
ヨブ記

き

を書
か

かせました。かれはほかにも、
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出
しゅつ

エジプト記
き

、レビ記
き

、民
み ん す う き

数記、そして
申
し ん め い き

命記を書
か

きました。モーセは生
う

まれつ
き短

た ん き

気〔すぐ怒
おこ

ったりいらいらしたりする
こと〕でしたが、神

かみさま

様の助
たす

けにより、忍
にんたい

耐〔が
まんすること〕を学

まな

びました。民
みんすうき

数記 12

章
しょう

の３節
せつ

には、モーセについてなんと書
か

かれていますか？イスラエルの民
たみ

に向
む

かっ
ては、いちどだけ短

た ん き

気をおこしたことがあ
りました。私

わたし

たちも、イエス様
さま

から忍
にんたい

耐を
学
まな

ぶことができますか？

火
か よ う び

曜日

モーセはいなくなりました。かれが
いないと、だれがどうやって、イ

スラエル人
びと

を率
ひき

いればよいのでしょう？
人
ひとびと

々は、聖
せいじょ

所の上
うえ

にある雲
くも

を見
み

あげまし
た。雲

くも
はまだそこにありました。神

かみさま
様はヨ

シュアをおえらびになって、モーセの代
か

わ
りにイスラエルの指

しどうしゃ
導者とならせるつもり

でした。

モーセは死
し

ぬ前
まえ

に、ヨシュアとなんども
話
はなし

をしました。ヨシュアがやるべきすべて
のことを、モーセは注

ちゅうい

意ぶかく書
か

きとめて
いました。モーセはまた、民

たみ

と顔
かお

を合
あ

わ
せて、十

じっかい

戒を注
ちゅうい

意ぶかくおさらい〔復
ふくしゅう

習〕
していました。申

しんめいき

命記５章
しょう

を読
よ

んでくださ
い。昔

むかし

エジプトを出
で

てから起
お

こったすべて
のことを、かれは人

ひとびと

々に思
おも

い起
お

こさせてい
ました。

もし従
したが

うなら、神
かみさま

様がいろいろな方
ほうほう

法で
祝
しゅくふく

福してくださるだろうと、かれらに伝
つた

え
ていました。もし従

したが

わなければ、どのよう
なことが起

お

こるかということも、伝
つた

えてい

ました。もしもサタンにしたがうことを選
えら

ぶなら、神
かみさま

様は、どうして彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福する
ことができるでしょうか？とりあえず、イス
ラエルの人

ひと

たちは、神
かみさま

様にしたがうことを
約
やくそく

束しました。

ヨシュアは勇
ゆ う き

気があって頭
あたま

もよく、モー
セとともに何

なんねん

年も忠
ちゅうじつ

実に働
はたら

きましたが、さ
すがのかれも、モーセの助

たす

けなしにイス
ラエルを率

ひき

いることを恐
おそ

れました。神
かみさま

様は、
ヨシュアの気

き も

持ちをよくごぞんじでした。
そこで神

かみさま

様は、どんな約
やくそく

束をしてください
ましたか？ヨシュア記

き

１：５。

ヨシュアとの話
ばなし

の中
なか

で、神
かみさま

様は、四
よ ん ど

度
も同

おな

じはげましの言
こ と ば

葉を語
かた

られました。ヨ
シュア記

き

１：６－７，９，18。

神
かみさま

様がいっしょに行
い

ってくださって、
勝
しょうり

利を与
あた

えられるとの約
やくそく

束を、ヨシュア
は信

しん

じました。彼
かれ

らがまず占
せんりょう

領〔戦
たたか

って
支
し は い

配〕することになっていたのが、エリコ
という都

と し

市でした。その都
と し

市は、ヨルダ
ン川

かわ

の向
む

こう岸
きし

にあり、高
たか

くてがんじょう
な城

じょうへき

壁で囲
かこ

まれていました。しかしヨシュ
アは、勇

ゆ う き

気にみちあふれていました。

考
かんが

えてみよう：こんにち、高
たか

くてがんじょ
うな城

じょうへき

壁に囲
かこ

まれた都
みやこ

に住
す

んでいる敵
てき

は
いませんか？いませんね。では、ほかの
種
しゅるい

類の敵
てき

はいませんか？ほかの人
ひと

たちと
違
ちが

うことを恐
おそ

れる心
こころ

は、どうでしょうか？と
きには、本

ほんとう

当のことを語
かた

るのが、こわくな
ることはないでしょうか？ほかに、どんな
敵
てき

が考
かんが

えられますか？イエス様
さま

は、私
わたし

たち
にも、「強

つよ

く、また雄
お お

々しくあれ〔勇
ゆ う き

気を
出
だ

しなさい〕」と言
い

っておられます。
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水
す い よ う び

曜日

「トントン！」だれかが戸
と

をたたい
ています。兵

へいし
士たちです。

エリコがどれほど大
おお

きくて強
つよ

い都
と し

市なの
か、またそこに住

す

んでいるのはどんな人
ひと

たちなのかを調
しら

べさせるために、ヨシュア
は、ふたりのスパイ〔密

みってい

偵〕をおくってい
ました。ふたりのスパイは、ラハブという
女
おんな

の人
ひと

の家
いえ

に泊
と

まっていましたが、どうい
うわけか、そのことがエリコの王

おうさま

様に知
し

れ
てしまったのでした。兵

へ い し

士たちはなんと言
い

いましたか？ヨシュア記
き

２：３。ラハブは、
どうやってスパイたちを助

たす

けましたか？４
節
せつ

。

十
じっかい

戒の中
なか

に、うそをついてはいけない
という戒

いまし

めがありますが、ラハブは神
かみさま

様の
戒
いまし

めを知
し

りませんでした。本
ほんとう

当の神
かみさま

様に
ついても、ほとんど知

し

りませんでした。た
だ、イスラエルの神

かみさま

様は、ほかの神
かみがみ

々と
ちがって、とても力

ちからづよ

強いおかたであること
だけは知

し

っていたようです。

ラハブ は、 ス パ イたち
をかくまうことにしました。
彼
かのじょ

女はかれらに、エリコの
人
ひとびと

々は、 イスラエ ル 人
びと

を
大
たいへん

変こわがっていることを
伝
つた

えました。11 節
せつ

を読
よ

ん
でください。そのことを聞

き

いたスパイたちは、カナン
人
びと

を恐
おそ

れさせるとの神
かみさま

様の
約
やくそく

束を思
おも

い出
だ

したはずで
す。

エリコの王
おうさま

様は、どんな

ことをしてでもイスラエル人
びと

を自
じ ぶ ん

分の都
みやこ

か
らしめだそうとしていましたが、神

かみさま

様の力
ちから

のほうがまさっていて、イスラエル人
びと

が勝
か

つだろうとラハブは考
かんが

えていました。

ラハブは、イスラエルがこの都
みやこ

を征
せいふく

服
したら、自

じ ぶ ん

分と自
じ ぶ ん

分の家
か ぞ く

族を守
まも

ってほしい
とお願

ねが

いしました。かならず守
まも

ってあげる
と、スパイたちは約

やくそく

束しました。12－21
節
せつ

。

なんとかエリコをぬけだしたスパイたち
は、しばらく丘

おか

に隠
かく

れてから、イスラエル
のキャンプに戻

もど

っていきました。それから
かれらは、ヨシュアにどんな報

ほうこく

告をしまし
たか？24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ラハブは、偶
ぐうぞう

像ではなく、
本
ほんとう

当の神
かみさま

様に信
しんらい

頼することをえらびまし
た。ヘブル人

びと

への手
てが み

紙 11 章
しょう

の31 節
せつ

を読
よ

んでください。神
かみさま

様は、私
わたし

たち一
ひ と り

人ひとり
をよく知

し

っておられます。ラハブが神
かみさま

様を
えらんだときは、とても喜

よろこ

ばれたことでしょ
う。毎

まいにち

日、私
わたし

たちが神
かみさま

様をえらぶときも、
たいへん喜

よろこ

んでくださるのです。

木
も く よ う び

曜日

「急
い そ

いでしたくしなさ
い！ 食

た
べ 物

もの
を、

三
みっかぶん

日分だけ用
よ う い

意しなさい！」
その命

めいれい
令を聞

き
いたイスラエル

の人
ひと

たちは、とてもわくわく
しました。三

み っ か ご
日後、すべての

用
ようい

意ができました。ヨシュア
はみんなに、これからやるべ
きことを伝

つた
えました。ヨシュア
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記
き
３：２－４（人

ひとびと
々と契

けいやく
約の箱

はこ
との間

あいだ
は、

900 メートルくらいあけることになっていま
した）。

ヨルダン川
がわ

のすぐ近
ちか

くまできたとき、
子
こ ど も

供たちは、うきうきしてきたことでしょう。
雨
あめ

の多
おお

い季
き せ つ

節だったので、川
かわ

の水
みず

は、岸
きし

からあふれそうなくらいいっぱいでした。
中
なか

には、紅
こうかい

海をわたったときのことを思
おも

い
出
だ

している人
ひと

もいました。人
ひとびと

々をわたらせ
るために、神

かみさま

様はもういちど水
みず

を分
わ

けられ
るのでしょうか？

先
せんとう

頭の祭
さ い し

司たちが、契
けいやく

約の箱
はこ

をかつい
で、川

かわ

へと近
ちか

づいていきます。いよいよ、
川
かわ

に足
あし

をつけました。すると、そのとたん
に、奇

き せ き

跡が起
お

こったのです。

流
なが

れてきた川
かわ

の水
みず

がせきとめられて、
高
たか

くつみあげられていきます。残
のこ

りの水
みず

は
流
なが

れていき、目
め

の前
まえ

の川
かわ

が、かわいた地
ち

になってしまいました。16 節
せつ

と17節
せつ

。

祭
さ い し

司たちが、川
かわ

のまん中
なか

で立
た

ちどまりま
した。みんなが無

ぶ じ

事ヨルダン川
かわ

の向
む

こう
岸
きし

についたとき、何
なに

が起
お

こりましたか？ヨ
シュア記

き

４：15－18。

それぞれの部
ぶ ぞ く

族では、力
ちから

の強
つよ

い人
ひと

がひ
とりずつ選

えら

ばれて、祭
さ い し

司らが立
た

っていた
川
かわ

のまん中
なか

あたりから、石
いし

を一
い っ こ

個ずつ運
はこ

び出
だ

すことになりました。十
じ ゅ う に こ

二個の石
いし

は、
どこに置

お

かれましたか？また、それはどう
してでしたか？20－24節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：イスラエル人
びと

がヨルダン
川
がわ

をわたったとの知
し

らせは、あっというま
に、エリコやほかのすべての都

と し

市へと広
ひろ

まりました。かれらは、どのように感
かん

じた
と思

おも

いますか？ラハブは、どうだったでしょ

う？

金
き ん よ う び

曜日

「お前
まえ

はだれだ？味
み か た

方か、それと
も敵

てき
なのか？」自

じ ぶ ん
分の目

め
の前

まえ

にあらわれた、体
からだ

の大
おお

きな兵
へ い し

士を見
み

あげ
て、ヨシュアはたずねました。祈

いの
っていたら、

その人
ひと

がとつぜん現
あらわ

れたのでした。その
兵
へいし

士は、なんと言
い

いましたか？ヨシュア記
き

５：13－６：２。

イエス様
さま

ご自
じ し ん

身が、ヨシュアに話
はな

すこと
があって、かれのところに来

こ

られたのでし
た。なんということでしょう！ヨシュアには
見
み

えませんでしたが、イエス様
さま

のすぐ近
ちか

く
には、ひかりかがやく天

て ん し

使たちの軍
ぐんたい

隊が
いました。ヨシュアはかれの軍

ぐんたい

隊をつれて、
エリコのまわりを一

いちにち

日に一
いっかい

回、六
む い か か ん

日間つ
づけて行

こうしん

進するようにと、イエス様
さま

は言
い

わ
れました。とくべつな兵

へ い し

士たちが先
せんとう

頭を行
い

き、つぎにラッパをふく人
ひと

たち、そのつぎ
に契

けいやく

約の箱
はこ

をかついだ祭
さ い し

司たち、最
さ い ご

後に
のこりの兵

へ い し

士たちがつづくことになってい
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ました。

七
な の か め

日目には、都
みやこ

のまわりを七
ななかい

回まわるよ
うにと言

い

われました。それから合
あ い ず

図ととも
に、みんなが大

おおごえ

声で叫
さけ

ぶことになっていま
した。そうすると、ラハブが住

す

んでいたと
ころ以

い が い

外の城
じょうへき

壁が、ことごとくくずれると
いうことでした。そのとき、兵

へ い し

士たちは都
みやこ

に攻
せ

めこんで、すべてのものを滅
ほろ

ぼすので
した。金

きん

や銀
ぎん

、青
せいどう

銅や鉄
てつ

でできたものだ
けは、こわさないことになっていました。

ヨシュア記
き

６章
しょう

の１節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。六

む い か か ん

日間、イスラエルの軍
ぐんたい

隊と契
けいやく

約の
箱
はこ

をかついだ祭
さ い し

司たちが、都
みやこ

のまわりを
回
まわ

るのを見
み

ていたエリコの人
ひとびと

々が、どん
な気

き も

持ちでいたか想
そうぞう

像できますか？その
間
あいだ

、聞
き

こえるのは、行
こうしん

進の足
あしおと

音と、ときど
き祭

さ い し

司たちが吹
ふ

くつのぶえの音
おと

だけでし
た。エリコの人

ひとびと

々にとっては、とても気
き み

味
の悪

わる

い光
こうけい

景だったはずです。

それから、七
な ぬ か め

日目がやってきました。
軍
ぐんたい

隊が都
みやこ

のまわりを回
まわ

りつづけるので、
城
じょうへき

壁の上
うえ

にいた人
ひとびと

々は、いったい何
なんしゅう

周す
るのだろうと、かぞえながら見

み

ていました。
七
ななしゅう

周まわり終
お

えたとき、ものすごく大
おお

きな
叫
さけ

びがあがりました。するとたちまち、都
みやこ

の城
じょうへき

壁がくずれおちたのです。くずれずに
残
のこ

ったのは、ラハブが住
す

んでいたところだ
けでした。ふたりのスパイたちは、どうし
ましたか？23 節

せつ

。ラハブもスパイたちも、
約
やくそく

束を守
まも

ったのでした。

考
かんが

えてみよう：イスラエルの軍
ぐんたい

隊には、
何
なんにん

人の兵
へ い し

士たちがいましたか？イスラエル
軍
ぐん

のほかに、どんな軍
ぐんたい

隊がいましたか？ヨ
シュア記

き

５：14。サタンとかれの天
て ん し

使たち

も、そこにいたと思
おも

いますか？戦
たたか

いに勝
しょうり

利
したのは、どちらの軍

ぐんたい

隊でしたか？こんに
ちでも、私

わたし

たちがサタンと戦
たたか

うとき、必
ひつよう

要
ならば、イエス様

さま

はご自
じ ぶ ん

分の全
ぜんぐん

軍をおくっ
てくださることを知

し

っていましたか？イエス
様
さま

は、エリコのときと同
おな

じく、今
いま

でも力
ちから

づ
よいおかたなのです。

もっと学
まな

ぼう！

★申
し ん め い き

命記 31-34 章
しょう

；ヨシュア記
き

１- ４章
しょう

；５：13- ６：27；

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.77-116

★あがないの歴
れ き し

史 p.213 － 222
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ヒルダは、湖
みずうみ

のそばの農
のうじょう

場に住
す

ん
でいる、小

こ が ら
柄なおばあさんでした。

彼
かのじょ

女のご主
しゅじん

人は、もうなんねんも前
まえ

に亡
な

くなっていました。年
とし

をとって背
せなか

中がまがっ
ても、農

のうじょう
場の大

おお
きくて古

ふる
い家

いえ
に、ひとりで

住
す

んでいました。

ヒルダには子
こ ど も

供がいませんでしたが、
春
はる

と夏
なつ

の忙
いそが

しいあいだは、弟
おとうと

とおいっこ
が、農

のうじょう

場の手
て つ だ

伝いに来
き

てくれました。か
のじょは、三

さんひき

匹のコリー犬
けん

をかっていて、
牛
うし

やニワトリの世
せ わ

話もしていました。なに
よりも聖

せいしょ

書を読
よ

むのが楽
たの

しみで、イエス
様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼していました。

ヒルダの納
な や

屋〔物
もの

をおさめておく小
こ や

屋〕
は、丘

おか

のすぐそばにある、古
ふる

くて大
おお

きな
建
たてもの

物でした。中
なか

には、干
ほ

し草
くさ

と穀
こくもつ

物をた
くわえてあ
る部

へ や

屋もあ
りまし た。
農
の う き ぐ

機具も、
そ の 中

なか

に
あ り ま し
た。長

なが

くて
き び し い
冬
ふゆ

の間
あいだ

は、
動
どうぶつ

物たちも
そこに入

い

れ
てやしない

ました。

毎
まいにち

日、朝
あさ

と夕
ゆう

に、ヒルダは小
ちい

さい道
みち

を
歩
ある

いて納
な や

屋へ行
い

きました。かのじょが姿
すがた

を見
み

せると、動
どうぶつ

物たちは、えさがもらえる
と思

おも

って大
おおよろこ

喜びするのでした。彼
かのじょ

女はま
ず、ガタガタするはしごをのぼって二

に か い

階へ
いき、そこから干

ほ

し草
くさ

のかたまりを投
な

げ落
お

とし、穀
こくもつ

物の入
はい

ったバケツをおろしました。
それから、はしごをつたって下

した

におりまし
た。

ここからが大
たいへん

変です。つぎに、スコップ
で家

か ち く

畜のおりから糞
ふん

を運
はこ

び出
だ

し、ニワトリ
のふんはほうきで掃

は

きだします。

ボーニーというヒルダのお友
とも

だちが、
近
ちか

くの湖
みずうみ

の反
はんたいがわ

対側にある農
のうじょう

場に住
す

んでい
ました。ここからは、そのボーニーが語

かた

っ
たお話

ばなし

です。

ある寒
さむ

い冬
ふゆ

の朝
あさ

、朝
あさ

ごはんを食
た

べて、
農
のうじょう

場の仕
し ご と

事をすませたあとに、とつぜん、
ヒルダのところに行

い

くべきだと感
かん

じました。
暖
あたた

かい家
いえ

の中
なか

にいたかったのですが、ど
うしても行

い

かなければとの思
おも

いが、ますま
す強

つよ

くなりました。

私
わたし

は自
じ ど う し ゃ

動車にとびのり、湖
みずうみ

のまわりにあ
る雪

ゆき

の積
つ

もった道
ど う ろ

路をとおって、ヒルダの
家
いえ

に向
む

かっていました。ところが、玄
げんかん

関
のドアをノックしても、ヒルダは出

で

てきま

お話
はな

しひろば 

ヒルダの納
な や

屋にて―パート１
イヴォンヌ・ダースト
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せんでした。犬
いぬ

のほえる声
こえ

も聞
き

こえませ
ん。大

おおごえ

声でかのじょの名
な

を呼
よ

びましたが、
返
へ ん じ

事はありませんでした。

私
わたし

は、「ヒルダは、きっとまだ納
な や

屋にい
るんだわ」と思

おも

い、そこに向
む

かいました。

小
こ や

屋のドアを開
あ

けると、犬
いぬ

たちがほえだ
しました。牛

うし

たちも大
おおごえ

声でモーモーない
ているし、ニワトリたちはまだ止

と

まり木
き

に
います。なにか、ようすが変

へん

です。

私
わたし

は、「ヒルダ、ここにいるの？」と呼
よ

びかけました。しかし、返
へ ん じ

事はありません。
ヒルダに何

なに

かあったのでは、と思
おも

いました。
動
どうぶつ

物たちが、まだえさをもらっていないこ
とは、すぐに分

わ

かりました。どう考
かんが

えても
変
へん

です。

私
わたし

が納
な や

屋にはいっていくと、ほえていた
犬
いぬ

たちが、喜
よろこ

んでしっぽをふり始
はじ

めました。
中
なか

に入
はい

ると、足
あし

が水
みず

につかりました。ヒル
ダの納

な や

屋で、大
おお

きな問
もんだい

題が起
お

こっている
ことが、ひと目

め

で分
わ

かりました。床
ゆか

は、水
みず

びたしでした。と
ても汚

きたな

くてくさい
水
みず

です。スカート
のすそを持

も

ち上
あ

げなければ、まと
もに歩

ある

くことがで
きませんでした。

さらに進
すす

もうとすると、前
まえ

に立
た

ちはだかっ
ていた牛

うし

たちが、どいてくれました。犬
いぬ

た
ちについて行

い

くと、ヒルダのいるところま
で案

あんない

内してくれました。

やっぱり、ヒルダがいました。レンチ〔ボ
ルトなどを回

まわ

す工
こ う ぐ

具〕を手
て

に、かがんだ
まま何

なに

かをしています。呼
よ

びかけると、驚
おどろ

いて顔
かお

を上
あ

げましたが、何
なに

も言
い

いません。
私
わたし

を見
み

てホッとした顔
かお

をしたので、ここに
来
き

たのは正
ただ

しかったのだと思
おも

いました。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

「イスラエ ル の 神
かみ

が、 エリコの
城
じょうへき

壁をくずされた！」この知
し

ら
せは、たちまちのうちに、カナン中

じゅう
に広

ひろ
まっ

ていったことでしょう。もうだれも、安
あんしん

心し
てはいられなくなりました。しかし、ひと
つだけ大

おお
きな問

もんだい
題がありました。イスラエ

ル人
びと

たちは、ヨシュア自
じしん

身でさえ、戦
たたか

いに
勝
か

ったのは神
かみさま

様の力
ちから

によるものであったこ
とを忘

わす
れていました。神

かみさま
様の力

ちから
が働

はたら
かな

ければ、イスラエルに勝
か

ち目
め

はなかったの
です。

次
つぎ

にヨシュアは、アイの
都
みやこ

を占
せんりょう

領することにしま
した。そこで彼

かれ

は、スパイ
〔密

みってい

偵〕を送
おく

って、そこ
を調

しら

べさせました。戻
もど

っ
てきたスパイたちは、ア
イはとても小

ちい

さい ので、
そこを占

せんりょう

領するには、二
に

、

三
さんぜん

千の兵
へ い し

士を送
おく

るだけで十
じゅうぶん

分だとヨシュア
に言

い

いました。ヨシュアは、そのようにし
ました。ヨシュア記

き

７：３－４。

アイに向
む

かって出
しゅっぱつ

発した軍
ぐんたい

隊の中
なか

に、
心
しんぱい

配そうな兵
へ い し

士はひとりもいませんでし
た。イスラエル軍

ぐん

はこんども勝
しょうり

利するにち
がいないと、だれもが信

しん

じていました。と
ころが、その自

じ し ん

信はすぐにくずれてしまい
ました。まったく信

しん

じられないことが起
お

こっ
たのでした。みんなは、どう思

おも

いましたか？
５節

せつ

と６節
せつ

。

ヨシュアは、ある大
だ い じ

事なことを忘
わす

れてい
ました。その計

けいかく

画が、神
かみさま

様のみこころと
合
あ

っているかどうか、神
かみさま

様に
たずねるのを忘

わす

れていたので
す。もしそれをしていたら、
神
かみさま

様はヨシュアに、まず解
かいけつ

決
すべき問

もんだい

題があることをお伝
つた

えになったことでしょう。

神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

を愛
あい

し
ておられました。しかし彼

かれ

ら
は、神

かみさま

様に信
しんらい

頼し、神
かみさま

様が

祝
しゅくふく

福と呪
のろ

い

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「…その罪
つみ

は必
かなら

ず身
み

に及
およ

ぶことを知
し

らなければならない。」

―民
みんすうき

数記 32：23

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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やりなさいと言
い

われるすべ
てのことにきっちり従

したが

うこと
がどれほど大

たいせつ

切かを、知
し

る
必
ひつよう

要がありました。そうする
とき、神

かみさま

様は祝
しゅくふく

福を与
あた

える
ことができるのです。

民
たみ

を祝
しゅくふく

福し、幸
こうふく

福にしよ
うという神

かみさま

様のご計
けいかく

画をだ
めにしようと、サタンはけ
ん命

めい

になっていました。は
たして彼

かれ

らは、同
おな

じときに、
サタンの計

けいかく

画と神
かみさま

様のご計
けいかく

画にしたがうこ
とができたでしょうか？

さて、ヨシュアとイスラエル人
びと

たちは、
どうすればよいのでしょう？明

あ す

日、そのこ
とについて学

まな

んでいきましょう。

考
かんが

えてみよう：自
じ ぶ ん

分たちの計
けいかく

画を立
た

てる
ときに、イエス様

さま

は私
わたし

たちにどうしてほし
いと望

のぞ

んでおられますか？イエス様
さま

に相
そうだん

談
してほしいと望

のぞ

んでおられますか？私
わたし

たち
が相

そうだん

談するならば、どんなことが起
お

こって
も、イエス様

さま

はいっしょにいて助
たす

けてくだ
さるでしょうか？

月
げ つ よ う び

曜日

イスラエルの軍
ぐんたい

隊は、アイに負
ま

けて
しまいました。ヨシュアとイスラエ

ルの指
しどうしゃ

導者たちは、まったく信
しん

じられませ
んでした。彼

かれ
らがどれほどショックを受

う
け

たか、おぼえていますか？ヨシュア記
き
７：６。

自
じ ぶ ん

分たちは、ヨルダン川
がわ

をわたるべき
ではなかったのではないかとさえ、ヨシュ
アは思

おも

いはじめました。７節
せつ

。

ヨシュアはどうして、 そ
のように思

おも

ったのでしょう？
神
かみさま

様ご自
じ し ん

身が、ヨルダン川
がわ

をわたりなさいと彼
かれ

らに言
い

われ、彼
かれ

らを助
たす

けるために、
大
おお

きな奇
き せ き

跡もおこなってく
ださったのでした。そのう
え、エリコの城

じょうへき

壁をくずし、
その都

みやこ

を与
あた

えてくださった
のでした。

ヨシュアと長
ちょうろう

老たちが、
あれほどまでに悲

かな

しんだ本
ほんとう

当の理
り ゆ う

由はな
んでしたか？ヨシュアは、心

こころ

から神
かみさま

様を愛
あい

していました。神
かみさま

様がどんなにすばらしく、
力
ちからづよ

強い方
かた

かを、みんなに知
し

ってほしいと
思
おも

っていました。ですから、アイとの戦
たたか

い
にやぶれたことで、人

ひとびと

々は神
かみさま

様を信
しん

じな
くなるだろうと考

かんが

えたのでした。イスラエ
ルの神

かみ

はたいしたことないので、びくびく
する必

ひつよう

要はないだろうと、カナン人
びと

たちは
思
おも

ったことでしょう。８節
せつ

と９節
せつ

。

もちろん神
かみさま

様も、ヨシュアを愛
あい

しておら
れました。かれと長

ちょうろう

老たちがどんな気
き も

持
ちでいるかも、よくごぞんじでした。でも
彼
かれ

らは、悲
かな

しんでいる場
ば あ い

合ではありません
でした。解

かいけつ

決しなければならない、重
じゅうだい

大
な問

もんだい

題がありました。

いったい、何
なに

が悪
わる

かったのでしょう？イ
スラエルの軍

ぐんたい

隊はなぜ、アイとの戦
たたか

いに
やぶれてしまったのでしょう？

考
かんが

えてみよう：すべての計
けいかく

画について、
わたしたちはイエス様

さま

に相
そうだん

談する必
ひつよう

要が
ありますか？もちろんですよね！かれは、
私
わたし

たちのすべての計
けいかく

画に関
かんしん

心をもってお
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られ、私
わたし

たちはいつでも、かれに助
たす

けて
いただく必

ひつよう

要があるのです。

火
か よ う び

曜日

アカンは、あたりを見
み ま わ

回しました。
だれも見

み
ていません。彼

かれ
はいそい

で、あるものを隠
かく

しました。

アカンとは、どんな人
ひと

でしたか？かれ
はユダ族

ぞく

の出
しゅっしん

身〔生
う

まれながらの土
と ち

地や
身
み ぶ ん

分〕で、イスラエル軍
ぐん

の兵
へ い し

士でした。
かれはあの日

ひ

、ほかの兵
へ い し

士らといっしょに、
くずれた城

じょうへき

壁をふみこえてエリコに入
い

り、
悪
あくにん

人たちをことごとく滅
ほろ

ぼしました。助
たす

け
出
だ

されたのは、ラハブとその家
か ぞ く

族だけで
した。

エリコの都
みやこ

は完
かんぜん

全に焼
や

いてしまうように
と、神

かみさま

様はイスラエルに命
めい

じておられまし
た。家

いえ

も、宮
きゅうでん

殿も、神
しんでん

殿も、中
なか

の美
うつく

しいりっ
ぱなものも、ことごとく焼

や

かなくてはいけ
ませんでした。すべてです！燃

も

えないもの
は、神

かみさま

様へのとくべつな供
そな

え物
もの

として、さ
さげられることになっていました。もしだ
れかが誘

ゆうわく

惑に負
ま

けて、何
なに

かを盗
ぬす

んでしまっ
たなら、その人

ひと

だけでなく、イスラエルの
宿
しゅくえい

営〔キャンプ〕全
ぜんたい

体に呪
のろ

いがもたらさ
れることになっていました。ヨシュア記

き

６：

18－19。

アカンは、その命
めいれい

令にしたがいません
でした。イスラエルの兵

へ い し

士らが宿
しゅくえい

営にも
どったとき、アカンはいそいで自

じ ぶ ん

分のテン
トに行

い

きました。「すぐにテントをしめる
んだ！シャベルはどこだ？いそげ！」アカン
が自

じ ぶ ん

分の盗
ぬす

んだものを家
か ぞ く

族に見
み

せたとき、
かれらは思

おも

わず、驚
おどろ

きの声
こえ

をあげたこと
でしょう。金

きん

や銀
ぎん

、またバビロンからとり
よせられた美

うつく

しい着
き も の

物！妻
つま

と子
こ ど も

供たちは、
大
おおよろこ

喜びしたはずです。

おおいそぎで穴
あな

をほり、盗
ぬす

んできたもの
を包

つつ

んでから穴
あな

に入
い

れ、土
つち

をかぶせてか
ら、そこにマットか何

なに

かをしいたかもしれ
ません。これで、お金

か ね も

持ちです。秘
ひ み つ

密を
知
し

っている人
ひと

は、だれもいません。本
ほんとう

当
にそうでしょうか？詩

しへん

篇 139：１－４。

考
かんが

えてみよう：ここまでの物
ものがたり

語から学
まな

べ
る教

きょうくん

訓を、いくつぐらい思
おも

いつくことがで
きますか？ヨシュアは、何

なに

を忘
わす

れていまし
たか？アカンは、どの戒

いまし

めにそむきました
か？

水
す い よ う び

曜日

イスラエル軍
ぐん

は、アイとの戦
たたか

いに負
ま

けてしまいました。そのわけを、
ヨシュアは知

し
らされました。しかし、その

犯
はんにん

人を、どうやってさがせばよいのでしょ
う？

神
かみさま

様はヨシュアに、犯
はんにん

人のさがしかたを
教
おし

えてくださいました。まず、犯
はんにん

人がいる
部
ぶ ぞ く

族の名
な

を、神
かみさま

様にたずねることになりま
した。そうしたら、部

ぶ ぞ く

族の名
な

が示
しめ

されるの
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でした。つぎに、その部
ぶ ぞ く な い

族内
の一

ひと

つひとつの氏
し ぞ く

族につい
て神

かみさま

様にたずね、犯
はんにん

人がい
る氏

し ぞ く

族の名
な

を示
しめ

してもらうこ
とになりました。つぎに、そ
の 氏

し ぞ く な い

族 内 の 一
ひと

つ ひとつ の
家
か ぞ く

族について神
かみさま

様にたずね、
罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

の家
か ぞ く

族が示
しめ

され
ることになりました。

神
かみさま

様はこの方
ほうほう

法を用
もち

いる
ことで、 犯

はんにん

人に、 罪
つみ

を告
こくはく

白
〔白

はくじょう

状〕してゆるしをもとめる
機
き か い

会〔チャンス〕を与
あた

えようとしておられ
ました。しかし、だれも告

こくはく

白しなかったば
あいは、さいごに神

かみさま

様が、犯
はんにん

人の名
な ま え

前を
明
あき

らかにすることになるのでした。

自
じ ぶ ん

分の部
ぶ ぞ く

族の名
な

が呼
よ

ばれないか、み
んながそわそわしている様

よ う す

子を想
そうぞう

像でき
ますか？とうとう、神

かみさま

様によって、犯
はんにん

人の
いる部

ぶ ぞ く

族の名
な

が発
はっぴょう

表されました。それは、
どの部

ぶ ぞ く

族でしたか？ヨシュア記
き

７：16。

もちろん、アカンはその部
ぶ ぞ く

族の人
ひと

でした。
つぎに、犯

はんにん

人のいる氏
し ぞ く

族がえらばれまし
た。きっとユダ族

ぞく

の人
ひと

たちは、みんなとて
も緊

きんちょう

張していたことでしょう。17 節
せつ

。

もちろん、アカンはその氏
し ぞ く

族の人
ひと

でした。
さあこんどは、それぞれの家

か ぞ く

族をしらべる
番
ばん

です。またも、犯
はんにん

人のいる家
か ぞ く

族がはっ
きりと示

しめ

されました。そのつぎに、何
なに

が起
お

こりましたか？18 節
せつ

と19節
せつ

。

こうして、犯
はんにん

人であるアカンがとらえられ
ました。それでもまだ、本

ほんとう

当に悪
わる

かったと
は思

おも

っていませんでした。いずれにせよ、
自
じ ぶ ん

分がしたことを認
みと

めて、それはまちがっ

ていたと、言
い

わなくてはい
けなくなりました。自

じ ぶ ん

分の
罪
つみ

のために、三
さんじゅうろくにん

十六人の
命
いのち

が失
うしな

われたことを、か
れは知

し

っていました。そ
してそのために、かれと
家
か ぞ く

族のみんなも、死
し

なな
くてはいけませんでした。

アカンの両
りょうしん

親は、神
かみさま

様
の十

じっかい

戒をうやまい、戒
いまし

め
にしたがうことを、きちん
と教

おし

えていなかったようで
す。アカンもまた、そのことを子

こ ど も

供たちに
教
おし

えませんでした。悲
かな

しいことですね。

モーセはイスラエルの人
ひと

たちに、した
がわないことの危

き け ん

険について警
けいこく

告してい
ました。このとき、かれの言

い

ったとおりの
ことが起

お

こってしまったのでした。民
みんすうき

数記

32：23。

考
かんが

えてみよう：あなたの両
りょうしん

親が、あなた
を甘

あま

やかさないことを喜
よろこ

ぶことができます
か？お父

とう

さんとお母
かあ

さんは、あなたを心
こころ

か
ら愛

あい

しているのです。私
わたし

たちが罪
つみ

を犯
おか

す
なら、それによって自

じ ぶ ん じ し ん

分自身が傷
きず

つくこと
を学

まな

んでいますが、罪
つみ

は、ほかの人
ひと

たち
をも傷

きず

つけるのです。

木
も く よ う び

曜日

これで一
いちおう

応、みんながほっとしまし
た。人

ひとびと
々は、アカンのしたことを

悲
かな

しく思
おも

いましたが、これで神
かみさま

様がふた
たび自

じぶん
分たちを祝

しゅくふく
福してくださることが分

わ

かって感
かんしゃ

謝しました。それから神
かみさま

様は、
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かれらに何
なに

をするようにと言
い

われました
か？ヨシュア記

き
８：１－２。

待
ま

ち伏
ふ

せとはなんですか？敵
てき

が来
く

るまで
かくれていて、敵

てき

がやってきたら、不
ふ い

意に
〔思

おも

いがけず〕攻
こうげき

撃をしかけることです。
イスラエル軍

ぐん

のひとつのグループは、都
みやこ

の後
うし

ろにかくれ、のこりの兵
へ い し

士らは、ヨシュ
アとともに都

みやこ

の前
まえ

からせめることになりま
した。

アイの人
ひとびと

々は、イスラエル軍
ぐん

を恐
おそ

れて
いたと思

おも

いますか？いいえ。前
まえ

の戦
たたか

いで
彼
かれ

らをやっつけることができたので、こん
ども勝

か

てると思
おも

っていました。夜
よる

のあいだ
に、イスラエル軍

ぐん

のひとつのグループは、
こっそり自

じ ぶ ん

分たちがかくれるべき場
ば し ょ

所に行
い

きました。ヨシュアは、もうひとつのグルー
プの兵

へ い し

士らといっしょに残
のこ

りました。朝
あさ

は
やく、アイの王

おうさま

様は、イスラエル軍
ぐん

がふ
たたび都

みやこ

に向
む

かってくるのを見
み

ました。そ
こで、かれとその兵

へ い し

士らは、敵
てき

をむかえう
とうと、あわてて出

で

て行
い

きました。おそら
く彼

かれ

は、またもや敵
てき

を追
お

い散
ち

らすことがで

きると思
おも

ったことでしょう。14－17節
せつ

。

ヨシュアは、かくれていた兵
へ い し

士たちに、
自
じ ぶ ん

分が立
た

ち止
と

まり、アイに向
む

かって槍
やり

を
さしのべるのを見

み

たら、都
みやこ

にせめていくよ
うにと話

はな

してありました。その作
さくせん

戦は、う
まくいきましたか？18－21 節

せつ

。この時
とき

、
主
しゅ

の軍
ぐんぜい

勢の大
たいしょう

将が、彼
かれ

らとともにおられ
ました。そして、戦

たたか

いに勝
か

ったのです。こ
のとき神

かみさま

様は、アイの人
ひとびと

々の持
も

ち物
もの

を、
戦
せ ん り ひ ん

利品〔戦
せんそう

争で敵
てき

からうばったもの〕とし
てもちかえってもいいと言

い

っておられまし
た。２節

せつ

と27節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

は、すべてうまくい
きましたが、どうしてですか？

金
き ん よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、これまで
長
ながねん

年のあいだ、テント生
せいかつ

活をして
いました。彼

かれ
らはこんどこそ、ちゃんとし

た家
いえ

に住
す

みたかったので、美
うつく

しいカナンの
地
ち

にいた多
おお

くの敵
てき

を、一
いちにち

日でも早
はや

く追
お

い
だしたいと思

おも
っていました。けれどもヨシュ

アは、さらなる戦
たたか

いをつづける前
まえ

に、とて
も大

たいせつ
切な話

はなし
をしなければならないと言

い
っ

たのでした。

モーセは死
し

ぬ前
まえ

に二
に ど

度、イスラエルの
人
ひと

たちと特
とくべつ

別な集
あつ

まりをもたなければなら
ないと、ヨシュアに語

かた

っていました。そこ
で何

なに

をして、何
なに

を語
かた

るべきかを、きちんと
教
おし

えていました。その集
あつ

まりには、みんな
が出

で

ることになっていました。そう、イス
ラエルの人

ひと

たち全
ぜんいん

員です。すべてのお父
とう

さんとお母
かあ

さん、すべての子
こ ど も

供たちも。そ
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の集
あつ

まりは、シケムというところでもたれ
ることになりました。

人
ひとびと

々は、シケムのことを知
し

っていました。
そこは、アブラハムが最

さいしょ

初の祭
さいだん

壇をたて
たところでした。またそこは、彼

かれ

らの祖
そ せ ん

先
ヤコブが住

す

んでいたところでもありました。

シケムは、近
ちか

くに危
き け ん

険な敵
てき

がいっぱい
いる場

ば し ょ

所でした。しかしヨシュアは、彼
かれ

ら
が神

かみさま

様にしたがっているかぎり安
あんぜん

全である
と、念

ねん

をおしていました。はたして、その
通
とお

りでした。そこに向
む

かっていく途
とちゅう

中、彼
かれ

らのじゃまをする者
もの

はひとりもいませんで
した。

シケムには、ふたつの丘
おか

にはさまれた、
美
うつく

しい谷
たに

がありました。丘
おか

のひとつはゲリ
ジムで、そこは祝

しゅくふく

福の山
やま

と呼
よ

ばれるであろ
うと、モーセが言

い

ったところでした。もう
ひとつはエバルといって、呪

のろ

いの山
やま

と呼
よ

ばれることになっていました。六
むっ

つの部
ぶ ぞ く

族
がひとつの丘

おか

のうえに立
た

ち、あとの六
ろ く ぶ ぞ く

部族
が、もうひとつの丘

おか

のうえに立
た

ちました。

ヨシュアが、従
したが

うときにもたらされる
祝
しゅくふく

福について読
よ

んだあと、ゲリジムにい
る部

ぶ ぞ く

族が「アーメン」と言
い

いました。そ
れから、従

したが

わないときにもたらされる呪
のろ

い
について読

よ

んだあと、エバルにいる部
ぶ ぞ く

族が
「アーメン」と言

い

いました。

エバル山
やま

で、ヨシュアはいけにえ〔ささ
げ物

もの

〕の祭
さいだん

壇をたてました。それは、従
したが

わなくてのろいを受
う

けることになっても、
もしそれを心

こころ

から悔
く

い改
あらた

めるなら、神
かみさま

様
は喜

よろこ

んでゆるしてくださるということを、
人
ひとびと

々に思
おも

い起
お

こさせるためでした。神
かみさま

様
は、私

わたし

たちをサタンから救
すく

い出
だ

すために、

すばらしい計
けいかく

画を立
た

てられたのですから。

考
かんが

えてみよう：たしかに、それは大
たいせつ

切な
集
あつ

まりでしたね。もし人
ひとびと

々が十
じっかい

戒にしたが
うなら、すばらしい祝

しゅくふく

福が与
あた

えられること
を、思

おも

い起
お

こさせられました。もしサタン
にしたがうなら、神

かみさま

様は彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福するこ
とができず、かわりにどんな恐

おそ

ろしいこと
が起

お

こるかも、彼
かれ

らは知
し

っていました。モー
セが書

か

いた、美
うつく

しい言
こ と ば

葉を読
よ

んでくださ
い。申

しんめいき

命記 30：11－20。

もっと学
まな

ぼう！

★申
し ん め い き

命記 27 章
しょう

、28 章
しょう

；ヨシュ

ア記
き

７章
しょう

、８章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻p.115-128
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「ヒルダ、いったいどうしたの？」
と私

わたし
は尋

たず
ねました。でも、そ

れがばかな質
しつもん

問であることが、すぐに分
わ

か
りました。納

な や
屋〔物

もの
をおさめておく小

ご や
屋〕

の床
ゆか

は水
みず

びたしで、しかもそれは、きたな
くて、ひどいにおいのする水

みず
でした。夜

よる
の

あいだに小
こ や

屋が水
みず

びたしになり、ヒルダ
は、その水

みず
を止

と
めようとしていたのでした。

牛
うし

を飼
か

っていた場
ば し ょ

所には、とくべつな
水
みず

の 容
よ う き

器 が あっ
て、それは、パイ
プ の つ い た 大

おお

き
なコップのような
ものでした。牛

うし

が
水
みず

をのみたくなっ
たら、鼻

はな

をコップ
のような容

よ う き

器にお

し入
い

れます。すると、容
よ う き

器のなかに水
みず

が
流
なが

れこみ、牛
うし

がのめるようになっていまし
た。夜

よる

のあいだに、一
いちとう

頭の牛
うし

が水
みず

をのみ
終
お

わって鼻
はな

を容
よ う き

器から出
だ

したあとも、どう
いうわけか水

みず

が止
と

まらなくなってしまいま
した。水

みず

はひとばんじゅう流
なが

れでたので、
納
な や

屋の床
ゆか

は水
みず

びたしになり、ヒルダおば
あさんは、けん命

めい

にその水
みず

を止
や

めようとし
ていたのでした。助

たす

けが必
ひつよう

要なのは、あ
きらかでした。

「あなたに
助
たす

けてもらう
な んて、 ほ
んとうに 申

もう

しわけない
わ。」ヒルダ
があやまりました。「これだけの水

みず

を全
ぜ ん ぶ

部
ここからだすのは、たいへんな仕

し ご と

事にな
るわ。おまけに、そこらじゅう牛

うし

やニワト
リのふんだらけで、とてもくさいし。」

わたしは彼
かのじょ

女に、「そんなことは心
しんぱい

配し
ないで。お手

て つ だ

伝いできて、うれしいんだ
から」と言

い

いました。

水
みず

を止
と

めたあとで、私
わたし

はヒルダといっ
しょに、牛

うし

たちを納
な や

屋のすみっこに移
うつ

し
ました。それから、ぐらぐらするはしごを
上
のぼ

って、小
こ や

屋の天
てんじょううら

井裏へいき、干
ほ

し草
くさ

を
一
いちりんしゃ

輪車のうえにおとしました。それから、
穀
こくもつ

物がぎっしり入
はい

ったバケツをおろしまし

お話
はな

しひろば 

ヒルダの納
な や

屋にて―パート 2
イヴォンヌ・ダースト

農
のうじょう

場でひとり暮
ぐ

らしをしていた、
ヒルダというおばあさんについて、
ボーニーが話

はな

しています。ある雪
ゆき

の
ふる朝

あさ

、ボーニーは、すぐにヒル
ダを訪

たず

ねなければ、と思
おも

いました。
行
い

ってみると、ヒルダは納
な や

屋にいま
した。かがんだ姿

し せ い

勢の彼
かのじょ

女は、手
て

に
レンチ〔ボルトなどを回

まわ

す工
こ う ぐ

具〕を
もっていました。
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た。牛
うし

とニワトリたちは、ようやく朝
あさ

ごは
んにありつけるので、大

おおよろこ

喜びです。

でも、ここからが大
たいへん

変な作
さぎょう

業です。水
みず

やふんををすくったり、押
お

しやったり、運
はこ

んだりして、納
な や

屋の外
そと

にだすのです。なん
とか、納

な や

屋の半
はんぶん

分をきれいにすることが
できました。それから、きれいになったと
ころに牛

うし

とニワトリを移
うつ

し、またすくったり、
押
お

しやったり、運
はこ

んだりしました。そして
ようやく、納

な や

屋の中
なか

はすっかりもとどおり
になりました。やれやれです。

それからヒルダの家
いえ

に行
い

って、犬
いぬ

たちを
洗
あら

ってあげてきれいにし、最
さ い ご

後に自
じ ぶ ん

分た
ちもシャワーに入

い

り、かわいた服
ふく

に着
き

がえ
ました。とても気

き も

持ちよかったです！

ふたりで、おいしいスープを飲
の

んでい
るとき、ヒルダが尋

たず

ねました。「ところで、
どうして今

き ょ う

日うちに来
き

たの？わたしが納
な や

屋
に入

はい

って数
すうふん

分もたたないうちに、あなたが
やってきたのよ。あれだけの仕

し ご と

事をひとり
でやれば、まる一

いちにち

日かかると思
おも

っていた
のに・・・こんなに早

はや

く終
お

わって、ほんと
うに助

たす

かったわ。」

わたしは、自
じ ぶ ん

分がどうしてもヒルダの家
いえ

に行
い

かなくてはと感
かん

じたことを、彼
かのじょ

女に話
はな

しました。「あなたの保
ほ ご て ん し

護天使が、助
たす

けが
必
ひつよう

要だと、わたしの保
ほ ご て ん し

護天使に言
い

ったの
だと思

おも

うわ」と、わらって言
い

いました。

ヒルダも、にこにこして、「きっとそうね」
と言

い

いました。「わたしは、まっすぐ立
た

つ
こともできないくらい年

とし

を取
と

ってしまった
けれど、イエス様

さま

は、これまでと変
か

わらず
私
わたし

を愛
あい

してくださって、今
いま

でも私
わたし

のめんど
うをみてくださることを、あらためて知

し

るこ

とができたわ。」

ヒルダの言
い

うとおりでした。わたしは
彼
かのじょ

女に、その日
ひ

の朝
あさ

、神
かみさま

様がわたしに送
おく

られたメッセージにしたがって本
ほんとう

当によ
かったと言

い

いました。

その日
ひ

わたしは、イエス様
さま

が望
のぞ

まれるこ
とを、いつでも喜

よろこ

んでやろうという気
き も

持ち
をもつことが、どんなに大

たいせつ

切かを学
まな

びまし
た。たとえそれが、かわいそうなおばあ
さんのために、きたなくてくさい水

みず

を小
こ や

屋
からだすという、たいへんな仕

し ご と

事であった
としても、イエス様

さま

にしたがえば、なんと
も言

い

えない喜
よろこ

びが与
あた

えられることを学
まな

びま
した。

( 終
お

わり）
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日
に ち よ う び

曜日

イスラエル人
びと

のキャンプ〔宿
しゅくえい

営〕か
らあまり遠

とお
くないところに、ギベ

オンという重
じゅうようとし

要都市があり
ました。ヨシュア記

き
10：２。

カナンの中
ちゅうぶ

部と南
な ん ぶ

部を旅
たび

していた人
ひと

たちは、ときど
きそこを通

とお

りました。カナ
ンの王

おう

たちは、もちろん、
イスラエル人

びと
がギベオンを

占
せんりょう

領することを望
のぞ

んでいま
せんでした。エリコとアイで
神
かみさま

様が行
おこな

われたふしぎなわ
ざについて知

し

ってはいなが
ら、かれらは何

なに

をしようと
決
き

めましたか？ヨシュア記
き

９：１－２。

カナンには、ヒビびとと呼
よ

ばれる人
ひと

たち
がいて、かれらはギベオンに住

す

んでいま
した。かれらは、自

じ ぶ ん

分たちの神
かみがみ

々よりも、

イスラエルの神
かみさま

様のほうが強
つよ

いと考
かんが

えま
した。ですから、ほかの王

おう

たちがイスラ
エルと戦

たたか

おうとしていたのに、ギベオン人
じん

たちは別
べつ

の計
けいかく

画を立
た

てていました。なん
とかイスラエルの人

ひと

たちに気
き

にいられて、
命
いのち

を助
たす

けてもらおうと考
かんが

え
たのでした。それは、どの
ような計

けいかく

画でしたか？ヨシュ
ア記

き

９：３－５。

大
た い し

使というのは、自
じ ぶ ん

分の
国
くに

の代
だいひょう

表として、よその国
くに

に送
おく

られる人
ひと

たちのことで
す。かれらがよその国

くに

を訪
おとず

れるときは、できるだけい
い 服

ふく

を着
き

て、えらい 人
ひと

の
かっこうをします。なぜなら、
本
ほんとう

当にえらい人
ひと

たちだから
です。ギベオンの大

た い し

使たち
は、どうしてこじきのようなかっこうをした
のでしょうか？それは、まったくおかしなこ
とでした。しかし、それは計

けいかく

画の一
い ち ぶ

部だっ

ギベオン人
じん

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「偽
いつわ

りを言
い

うくちびるは主
しゅ

に憎
にく

まれ、

真
しんじつ

実を行
おこな

う者
もの

は彼
かれ

に喜
よろこ

ばれる。」

―箴
しんげん

言 12：22

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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たのです。

準
じゅんび

備ができしだい、大
た い し

使たちは出
しゅっぱつ

発し
ました。イスラエル人

びと

の宿
しゅくえい

営に着
つ

いたか
れらは、ヨシュアと話

はなし

がしたいと言
い

いまし
た。かれらを見

み

たヨシュアと長
ちょうろう

老たちは、
まず彼

かれ

らのみすぼらしいかっこうに驚
おどろ

いた
ことでしょう。いったい何

なん

のためにここへ
来
き

たのか、ふしぎに思
おも

ったはずです。か
れらは、なんと言

い

って自
じ こ し ょ う か い

己紹介をしました
か？６節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしあなたがその場
ば

にい
たら、かれらを信

しん

じたでしょうか？それと
も、うそを見

み や ぶ

破ったでしょうか？ヨシュアと
指
し ど う し ゃ

導者たちに、だれが本
ほんとう

当のことを教
おし

え
てあげることができましたか？だれかがう
そをついたときに、だまされることのない
よう、神

かみさま

様はわたしたちを助
たす

けたいと望
のぞ

ん
でおられますか？

月
げ つ よ う び

曜日

ヨシュアとその部
ぶ か

下たちは、訪
たず

ねて
きた人

ひと
たちをまじまじと見

み
つめま

した。かれらは、うそをついているのだろ
うか？それとも、本

ほんとう
当のことを言

い
っている

のだろうか？カナン人
びと

と仲
なかよ

良くしてはいけ
ないと神

かみさま
様から言

い
われていたので、

真
しんじつ

実をはっきりと知
し

る必
ひつよう

要がありま
した。

契
けいやく

約〔約
やくそく

束〕がどれだけ重
じゅうだい

大なものか、
覚
おぼ

えていますか？契
けいやく

約を交
か

わしたら、どち
らのがわも、それぞれの約

やくそく

束を守
まも

らなく
てはいけなくなります。イスラエルの人

ひと

た
ちは、シナイ山

ざん

で神
かみさま

様と契
けいやく

約を交
か

わしまし

た。もし彼
かれ

らが十
じっかい

戒にしたがうなら、神
かみさま

様
はかれらを祝

しゅくふく

福すると約
やくそく

束なさいました。
ところがじきに、かれらは金

きん

の子
こ う し

牛を拝
おが

んでしまい、そうすることで契
けいやく

約を破
やぶ

って
しまったのでした。

イスラエル人
びと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちに約
やくそく

束
を守

まも

る力
ちから

はないことに、まだ気
き

づいてい
ませんでした。約

やくそく

束を守
まも

るには、神
かみさま

様を
信
しん

じて任
まか

せきるしかないことを、神
かみさま

様はか
れらに気

き

づいてもらいたかったのです。か
れらは何

な ん ど

度もなんども、したがうと約
やくそく

束し
ましたが、何

な ん ど

度もなんども、信
しん

じて任
まか

せる
ことをしませんでした。信

しんらい

頼することを選
えら

ぶとき、神
かみさま

様はかれらのために、すばら
しい祝

しゅくふく

福を与
あた

えることができるのでした。
そうしないと、かれらに害

がい

を加
くわ

えるすきを、
サタンに与

あた

えてしまうことになるのでした。

訪
ほうもんしゃ

問者たちの話
はなし

を聞
き

いていたら、神
かみさま

様
がイスラエル人

びと

のためにしてくださったこ
とについて、よく知

し

っていることが
分
わ

かりました。ヨシュアとその部
ぶ か

下
たちは、かれらのかび臭

くさ

いパンと、
古
ふる

ぼけたブドウ酒
さけ

のふくろを注
ちゅうい

意ぶ
かくしらべました。ヨシュア記

き

９：14。と
ころが、大

だ い じ

事なことを忘
わす

れていましたね。
それは何

なに

でしたか？

考
かんが

えてみよう：だれかに聞
き

かないで何
なに

か
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をやって、問
もんだい

題を起
お

こしてしまったことは
ありませんか？

火
か よ う び

曜日

もしあなたがあの場
ばしょ

所にいて、ギベ
オンから来

き
た人

ひと
たちの話

はなし
を聞

き
い

ていたら、やはり彼
かれ

らのうそを見
みやぶ

破るのは、
むずかしかっただろうと思

おも
いませんか？ 彼

かれ

らのかっこうや持
も

っていたものを見
み

て、か
れらが神

かみさま
様について言

い
ったことを聞

き
いた

ら、この大
た い し

使たちは正
しょうじき

直な人
ひと

たちだと 考
かんが

えたのではないでしょうか？

とうとうギベオン人
じん

たちは、ヨシュアとそ
の部

ぶ か

下たちを信
しん

じこませてしまいました。
ヨシュアとその部

ぶ か

下たちは、何
なに

をするのを
忘
わす

れていましたか？ヨシュア記
き

９：14。

ずっと遠
とお

くに住
す

んでいる人
ひと

たちと契
けいやく

約を
結
むす

んでもだいじょうぶだろうと考
かんが

えて、ヨ
シュアとイスラエルの指

し ど う し ゃ

導者たちは何
なに

をし
ましたか？イスラエル人

びと

たちが本
ほんとう

当のこと
を知

し

るようになるまで、どれくらい時
じ か ん

間が
かかりましたか？真

しんじつ

実を知
し

ったイスラエル
の人

ひと

たちは、どう感
かん

じましたか？16－18
節
せつ

。

イスラエルの人
ひと

たちは、ぜんぜん喜
よろこ

び
ませんでした。かれらを殺

ころ

さないという
約
やくそく

束をした後
あと

でも、ギベオン人
じん

と戦
たたか

うこと
を望

のぞ

みました。うそをついてだましたのは、
彼
かれ

らのほうなのですから、約
やくそく

束を破
やぶ

っても
かまわないと思

おも

ったわけです。ところが、
ヨシュアとイスラエルの指

し ど う し ゃ

導者らは、その
ことについてなんと言

い

いましたか？19 節
せつ

と20節
せつ

。

それは、正
ただ

しいことでした。たとえだま
されてした約

やくそく

束であっても、それを守
まも

るの
は大

だ い じ

事なことでした。しかし、うそをつい
たギベオン人

じん

は、自
じ ぶ ん

分たちのしたことが
間
ま ち が

違っていたことを、いずれ知
し

るようにな
ります。

考
かんが

えてみよう：もしヨシュアが前
まえ

もって尋
たず

ねていたら、神
かみさま

様は、ギベオン人
じん

につい
て彼

かれ

に話
はな

されたでしょうか？両
りょうしん

親が「だめ」
と言

い

っていることを、「やっても大
だいじょうぶ

丈夫だ
ろう」と考

かんが

えて、やりたくなってしまったこ
とはありませんか？どうして親

おや

たちは「だ
め」と言

い

うのでしょうか？子
こ ど も

供に分
わ

からな
いことでも、親

おや

にはわかることがあります
か？

水
す い よ う び

曜日

目
め

の見
み

えない人
ひと

に、白
しろ

い紙
かみ

と黒
くろ

い
紙
かみ

をてわたしたとします。それか
ら、「白

しろ
い紙

かみ
をえらんでください」と言

い
って

も、その人
ひと

は正
ただ

しい選
えら

びができるでしょう
か？まちがって黒

くろ
い紙

かみ
をえらんでも、目

め
の

見
み

えない人
ひと

を責
せ

めることができますか？し
かし、かれが黒

くろ
い紙

かみ
をえらんだからと言

い
っ

て、それが白
しろ

い紙
かみ

に変
か

わるわけではあり
ませんね。黒

くろ
は黒

くろ
、白

しろ
は白

しろ
です。

ギベオン人
じん

たちは、十
じっかい

戒のことを知
し

って
いましたか？いいえ。かれらはまるで、白

しろ

い紙
かみ

と黒
くろ

い紙
かみ

とを分
わ

けている、目
め

の見
み

え
ない人

ひと

のようでした。神
かみさま

様は、そのことを
ご存

ぞん

じでしたか？もちろんです！しかし、だ
からと言

い

って、彼
かれ

らがうそをついたという
事
じ じ つ

実が変
か

わるわけではありませんでした。
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真
しんじつ

実は真
しんじつ

実、うそはうそなのです。神
かみさま

様
は真

しんじつ

実を、サタンはうそを語
かた

ります。

神
かみさま

様は、イスラエル人
びと

をカナンに住
す

ま
わせて、ほかの国

くにぐに

々に神
かみさま

様のことをあか
しする国

くに

をつくらせようとしておられまし
た。その地

ち

で、かれらは、世
せかいじゅう

界中に神
かみさま

様
の光

ひかり

をてらす民
たみ

となるはずでした。カナン
にいる人

ひとびと

々にも、神
かみさま

様を信
しん

じてしたがう
チャンスが与

あた

えられましたが、彼
かれ

らはサタ
ンのうそを信

しん

じることにしたのでした。今
いま

やかれらは、触
ふ

れるものはなんでも死
し

な
せてしまう病

びょうき

気のような、悪
わる

い民
たみ

になって
しまいました。ですから神

かみさま

様は、しかたな
く、かれらを滅

ほろ

ぼすように言
い

われたのでし
た。

しかし、神
かみさま

様がすべての人
ひと

を愛
あい

しておら
れることを、けっして忘

わす

れてはいけません。
すべての人

ひと

が、サタンではなく、神
かみさま

様を
選
えら

ぶことを願
ねが

っておられるのです。ラハブ
を覚

おぼ

えていますか？彼
かのじょ

女が神
かみさま

様を信
しん

じるえ
らびをしたことを、神

かみさま

様はご存
ぞん

じでした。
またギベオン人

じん

が、神
かみさま

様の力
ちから

を信
しん

じるこ
とにしたことも、ご存

ぞん

じでした。かれらは
偶
ぐうぞう

像を拝
おが

むのをやめるつ
もりだったので、神

かみさま

様は
イスラエル人

びと

に、かれら
を滅

ほろ

ぼしてはいけないと
言
い

うつもりでした。です
から、殺

ころ

されないために
うそをつく必

ひつよう

要はなかっ
たのです。

神
かみさま

様がモーセに与
あた

えら
れた大

だ い じ

事な律
りっぽう

法のひとつ
に、イスラエル人

びと

ではな

いのに、神
かみ

の民
たみ

になりたいという人
ひと

たち
に関

かん

するものがありました。そのような人
ひと

たちをどう扱
あつか

うべきか、その律
りっぽう

法は教
おし

えて
いました。レビ記

き

19：33－34；民
みんすうき

数記

15：14－16。

考
かんが

えてみよう：ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

が、全
ぜ ん せ か い

世界を
てらす光

ひかり

となることが、神
かみさま

様のご計
けいかく

画で
した。今

いま

でも、その計
けいかく

画は変
か

わっていま
せんか？あなたと家

か ぞ く

族の人
ひと

たちは、世
よ

の
光
ひかり

となっていますか？私
わたし

たちはどうやって、
神
かみさま

様の光
ひかり

をてらすことができますか？

木
も く よ う び

曜日

「たいへんだ！ギベオン人
じん

がイス
ラエルの仲

なかま
間になったぞ！」そ

の知
し

らせは、あっというまに広
ひろ

まりました。
カナンの王

おう
たちは、ひじょうに恐

おそ
れながら

も、かんかんに怒
おこ

っています。ヨシュア記
き

10：１－２。

エルサレムの王
おう

は、いそいでほかの
四
よ に ん

人の王
おう

たちに伝
でんごん

言をおくりました。いっ
しょに何

なに

をしようという
メッセージでしたか？３
節
せつ

から５節
せつ

を読
よ

んでくだ
さい。

五
ご に ん

人の王
おう

たちが攻
せ

めて
くることを知

し

って、ギベ
オン人

じん

たちは、どのよう
に感

かん

じたと思
おも

いますか？
かれらはイスラエル人

びと

と
契
けいやく

約しましたが、それは、
うそをついて結

むす

んだ契
けいやく

約
でした。うそがばれてし
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まっても、イスラエルの人
ひと

たちは、約
やくそく

束を
守
まも

ってくれるでしょうか？これからも仲
な か ま

間で
いてくれるでしょうか？ギベオン人

じん

たちは、
何
なに

をしましたか？ヨシュアは、何
なに

をしまし
たか？こんどこそ、神

かみさま

様に尋
たず

ねましたか？
６－10節

せつ

。

ギベオン人
じん

たちは、どんなにほっとした
ことでしょう！敵

てき

どもが彼
かれ

らの都
みやこ

を滅
ほろ

ぼそう
として、そこを取

と

り囲
かこ

むと、すぐにイスラ
エル軍

ぐん

が助
たす

けにきてくれたのです。敵
てき

は
山
やま

のほうへ逃
に

げていき、イスラエル軍
ぐん

が
そのあとを追

お

いました。山
やま

をこえて下
くだ

って
いったときに、何

なに

が起
お

こりましたか？11
節
せつ

。神
かみさま

様が、大
おお

きな雹
ひょう

を降
ふ

らせたのです。

山
やま

のてっぺんに着
つ

いたヨシュアは、まず
空
そら

を見
み

あげました。もうすぐ日
ひ

が暮
く

れよう
としています。暗

くら

くなってしまったら、逃
に

げている敵
てき

は、山
やま

の中
なか

にかくれてしまうこ
とでしょう。そうしたら、敵

てき

を完
かんぜん

全にうち
やぶることができなくなるどころか、かれ
らは勢

いきお

いをとり戻
もど

して、ふたたびギベオン
人
じん

のところに攻
せ

めてくるでしょう。時
じ か ん

間は
あまりありません。

ヨシュアとかれの軍
ぐんたい

隊は、最
さ い ご

後まで戦
たたか

い
つづけなくてはいけません。しかし、じき
に暗

くら

くなってしまいます。一
ひとばん

晩じゅう歩
ある

い
て、一

いちにち

日じゅう敵
てき

を追
お

いまわしたあとでも、
疲
つか

れをおぼえている暇
ひま

はありません。どう
してもその日

ひ

のうちに、この戦
たたか

いを終
お

わら
せる必

ひつよう

要がありました。

考
かんが

えてみよう：このときまでに、イスラエ
ル人

びと

は、神
かみさま

様にできないことは何
なに

ひとつ
ないことを学

まな

んでいましたか？それは、私
わたし

たちもつねに覚
おぼ

えているべきことですか？

金
き ん よ う び

曜日

「神
か み

は、自
じぶんじしん

分自身を助
たす

ける者
もの

たち
を、お助

たす
けになる」とだれか

が言
い

っているのを、聞
き

いたことがあります
か？では、「神

かみ
は、自

じぶん
分で自

じぶん
分を助

たす
けるこ

とのできない者
もの

たちを、お助
たす

けになる」と
だれかが言

い
っているのを、聞

き
いたことはあ

りませんか？

聖
せいしょ

書の言
こ と ば

葉ではありませんが、ある
意
い み

味で、上
うえ

のふたつのことわざ〔昔
むかし

なが
らの教

きょうくん

訓〕は、どちらも正
ただ

しいといえます。

イスラエル人
びと

たちは、できるだけのこと
をしていたので、神

かみさま

様は、かれらを助
たす

け
てくださいました。さて、かれらは、もう
ひとつ奇

き せ き

跡を必
ひつよう

要としていました。神
かみさま

様
の助

たす

けにより、ヨシュアは、おどろくべき
信
しんこう

仰の言
こ と ば

葉を語
かた

りました。すると、神
かみさま

様は、
これまでいちども行

おこな

ったことのないことを
してくださったのです。ヨシュア記

き

10：12

－15。

神
かみさま

様が助
たす

けてくださったので、ギベオ
ン人

じん

もイスラエル人
びと

も感
かんしゃ

謝したと思
おも

います
か。もちろんですね。

神
かみさま

様を拝
おが

み、神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

ぶ
だけで、イスラエル人

びと

たちから喜
よろこ

んで受
う

けいれられるようになることを、ギベオン
人
じん

たちは知
し

りませんでした。その結
け っ か

果、か
れらはうそをついてしまいましたが、神

かみさま

様
はヨシュアに、かれらとの契

けいやく

約をやめるよ
うにとは言

い

われませんでした。だまされた
ことを知

し

ったイスラエルの人
ひと

たちがギベオ
ン人

じん

を滅
ほろ

ぼそうとしたときに、ヨシュアと
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長
ちょうろう

老たちは、どうすることにしましたか？ヨ
シュア記

き

９：21，25－27。

以
い ぜ ん

前の身
み ぶ ん

分〔地
ち い

位〕をなくし、これか
らはしもべとして生

い

きていくことになりま
したが、ギベオン人

じん

たちは文
も ん く

句を言
い

いま
せんでした。ヨシュアが約

やくそく

束を守
まも

ってくれ
たことと、神

かみさま

様がかれらの命
いのち

を助
たす

けてくだ
さったことを、感

かんしゃ

謝していたのでした。

考
かんが

えてみよう：あの日
ひ

、戦
たたか

いに勝
しょうり

利した
秘
ひ け つ

訣〔とっておきの方
ほうほう

法〕は、イスラエ
ル人

びと

ができるだけのことをして、あとは
神
かみさま

様に任
まか

せたことでした。私
わたし

たちがサタン
との戦

たたか

いに勝
か

つ秘
ひ け つ

訣も、これと同
おな

じでは
ないでしょうか？まずは、正

ただ

しい道
みち

を選
えら

ぶ
ことです。それから、気

き

が進
すす

んでも進
すす

ま
なくても、正

ただ

しいからやると決
き

めたことを
実
じっこう

行するのです。そうすれば、神
かみさま

様は、
正
ただ

しいことを行
おこな

う力
ちから

を与
あた

えてくださいます。
それをつづけると、正

ただ

しいことを行
おこな

うのが
楽
らく

になってきます。

もっと学
まな

ぼう！

★ヨシュア記
き

9 章
しょう

、10:1-15

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻p.129-136
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「わたしが大
おお

きくなって、女
おんな

の子
こ

が
生
う

まれたら、その子
こ

にはなん
でも好

す
きなことをさせてあげるの。もしそ

の子
こ

が、学
がっこう

校が終
お

わっても残
のこ

って遊
あそ

びた
ければ、すぐに家

いえ
に帰

かえ
らせたりはしない

わ。」ある日
ひ

の午
ご ご

後、エリザベスは、学
がっこう

校
から帰

かえ
ってきて、こう宣

せんげん
言

したのでした。彼
かのじょ

女が大
おお

き
な不

ふ ま ん
満をもっているのは、

明
あき

らかでした。

お母
かあ

さんは、しばらく考
かんが

えてから、エリザベスに話
はな

しかけました。「エリザベ
ス、明

あ す

日は一
いちにち

日じゅう、あ
なたのやりたいようにして
いいわよ。」エリザベスは、
信
しん

じられませんでした。

「ほんとうにいいの、お
母
かあ

さん？」と、エリザベス
は尋

たず

ねました。するとお母
かあ

さんは、「ええ、ほんとうよ」
と答

こた

えたのでした。

「ああ、はやく明
あ す

日にならないかな！」う
れしそうに飛

と

びはねながら、エリザベスは
お母

かあ

さんに言
い

いました。

つぎの日
ひ

の朝
あさ

、いつもよりおそい 朝
ちょうしょく

食
をすませたエリザベスは、このように言

い

い
ました。「きょうは、学

がっこう

校に行
い

きたくない

わ。」

お母
かあ

さんはにこやかに、「好
す

きなように
すればいいわ」と言

い

いました。そこでエリ
ザベスは、しばらく自

じ ぶ ん

分の部
へ や

屋にもどりま
した。きょうは、ベッドもなおさず、おへ
やもきれいにしないでおこうと思

おも

いました。
しばらくたってから、彼

かのじょ

女
は外

そと

に出
で

てみることにしま
した。外

そと

に出
で

たエリザベス
は、庭

にわ

の木
き

のブランコで遊
あそ

んでいました。三
さんじゅっぷん

十分くら
いたつと、ブランコもあき
てしまい、家

いえ

の中
なか

にはいっ
てきました。そして、「お
母
かあ

さん、何
なに

か食
た

べてもいい
かしら？」とたずねました。

「欲
ほ

しいものを、なんで
もとって食

た

べていいわよ」
とお母

かあ

さんが言
い

いました。
エリザベスは、くだものの
ケーキを大

おお

きめに切
き

って、
それを食

た

べました。

朝
あさ

の時
じ か ん

間は、ゆっくりとすぎていきまし
た。ひとりで遊

あそ

ぶのは、思
おも

ったほど楽
たの

しく
ありませんでした。でも、やりたいことを
やってもいいと言

い

われているので、何
なに

をし
たらいいか、お母

かあ

さんに聞
き

くことはできま
せんでした。

お話
はな

しひろば 

エリザベスの長
なが

い一
い ち に ち

日
エイミー・シェラード
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ようやくお昼
ひる

ごはんの時
じ か ん

間になりまし
たが、エリザベスは、あまりおなかがす
いていませんでした。食

た

べ終
お

わってから、
「午

ご ご

後は学
がっこう

校に行
い

こうと思
おも

うんだけど・・・」
と言

い

って、食
しょくじ

事のあとかたづけもしないで、
テーブルを離

はな

れました。台
だいどころ

所から出
で

ていく
ときに、「わたしの帰

かえ

りがおそくなっても、
心
しんぱい

配しないでね」とつけ加
くわ

えました。お
母
かあ

さんは、「分
わ

かったわ」と答
こた

えました。

放
ほ う か ご

課後、数
すうにん

人の友
とも

だちから、川
かわあそ

遊びに
行
い

かないかと誘
さそ

われました。お母
かあ

さんが
そばにいたら、きっと反

はんたい

対するだろうと思
おも

いました。なぜならエリザベスは、ひどい
風
か ぜ

邪がなおったばかりで、川
かわ

に入
はい

ったら、
また病

びょうき

気になってしまうかもしれないから
でした。しかしそれでも、友

とも

だちといっしょ
に行

い

くことにしました。

川
かわあそ

遊びも、思
おも

ったほど楽
たの

しくありません
でした。みんなで水

みず

をかけ合
あ

ったあとに、
体
からだ

の大
おお

きい女
おんな

の子
こ

が、ふざけてエリザベ
スを後

うし

ろからおして、川
かわ

に落
お

としてしまい
ました。彼

かのじょ

女は泣
な

きだしましたが、ほか
の女

おんな

の子
こ

たちは笑
わら

っていました。

家
いえ

にもどったときのエリザベスは、服
ふく

が
ずぶぬれだったので、とても寒

さむ

く、みじめ
で悲

かな

しい気
き も

持ちになっていました。そん
な彼

かのじょ

女に、お母
かあ

さんは、なんて言
い

ったと
思
おも

いますか？「あなたは一
いちにち

日、ずっと好
す

き勝
か っ て

手なことをしてきたんだから、着
き

がえ
るなり、体

からだ

をふくなり、かってにしなさい」
と言

い

ったのでしょうか？

いいえ。お母
かあ

さんは、エリザベスをあ
たたかいお風

ふ ろ

呂に入
い

れてあげて、かわい
た服

ふく

を着
き

せてあげました。それから、体
からだ

のあたたまる夕
ゆうしょく

食を食
た

べさせてくれたので
した。ねる時

じ か ん

間になって、お話
ばなし

も読
よ

んでく
れました。そして、あたたかくて気

き も

持ちの
いいベッドに寝

ね

かせてくれたのでした。

お母
かあ

さんが、おやすみのキスをしようと
したとき、エリザベスは、お母

かあ

さんの首
くび

に
だきつきました。そして、こう言

い

ったので
す。「小

ちい

さな子
こ ど も

供に、せわをしてくれるお
母
かあ

さんを与
あた

えてくださったのは、イエス様
さま

なのね。お母
かあ

さんは、子
こ ど も

供よりなんでもよ
く知

し

っているので、子
こ ど も

供にはお母
かあ

さんが
必
ひつよう

要なんだわ。」お母
かあ

さんはうれしそうに
ほほえんで、おやすみのキスをしてくれま
した。

朝
あ さ お

起きたときのエリザベスの考
かんが

えと、
夜
よ る ね

寝るときのエリザベスの考
かんが

えと、どちら
が正

ただ

しいと思
おも

いますか？




